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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　月のない夜だった。

　阿あ佐さケが谷やの住宅街にある古い洋館、通称〝屍し桜ざくら屋や敷しき〟。

　その二階の寝しん室しつでは……。

「……アイ・キャント・スリープ」

　ニコル・エマーソン・タツミは大きな碧あおい瞳ひとみをパッチリと開いたまま、窓まどの外を眺ながめていた。

　普ふ段だん、かなり生なま意い気きな口を利きくニコルだが、部屋の内装は意外と少女趣味。

　大きなヌイグルミも、ベッドサイドにいくつか置いてある。

「ちゃんと睡すい眠みんを取らないと明日に差し支つかえるのに……」

　ニコルは明朝、義理の兄で同居する犯罪研究家の巽たつみ玲れいのために、ガレット、つまり蕎そ麦ば粉こと林りん檎ご酒を使ったブルターニュ風のクレープを作る計画なのだ。

　玲の大好きなガレットの生き地じを十分に寝ねかせるために、自分はいつもより一時間早く起きるつもりなのだ。

（古典的だけど……）

「１匹……２匹……３匹……」

　声に出してゆっくりと羊を数えてみる。

（この羊……ヨークシャー種かしら？　それともメリノ種……？　この草原はニュージーランド？　それとも、デンマーク？）

「……１２５匹……１２６匹……」

　こんな馬ば鹿かなことをしている自分に腹はらが立ち、余よ計けいに目が冴さえてくる。

「ホーリイ・シット！」

　とうとうニコルは金きん髪ぱつを搔かきむしってベッドから飛び起きた。

　壁かべにかかった時計を見ると、すでに二時を回っている。

（レイにバレないように……）

　玲はニコルが夜よ更ふかしをすると、怒おこりはしないが悲しい顔をする。

　それが、怒られるよりニコルには辛つらい。

　ニコルは扉とびらを開けると、そっと廊ろう下かに出た。

　玲は極きよく度どの紫し外がい線せん過か敏びん症しようのため、日光の下に出ることができない。

　そのため、研究や調ちよう査さも夜間に行なうことが多いので、見つからないように移い動どうするには注意が必要だ。

　ニコルは玲がいそうな居間や書しよ斎さいを避さけ、キッチンに向かった。

　だが、階かい段だんを下りたところでその足がふと、止まる。

（この均きん整せいの取れたスタイルを保たもつためには、夜食は厳げん禁きんだわ。コーヒーや紅茶も、さらに目が覚さめるからダメ。となると……資料の整理でもして、眠ねむくなるのを待つしかないわね）

　思い直した少女は、地下に続く階段へと向かった。




　屍桜屋敷の地下には、玲が私的に創そう設せつした犯はん罪ざい博物館がある。

　古こ今こん東とう西ざいの凶きよう悪あく犯罪に関する資料と統とう計けいデータ。

　そして、玲と大地一心が解決した事じ件けんに関係する品々がここには集められている。

　ニコルは認みとめたくないが、大地一心は玲の血のつながった弟。

　つまり、ニコルにとっても兄になる。

　さらに信じられないことに、一心はＳ＆Ｓソーズアンドソーサリーという人気グループに所しよ属ぞくするアイドルなのだ。

　ニコルは階段を下りたすぐ脇わきのキャビネットの前に行くと、未整理ファイルの引き出しを開ける。

　そして、適てき当とうに数冊のファイルを取り出すと、それをお気に入りのライティングデスクの右側にドサッと積み上げ、スタンドのスイッチを入れた。

「これは……あの、同時放火事件ね」

　ニコルは一冊目のファイルを開いた。
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　ねえ

　どうしたの？

　こんな時間に来るなんて？

　いちおうボクは聞いてみる




　君はいつものように

　黙だまって冷れい蔵ぞう庫こをのぞき

　勝かつ手てにＴＶをつけるけれど

　絆きずななんて意い外がいにもろいね

　なんてセリフを

　毛もう布ふにくるまり口にする




　本当はボクも

　分わかってるんだ

　ひとりで泣なく夜はさびしいってこと

　でもどんなに悲しい時だって

　いつか終わりはやってくる




　ねえ

　明日あしたはちょっと気分を変えて

　一日一いつ緒しよに過すごそうよ

　不ふ安あんと孤こ独どく　蹴け飛とばして

　明日はいつもとパターン変えて

　知らない場所に行ってみようよ

　希望とぬくもり　胸むねに抱だいて









「はい、Ｓ＆Ｓソーズアンドソーサリーの新曲、『パンドラの希望』でした！　それでは、問題を続けましょう」

　シーズンごとにこの番組の司会を務つとめてきた今いま藤ふじ秦しん之の介すけがカメラに笑え顔がおを見せた。

　その間に、Ｓ＆Ｓのメンバーはステージから、雛ひな壇だん型に十八チームが並ならぶ席に戻る。

　現在、このＢスタジオでは番組改かい編へん期き恒こう例れいの特とく番ばん、『番組対抗、６時間ぶっ続け！　クイズ・サバイバー！』の収しゆう録ろく中。

　一いつ心しんたちは『Ｓ＆Ｓ　世界征せい服ふく！』チームとして番組に参加している。

　ということは、もちろん、付き人である女郎花おみなえし茜あかねの姿すがたもスタジオの隅すみにあった。

（うう、眠ねむい！　授業が終わってからスタジオ入りしてもう２５時だもん。こりゃ明日、絶ぜつ対たい遅ち刻こくするわ）

　茜は必ひつ死しで欠伸あくびをかみ殺していた。

「ただいまのところ、トップは新番組『新宿戦争』チームで１１０ポイント。それに僅きん差さでつけているのが、『ミュージック・サテライト』の１００ポイント。それと……おやおや、『Ｓ＆Ｓ　世界征服！』チーム、シローくんの活かつ躍やくでいったんは１５０ポイントを取りトップを独どく走そうしていたものの、イッシンくんの連続お手つきで８５ポイントの第三位にまで後こう退たいしました」

　サブ司会の上かみ川かわ理さと子こが、チラリとＳ＆Ｓの方を見てウインクする。

「放ほっとけ！」

　と、席から立ち上がる一心。

「まあまあ、誰だれも君を責せめちゃいないから」

　士し郎ろうが宥なだめに入る。

「……たぶんね」

「そうですよ～、たとえ、全世界がイッシンくんのこと、早とちりのおっちょこちょいのバカだと思っても、後こう輩はいの僕ぼくだけは味み方かたですからね～」

　宏こう太たもうなずいた。

「お、お前ら！　ぜんぜんフォローになってないだろ！　それに、トオル！　お前どこに行く！」

「バアカ！　俺おれはこっちにも出てるんだよ」

　亨とおるはちゃっかりと、二位に上がったドラマ『新宿戦争』チームに席を移動しようとしている。

「この裏切り者！　二度と戻ってくんな！」

「そっちがトップに復ふつ帰きしたら戻ってやるって。シロー、頑がん張ばれよ」

　亨は共演者である若わか手て女優の隣となりに座すわると、リーダーに向って手を振ふった。

「……恥はずかしいなあ、もう」

　頭を抱かかえているのは、何な故ぜか『Ｓ＆Ｓ　世界征服！』チームに入れられた、新人アイドルで一心のクラスメートでもある矢や代しろ夏なつ紀きである。

「私も『ミュージック・サテライト』に移ろうかな？」

「あ～、勝手にしろ！　こうなったら、俺ひとりになっても、絶対に勝つっ！」

　一心はドスンと腰こしを下ろし、早押しのボタンに手を載のせた。

「……だから、君がお手つきしなきゃ勝てるんだって」

　士郎はこめかみを押さえた。




「大だい地ちくんのあの性せい格かく、いまさら何とかなるレベルじゃないしなあ」

　スタジオの隅で、茜はため息をついていた。

「勝負事となると、すぐにムキになるんだから。ギャンブルに手を出したら、絶対に身を滅ほろぼすタイプよね」

　毎回、豪ごう華か商品が出るこのクイズ。

　茜はＳ＆Ｓが獲かく得とくする商品のお裾すそ分わけをひそかに期待していたのだが、その希望はほぼ潰ついえかけている。

「……二ふ美み花かちゃん、何かくれないかな？」

　茜は物もの欲ほしげに『ミュージック・サテライト』チームの方を見上げる。

　チームを構成しているのは番組の司会の弓ゆみ塚づか亜あ希き美みと、トップ・アイドルで茜の友人でもある彩あや乃の二美花、もうひとりはこれもアイドルの宮みや原はら瑞みず穂ほである。

　いつもボーイッシュな感じの二美花に対して、瑞穂は優ゆう雅がなシルクのロングドレス。

　茜は瑞穂のことはよく知らない。

　数年前までは二美花のライバルと言われていたが、このところは人気に差が出てきて、年間にリリースするシングルも一枚か、二枚といった程てい度どのようだ。

　ＴＶで瑞穂を目にするのも、ほとんどがバラエティー番組である。

　こうして二美花と並んでいるところを見ると、やはり、一流芸能人としてのオーラのようなものが二美花よりも薄うすいように茜には感じられた。

「何だか、さびしそうな人……」

　それが瑞穂に対する茜の第一印いん象しようだった。




「では、スポーツクイズの第五問！」

　上川理子が問題を読み上げる。

　今、解かい答とう権けんを持っているのは、ステージ前方の解答者席に出てきている『Ｓ＆Ｓ　世界征服！』の一心、『ミュージック・サテライト』から宮原瑞穂、それに痛つう快かいお色いろ気け時代劇『艶あで姿すがた！　おんな剣けん客きやく捕とり物もの控ひかえ』の主演の佐さ久く間ま葵あおいである。

「Ｊリーグ、名古屋グランパスに七年間在ざい籍せきしたユーゴスラヴィアの名選手ドラガン・ストイコビッチ、その愛あい称しようは……」

　ピンポーン！

「ピクシー！」

　一心が答えた。

　ブー！

「えっ！　何で！」

「……その愛称はピクシーですが、そのもととなったアニメのキャラクターは、何の動物でしょ～？」

　理子は続けた。

「答えはネズミです。イッシンくん、またまたまたまたまた残念でした～！　『Ｓ＆Ｓ』チーム、さらに５ポイントマイナス～！」

「ちったねえぞ、理子！」

　一心は解答席から身を乗り出す。

「引っ掛かかる方が、アホなんですね～」

　普ふ段だんいろいろな番組でＳ＆Ｓの被ひ害がいを被こうむっている理子は、実に嬉うれしそうだ。

「アホ言うな～！　アホって言う方がもっとアホだ～！」

　と、ムキになって反はん論ろんする一心。

「……あ～、恥はずかし」

「ほんと、困ったヤツ」

　夏紀と二美花は顔を覆おおった。

「頼む、イッシン。もう黙ってくれ」

　士郎は頭を抱かかえて祈いのるしかない。

「それでは、先にいきましょう」

　と、理子がニコニコと次の問題を読もうとしたその時。

　ドンッ！

　突とつ然ぜん、一心の隣となりの解答者席から火ひ柱ばしらが上がった。

「！」

　熱ねつ風ぷうが、反射的に身を屈かがめた一心の頰ほほに吹ふきつける。

「瑞穂！」

　二美花の声。

　炎ほのおの衣ころもをまとった宮原瑞穂は解答者席から飛び出ると、苦く悶もんの声を上げながら床ゆかに倒たおれ込こむ。

「きゃーっ！」

　一いつ瞬しゆん後ご、女優やお笑い芸人たちが、非常口に向って一いつ斉せいに走り出した。




「ど、どうしたの!?」

　この番組のプロデューサー、辣らつ腕わんと強ごう欲よくで知られる澤さわ和かず枝えが副調整室で怒ど鳴なる。

　Ｂスタジオの様よう子すは、副調整室のモニターにも映うつし出されていたのだ。

「火事です！　だ、誰だれか燃もえてます！」

　緊きん張ちようした声のスタッフ。

「下へ行くわ！」

　澤は副調整室を飛び出した。




「み、みんな落ち着いて！」

　自分も恐きよう慌こうをきたしている司会の今藤が怒ど鳴なる。

「誰か、警けい察さつ！」

「助けて！」

　悲鳴が飛び交かい、パニックに陥おちいるＢスタジオ。

「ちょ、ちょっと～！」

　茜は突つき飛ばされ、押おし退のけられ、蹴け飛とばされて床に伸のび、さらにみんなに踏ふまれそうになる。

「ひいぃぃぃっ！　たたたたっ！」

　……実際に踏まれた。

　そんな中で、素す早ばやく反はん応のうしたのはＳ＆Ｓの四人である。

「コータ、救急車を！」

「わ、分かりました！」

　一心は宏太に命令するとジャンパーを脱ぬいで、のたうち回る瑞穂を包つつみ込こんだ。

　さらに士郎が英国製の特注ジャケットで覆おおって炎を消す。

「ちっ！」

　消火器を取りに走った亨は、まだ炎を上げている解答者席に消しよう火か剤ざいをぶちまけた。

　ようやく、白い煙けむりが上がる。

「おい、しっかりしろ！」

　一心はぐったりとなった瑞穂に声をかけるが、返事はない。

「酷ひどい」

　腕うでと、腰こしから脚あしにかけての痛々しい火傷やけどの様子に、士郎は目をそらした。

「……ガソリンの匂においだ」

　そうつぶやいたのは、消火器を手に、燻くすぶる解答者席の前に立った亨。

　アクリル板と塗と料りようが燃える悪あく臭しゆうに顔をしかめ、あたりを調べる。

　そこの部分だけが残った透とう明めいな容器は、ペットボトルのようだ。

　すぐ傍かたわらに黒焦こげのプラスティックの塊かたまりがある。

　半なかば露ろ出しゆつした基き盤ばんから、それが携けい帯たい電話らしいことは想像できるが、鑑かん識しきが来るまで触さわることはできない。

「こ、これ、放火ですか！」

　消防と警察に連れん絡らくし、息を切らせて駆かけ戻ってきた宏太が目を丸くする。

「どう考えてもそうだろ？　人間が突然、燃え出したんだぞ」

　一心は周しゆう囲いを見み渡わたす。

　あたりのタレントやスタッフは狼ろう狽ばいするだけで、不ふ振しんな動きを見せている者はいない。

「……ペットボトルの溶とけたみたいなのと、炭たん化かした携帯みたいなのがあったぜ」

　解答者席を調べた亨が一心にささやいた。

「無差別殺人か、それとも意い図と的てきに瑞穂さんを狙ねらったか」

　と、アゴに指を当てる士郎。

「外部から不ふ審しんな人間が入った様子はないですね」

　スタジオ中を見て回った宏太が報ほう告こくする。

「瑞穂ちゃん！　瑞穂ちゃん！」

　宮原瑞穂のマネージャーが駆け寄り、取り乱みだして泣きだした。

「どうしてこんな!?」

「大だい丈じよう夫ぶ、絶対に助かるから」

　士郎はそっとマネージャーを抱だきしめて瑞穂から引き離すと、夏紀と二美花に彼女を任まかせる。

　救急車が到着し、瑞穂を病院へ移送したのはそれから七分後のことだった。




　　　　＊　　　＊　　　＊




「もしかしたら、隣となりのブースの大地くんが同じ目にあったかも知れないんだよ！」

　逃にげ惑まどう人々に巻まき込まれ、一心たちから引き離されていた茜は、ようやくスタジオ前の廊ろう下かで合流することができた。

　すでに事じ情じよう聴ちよう取しゆが始まり、刑事たちは今、宏太の話を聞いている。

　士郎は携帯で瑞穂が運ばれた病院と連絡を取り、亨は報道局に行って上川理子とともに情報を集めている。

「ああ。それにシローやトオル、コータだったかも知れないし、二美花だったかも知れない。それに夏紀だったかも」

　一心はこぶしを壁かべに叩たたきつけた。

「こんなことをしやがった犯はん人にん、絶対に見つけだしてやるからな！」

「……協力するわ、イッシンくん」

　二人の背せ中なかで弱々しい声。

　振ふり返ると、そこにあったのは幽ゆう霊れいのような真まっ青さおな顔で立つ澤和枝プロデューサーの姿だった。

「これだけの数の一流芸能人を半日以上拘こう束そくしておいて、撮さつ影えい休止なんて！」

　澤は一心の胸むなぐらをつかむと、肩かたを震ふるわせて崩くずれ落ちる。

「どーしよ!?　時間的にも予算的にも、撮とり直しができる可か能のう性せいはないのに！　番組に穴あなが開くわ！　あーっ、他のプロデューサーや編成局長から、絶っっっっ対、嫌いや味み言われる！　それどころか、下へ手たすりゃクビよ！」

「今まで収録とった分、編集して何とかならないのかよ？」

「全ぜん然ぜん、足たらないわよ！　ねえ、お願い！　犯人を捕つかまえて、その一部始し終じゆうをカメラに収おさめて！　そしたら、実じつ録ろく犯はん罪ざいスペシャルにして代かわりに流すから！」

「なことできる訳ないだろが！　とうとう、あんたの悪あく運うんも尽つきたな」

「イッシンく～ん！　何でもするから～」

「だーっ！　擦すり寄るなって！」

　一心は身を捩よじって澤から逃れようとする。

　そこに、二美花と夏紀がやってきた。

「どうだった、事情聴取？」

　茜が二人に尋たずねる。

「簡単に済すんだわ。わたしたちの席、ステージの上の方でしょ？　火の上がった解答者席からは遠かったし」

　と、二美花。

「話せることがないのよ。あの時、お手つきして怒ど鳴なってた、イッシンの醜しゆう態たいしか見てなかったもの」

　夏紀は肩をすくめた。

「ぐっ」

　一心は言葉につまる。

「わたし……、瑞穂の病院に行ってみるね」

　二美花は自分のマネージャーに声をかけ、タクシーを呼ばせた。

「だったら、あたしも付き合う」

　眠い目を擦こすっていた茜も、二美花についてゆくことにする。

「ごめん。私も一緒に行きたいんだけど、７時の飛行機でサイパンに飛ばないといけないから」

　グラビア撮影の仕事が入っている夏紀が、すまなそうに言った。

「僕が病院まで送ろう」

　焦こげてボロボロになったジャケットを救急隊員から返され、途と方ほうに暮くれていた士郎が二美花たちの方を振り返る。

「そうか？　じゃあ、これ、届とどけてやってくれよ」

　亨が小型のスタンガンを士郎に手渡した。

「これは？」

　士郎は護ご身しん用ようの武ぶ器きであるスタンガンのスイッチを入れる。

　先せん端たんの二つの金具の間に、バチバチと青白い火花が走った。

「へ～、始めて見るよ、本物」

　茜は顔を火花の方に近づける。

　すかさず、一心が士郎の手からスタンガンを奪うばい、チョンと茜の肩に突きつけた。

　バチバチバチバチバチバチッ！

「ど、ど、ど、どひぇぇぇぇぇ～っ！」

　茜の全身を電流が駆かけ抜け、筋きん肉にくが硬こう直ちよくして痙けい攣れんを起こす。

「ぎええええええっ！」

　局中に響ひびき渡る奇き声せい。

「うぎいいいいいいいいいっ！」

「……いい加か減げんに切りなさい」

　夏紀が咎とがめるような視し線せんで一心を見た。

　電流が切れて茜が仰あお向むけにバッタリと倒れるのを、慌あわてて宏太が受け止める。

「…………な」

　茜は起き上がると、一心を振り返って神しん経けいのマヒした顔で怒鳴った。

「な、何すんのよ！　脳のうが沸ふつ騰とうしたわ！」

「いや、スタンガンって本当に気き絶ぜつすんのかなって思ってさ」

　一心は頭を搔かいた。

「そいつ、結けつ構こう、強力なんだな」

「瑞穂の倒れてた近くに転がってた。たぶん、あの子のだろうと思うぜ」

　と、呆あきれ果はてた顔の亨。

「かもね」

　短い髪かみを搔き上げた二美花が同意する。

「ストーカー対たい策さくじゃない？　わたしも控ひかえ室に置いてあるよ」

「人気に比例して、その手の連中も増えますからねえ」

　宏太がため息をつく。

「Ｓ＆Ｓにも毎日、何通か脅きよう迫はく状じようが来ますよ。まったく、人気とは縁えんのない着ぐるみ職人のアカネ先輩が羨うらやましいですよ」

「だ、誰だれが着ぐるみ職人だーっ！　後輩のくせに！」

　茜は思わず宏太の後頭部にエルボーを食らわせていた。

　同じ学園の中等部に通う水谷宏太は、芸能界でただひとり、茜が強く出られる相手なのだ。

「先輩、ひどいですぅ！」

　クリクリした瞳ひとみに涙なみだを浮うかべる宏太。

「ほぼ当たってるだけに悔くやしいのよ！　その上、女じよ装そうするとあたしより可愛かわいいし！」

（……アカネちゃん、それ、八つ当りだと思うよ）

　士郎は突っ込もうと思ったが、あまりにも可哀かわい相そうなので止めた。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　事件はそれだけでは終わらなかった。

　瑞穂が炎に包つつまれたのとほぼ同時刻。

　十台近い消しよう防ぼう車しやが、吉きち祥じよう寺じ駅前の雑ざつ居きよビル周辺に集まっていた。

　響ひびきわたる怒ど号ごうと、窓まどから吹き出す黒こく煙えん。

　深夜にもかかわらず集まり、消火の様子を見上げる野や次じ馬うまたち。

「放ほう火かだってさ」

「自殺って聞いたけど？」

　ひそひそと噂うわさが飛び交う。

　犠ぎ牲せい者しやひとりを出し、二階の事務所を焼き尽つくした不ふ審しん火びが鎮ちん火かしたのは、それから二時間後のこと。

　すぐに現場に鑑かん識しきが入り、本庁からは火災犯捜そう査さ一係の刑事がやってきた。

「高木さん、どうです？」

　刑事は敬意をもって鑑識に尋たずねる。

「ガス検を持ち出すまでもないや。ガソリンはプンプン匂におうし、燃焼速度も早い。ほぼ、放火だねえ」

　ベテランの鑑識係は答えた。

「火元は？」

「燃えの方向から見て、奥おくの部屋の事じ務む机づくえのあたりだな」

「社長室ですね」

　事務所の人間から聞き込みをしていた刑事はうなずく。

「遺い体たいは、社長の武たけ井い聡さとしと見て間ま違ちがいないですかね？」

「あれだけ黒焦げじゃ、何とも言えんなあ。ホトケさんは監かん察さつ医い務む院いんに回したよ。ごく火元に近いとこにいたようだ」

「担当医は誰だれになりそうです？」

「かおるちゃんじゃねえの、この時間だと」

　監察医務院の大だい地ちかおるは、大地一心の母である。

「なら、安心ですね。……実は、こっちの事件と大体同じ頃に、この事務所の関係者が火をつけられたんですよ」

　刑事は声をひそめる。

「そういや、ここ、芸げい能のうプロだってねえ」

「こちらの犠ぎ牲せい者しやはプロダクションの社長。もうひとりの犠牲者は所しよ属ぞくタレント。この事件、何か裏がありそうだと思いませんか？」

「おいおい、俺は物ぶつ証しようを取るだけだぜ。そっから先は、お前さんたちの仕事だろう？」

　鑑識係は笑い、ビニール袋に入った黒焦げの携帯電話を刑事に手渡した。

「これは？」

「発火地点にあった物証。こいつを改造して、発はつ火か装そう置ちにしたって感じがするよ。計画的だね、こりゃあ」

　これにより、瑞穂の事件が無差別犯罪である可能性は消えた。

　警視庁捜査一課は、本格的に怨えん恨こんの線から捜査を開始したのである。

　そして……。




「あら？」

　事務所で発見された焼死体の検死を終えて、監察医務院の解かい剖ぼう室を出た白衣の大地かおるは意外な姿を見た。

「ど～も～」

　ニヤけた表情で頭を搔かきながらこちらにやってきたのは、結ゆう城き政まさ宗むね警けい視しである。

「結城くん、放火の担当じゃないでしょう？」

　かおるは尋たずねる。

「いや～、この事件、話題性から言ってもこの警視庁のスター、結城政宗が指し揮きするのに相応ふさわしいと一課長が直じき々じきに」

「そ、そう？　よかったわね」

　本当は失ど敗じった場合に一番詰つめ腹ばらを切らせやすい人選じゃないの？

　かおるはそう言いそうになるのを、強こわばった笑え顔がおで吞のみ込こんだ。

「それでですね」

　結城は声をひそめる。

「詳くわしい死体検けん案あん書しよは後ということで、かおるさんが見たところの印象を教えてくれませんか？」

「印象ねえ」

　かおるは唇くちびるに手を持ってゆき、考える。

「はい。何か気にかかることでも？」

「遺い体たいの肺に、ほとんど煤すすがなかったのよ」

「……まさか？」

「そう。焼かれる前に死んでいたってこと」

「…………………………………やっぱりそうでしたか！」

　結城はポンと手を打った。

「この結城政宗の思っていた通りですよ！」

（その割わりには、やっぱり、と言うまでにずいぶん間があったわね？）

　かおるはそう指し摘てきしたくなるのを辛かろうじて堪こらえて、先を促うながす。

「実はこの被害者が経けい営えいする芸能事務所に所属するアイドルが、同じ頃に焼き殺されそうになったんですよ」

　結城はまるで大切な秘密を打ち明けるようにささやいた。

「同じ時間に？」

「はい！　つまり、同時に二か所で火を起こしたのは、社長殺しとアイドルの殺人未み遂すいを別の犯人による犯行に見せかけるためのトリックだったのです！　ふふふふふふ、かおるさん！　あなたのために、この結城、きっと犯人を挙あげてみせましょう！」

「……どうして私のためなのかしら？」

　かおるはこめかみを押さえずにはいられなかった。
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　茜たちが乗った車が瑞穂の収容された病院に着くと、すでに病院は大おお勢ぜいのファンとマスコミによって幾いく重えにも囲まれていた。

　芸能レポーターや記者たちは、タクシーから下りる二美花たちに目ざとく気がつくと、ドッとこちらに駆け寄ってくる。

「二美花ちゃん！　今回の事件について何かひとこと！」

「知ってること、教えてよ！」

「シローくん！　前にＣＭで瑞穂ちゃんと共演したことがありますよね！　何か今、瑞穂ちゃんに伝えたいことがありますか!?」

「二美花ちゃん、何か言ってよ！　ふたり、本当は仲悪かったんでしょ？　あんた、事件に一枚嚙かんでるんじゃないの？」

「あんたが誰だれかに命じたって説もあるんだよ！」

「シローくん！　この事件でまたＳ＆Ｓは動くんですか!?」

　もみくちゃにされる士郎と二美花。

　その余よ波はで、茜は弾はじき飛ばされる。

「……ったあ！　ぶぎゃあ！」

　また誰かが茜を踏ふんづけた。

　今夜はこれで二度目だ。

「すみません、ちょっと通してください！」

　珍めずらしく二美花の顔が強こわばっている。

「後で事務所を通して、みなさんにお答えしますから！」

　突き付けられる無む数すうのマイクから二美花をかばう士郎。

　だが、マスコミ陣じんは包ほう囲いを解とこうとはしない。

「ひどいよ！　あたしたち、瑞穂さんを心配してきただけなのに！　きゃっ！」

　茜は二美花たちのところに駆け寄ろうとするが、逆に弾はじき飛ばされた。

「……ダメだ。いったん戻ろう」

　士郎はそう決断すると、レポーターを搔き分け、二美花の肩を抱だくようにしてタクシーまで後こう退たいする。

「茜ちゃん！」

「は、はい！」

　茜は這はいながら何とかそちらに進もうとするが、なかなか先に行けない。

「ひぎゅううううっ！」

　またまた誰だれかが踏ふんだ。

　三度目である。

　士郎はシートに二美花を押し込むと、目を回した茜のところまで掛かけ寄り、腕をしっかりとつかんで引き返した。

　ようやく、茜がひと息つけたのは、タクシーが病院を離れ、幹かん線せん道路に出た時だった。

「大だい丈じよう夫ぶかい？」

　ぐったりとシートに沈しずみ込こむ茜に、士郎は声をかける。

「い、命がいくらあっても足りません」

　文字通りの踏んだり蹴けったりで、茜の制服はボロボロである。

「帰りにどこかで着き替がえを買ってあげるよ。……それにしても、君のその格かつ好こうを一心が見たら、逆上してレポーターのところに殴なぐり込みをかけるぞ」

「そんなことありませんよ、絶対に！　大地くん、お腹を抱えて笑うに決まってるじゃないですか！」

　茜はボサボサに乱れた髪かみを直そうとしながら口を尖とがらせたが、

（本当に怒おこってくれるなら……嬉うれしいけど）

　と、ちょっと考えたりもする。

「まだまだ、一心のことが分かってないね」

　士郎は微笑ほほえむと、茜の肩ごしに二美花を見た。

　二美花はサイドウインドウに頰ほほをピッタリくっつけて、窓の外を流れる光をじっと眺ながめている。

「どうしたんだい？」

「……別に。疲つかれたのかな？」

「マスコミが大たい挙きよして来ていることまでは容よう易いに想像できたけど、こんなに殺さつ気き立ってるとはね」

「そうね」

　二美花の声に、いつもの元気がない。

　茜はその顔をそっとのぞき込む。

（……泣いているの？）

　二美花の目は赤くなっていた。

「あまり見ないでよ」

　二美花は茜に笑って見せる。

　無理をしてることは、茜にも分かった。

「……そうだよね」

　茜は二美花の肩をギュッと抱だき締しめる。

「あんなのって……二美花ちゃんが犯人みたいな風に言うなんて」

「……辛つらかったかな。ああいうの、今までなかったから。でも、こういう仕事をしてるんだから……我が慢まんしな……くちゃ……」

　二美花は堪こらえ切れなくなり、茜の胸に顔を埋うずめて嗚お咽えつした。

「……ごめんね、プロのくせに。でも、ちょっとこのままでいさせて」

「いいよ」

　茜はそっと二美花の頭を撫なでる。

「……瑞穂さんのとこ、明日、行こうね」

　結局その夜、茜たちは瑞穂に会うことはできなかった。
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　翌日の午後。

　茜と二美花は待ち合わせて、もう一度病院に向かった。

　病院には依い然ぜん、芸能レポーターが群むらがっていたが、瑞穂のマネージャーに携けい帯たいで連絡すると、裏口からこっそりと通してくれた。

　ようやく集中治ち療りよう室しつを出たばかりの瑞穂は、最上階の個室のベッドに包ほう帯たいに包まれた痛々しい姿で横たわっていた。

　たくさんの花束と応おう援えんの手紙に、ベッドは埋うもれかけている。

（芸能人の病室って、こんな感じなんだ）

　茜は物もの珍めずらしくて、キョロキョロとあたりを見回す。

「具ぐ合あいは？」

　二美花は付き添そっているマネージャーに尋たずねた。

「ようやくショック状態を脱だつして、意い識しきを取り戻したところです」

　と、マネージャー。

「少し、お話していい？」

　二美花はささやく。

「ええ。ですけど社長が亡なくなられたことは、どうか」

「うん、分かってる」

「……お願いします、元気づけてやってください」

　マネージャーは気を利きかせ、病室を出ていった。

「瑞穂？」

　二美花は声をかける。

「……こんなになった私を笑いにきたの？」

　天てん井じようの一点を凝ぎよう視ししたまま、瑞穂は口を開いた。

「み、瑞穂さん！」

　二美花がまた傷きずつかないかと、慌あわてる茜。

「……冗じよう談だんよ」

　瑞穂はニコリともせずに付け加える。

（そ、そうは聞こえないんですけど～）

　茜の背せ筋すじを流れる冷ひや汗あせ。

　だが。

「笑えもしないわね」

　二美花はベッドサイドの椅い子すに座すわる。

「見られたもんじゃないでしょ、この火傷やけど。たぶん、一生残るでしょうね」

　瑞穂はつぶやくように言った。

「それで？」

　二美花は肩をすくめる。

「まさか、これしきのことで引いん退たいを言い出すんじゃないでしょうね？」

「どうかな？」

　と、皮肉げな笑えみを浮うかべる瑞穂。

「同時期デビューのあなたとはかなり水をあけられたし、正直、潮しお時どきだと思ってたのよ」

「じょ、冗じよう談だんでしょう!?」

　茜が思わず二人の会話に割わって入る。

「駄だ目めですよ！　たくさんのファンがきっとがっかりします！」

「……あなたは？」

　瑞穂はわずかに頭を動かして、茜の方を見る。

「と、あたしはＳ＆Ｓの付き人で女郎花茜って言います！……ったあっ！」

　勢い良く頭を下げた拍ひよう子しに、茜はベッドの手て摺すりに思いっ切り額ひたいを打ちつけた。

「Ｓ＆Ｓの？」

　瑞穂は瞬まばたきをする。

「そっか。Ｓ＆Ｓのイッシンくんと二美花って、スタジオなんかでもよく話しているものね」

「まあね。アカネちゃんはわたしの親友なの」

　二美花は笑った。

「し、し、し、し、し、親友だなんて！　そんな、まだまだとてもとても不ふつ束つか者もので、っていうか、もったいなくもありがたく、恐おそれ多くて僭せん越えつながら身に余あまる……、って何を言ってるんでしょ～、あたし～!?」

　あまりに嬉うれしくて、茜はどう反応していいか分からない。

　まるでオモチャを与あたえられたミニダックスフントのようである。

「あなたと同じよ」

　二美花は続ける。

「私……と？」

　瑞穂は戸と惑まどいの色を見せる。

「違うの？　わたしたち、デビュー以来、チャートの順位や、人気ランキングでずっと競きそい合ってきたよね？　あなたとライバルでいたから、わたしはたぶん、これまでやってこれたんだと思う。ひとりだったら、とっくにやめてたよ、きっと。だから、あなたは私の最高の友達。今だから言うけど、ずっとそう思ってた」

　二美花の手が、包ほう帯たいの巻かれた瑞穂の手に触ふれる。

「こんなことで負けないで。らしくないよ、瑞穂」

「あ、あたしも応援しますから！」

　茜も二美花の手に自分の手を重ねる。

「……ありがとう」

　白いシーツを、一筋の涙が濡ぬらす。

　窓の外では、集まったファンがいつまでも、頑がん張ばれと瑞穂に声せい援えんを送り続けていた。
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「瑞穂の容よう体たいは？」

　Ｓ＆Ｓの事務所に戻もどってきた茜に、一心は尋たずねた。

「ええと、両りよう脚あしと腰こしや腕うで、それから胸に二度から三度の熱ねつ傷しようで全ぜん治ち一か月。痕あとが残る可か能のう性せいもあるし、軽くはないって」

　事務所の応接セットの椅い子すに座すわった茜は、病院の医師に聞いたことをそのまま伝える。

「事務所の社長の方だけど」

　結城警視と連絡を取った士郎が、眼鏡めがねのフレームを押し上げた。

「出火の直前に事務所に出入りする人物を目もく撃げきしたって報ほう告こくもないそうだし、殺されたのはかなり前かもね」

「瑞穂んとこに、ストーカーっぽいヤツからしつこい脅きよう迫はく状じようみたいなもんが届いてたっていうのは事実らしい」

　芸能情報を洗っていた亨が、茜の前にコーヒーの紙コップを置きながら告げる。

「同じ話は僕も聞きましたよ」

　ソファーの肘ひじ掛けの部分にちょこんと腰を下ろした宏太が口を挟はさんだ。

「そのストーカーが、火をつけたんでしょうか？」

「かもな。とすると、動機は自分を相手にしない事務所と瑞穂に対する復ふく讐しゆう。瑞穂が死なずに済すんだのは、傷つけて自分を振り向かせることが目的で、本気で殺す気はなかったせいかも知れない。同時に火をつけたのは、アホの結城の推すい理りどおり、複数犯に見せかけるため」

　一心が整理する。

「けど、問題はどうやって二か所同時に火をつけたかだ。それがはっきりしないと、複数犯説も消えないぜ」

　亨はメンバーを見渡す。

「……そうか、あの携けい帯たい！」

　一心と士郎が同時に気がついた。

「携帯？　携帯はライター代かわりにはならないよ？」

　今まで黙だまってみんなの話を聞いていた茜が、首を傾かしげる。

「携帯に電話がかかってくると、着メロが流れたり、振しん動どうしたりするだろ？　あの時に流れる電流を、外部に露ろ出しゆつさせた金具に流れるように改かい造ぞうして、火花が飛び散ちるようにすればいい」

　と、一心。

「ス、スタンガンみたいな仕し組くみ？」

　茜はイヤ～な体験を思い出す。

「そうすれば、電話一本でどこからでも、ペットボトルのガソリンに火花で点てん火かできるだろ？」

「でも、そんな改造、簡かん単たんにはできないんじゃない？」

「ちょっとした理工系の知識があれば、改造は難むずかしくないぜ」

　一心は答える。

「そうした改造がしてあったのなら、実際にその時間に電話をかける必要さえないよ。携帯のタイマー機能を使って時限式でオンになるようにしておくと、時間が来れば自動的に火花が散ってペットボトルのガソリンに引火するんだからね」

　士郎が付け加えた。

「犯人がもし、その理系のストーカー野や郎ろうだとすると、まだ瑞穂が付け狙ねらわれる可能性もあるな」

　亨が考え込む。

「……張るか？」

　Ｓ＆Ｓ一同はうなずいた。

「あたしも！」

「お前はダメ」

　茜も手を挙あげたが、一心は即そく、却きやつ下かした。

「ええっ！　どうして!?」

　茜は不ふ服ふくである。

「君が怪け我がでもしないかと、気が気じゃないんだ」

　士郎が茜にささやく。

「な訳あるか！　ドジなコイツがいると足手まといになるからだ！」

「ムキになって反論するのが怪あやしいっての」

「じゃあ、好きにしろ！」

　亨にまでからかわれると、一心はドスンとソファーに座すわり込んだ。

「いつもながら、素す直なおじゃないですねえ」

　宏太がクスクスと笑う。

（そっか……大地くん、あたしのこと心配してくれて……）

「……あたし、今回は大地くんの言う通りにするね」

　茜は膝ひざに手を置いて、みんなを見渡した。

「大地くん、正しいよ。あたしってやっぱり、いつもみんなの足を引っ張ってるもの」

「おい、待て」

　と、一心。

「それにもし」

　茜は続けた。

「あたしのドジのせいで瑞穂さんに何かあったら、Ｓ＆Ｓのせいにされちゃうでしょ？　そんなんじゃあたし、付き人失しつ格かくだよ。Ｓ＆Ｓを、みんなを信じてるから、あたし、ここで待ってる。お願い、瑞穂さんを守って上げて」

「ああ、分かった」

　一心は背を向けたまま頭を搔かき、小さな声で付け足した。

「……あのな。さっきの、お前は足手まといだっていうの、あれは言い過ぎだった」

「えっ？」

　茜は訊きき返す。

「だから、お前は付き人としては、そう悪くは……もういい！　コーラ買ってくる！」

　一心は大きな足音を立てて、事務所を出ていった。

（ありがと、大地くん）

　茜はその後ろ姿を見送りながら、ちょっと微笑ほほえんだ。




　その夜。

　瑞穂の病室の両側と正面の個室を含ふくむフロア全体の病室を、士郎がポケットマネーで借りた。

　Ｓ＆Ｓメンバーは隣となりの病室に陣じん取どり、一心が瑞穂のマネージャーと一緒に、瑞穂に付き添そうことになった。

「……ねえ。あなたたちにしても、あのアカネって子にしても、なんでこんなことまでしてくれるの？」

　仮か眠みんを取りにいったマネージャーに替かわってベッドサイドの椅い子すに座すわる一心に、瑞穂はポツリと尋たずねた。

「寝ねろよ」

　闇やみの中で一心は言った。

　すでに時計は十二時を回っている。

「今まであなたたちとは、ほとんど話さえしたことなかったのに」

「……そうだな」

「私、あんまり芸能界に友達いないんだ。……芸能界の外にもいないかな？　ずっと、仕事一ひと筋すじだったし。だから、どうしてあなたやＳ＆Ｓのみんなが私を守ってくれるのか、分からないの」

「理り屈くつじゃねえよ」

　一心は背せ伸のびした。

「目の前に傷きずつけられるかも知れない人間がいるのに、見て見ぬ振ふりなんかできない。そんなもんだろ？」

「……そうなんだ」

　瑞穂の口元に、ほんの少し、笑えみが浮うかぶ。

　だが、その時。

　カチャリ。

　病室の扉とびらが開いた。

　廊ろう下かの光が差し込み、シルエットが浮き上がる。

「み、瑞穂ちゃん」

　聞き覚えのない声がささやく。

「僕ぼくと一いつ緒しよに行こう。き、君は僕だけのものだよ」

「………」

　一心は黙だまっているように瑞穂に合あい図ずし、壁かべに張りつく。

　入ってきた男は、ジーンズにトレーナー姿で身長百八十ぐらい。

　その手には果物ナイフが握にぎられている。

「瑞穂ちゃん」

　目を閉じて眠った振りをする瑞穂の横に立つと、男はシーツをめくり上げて包ほう帯たいに覆おおわれた足にナイフの刃を当てる。

「火傷やけどをしても、君はきれいだ」

　男は瑞穂の脚あしに、唇くちびるを這はわせようとした。

「……っ！」

　小さな悲鳴を上げる瑞穂。

「そこまでだ！」

　一心が飛び出し、ピックを飛ばして果物ナイフを弾はじき飛ばした。

「お前は誰だれだあああああっ！」

　男は一心に飛び掛かかり、床ゆかに押し倒たおす。

「み、み、瑞穂ちゃんの部屋で、何をしているぅ!?」

「そりゃこっちのセリフだ！」

　一心は男の腹はらに足を当てて投げ飛ばす。

　そこに、Ｓ＆Ｓの面めん々めんが雪崩なだれ込こんできた。

「この変へん態たい野や郎ろう！」

　亨のストレートが男のアゴを捉とらえ、仰のけ反ぞったところを士郎が腕うでを背中にねじ上げて床に押しつける。

「みんな、がんばれ！」

　宏太は応援するだけである。

「放せ！　放せええええっ！」

　もがく男。

「無む駄だだよ」

　押さえ込んだまま士郎は言った。

「もう、下で待たい機きしている警察に連絡した。瑞穂さんを助ける時に焼けちゃった俺のジャケット、必ず弁べん償しようしてもらうよ」

「……金持ちのくせに、意外とセコいな、お前」

　亨はまじまじと士郎の顔を見た。




　一心たちが捕つかまえた男は、新にい見み達たつ夫おと名乗った。

　新見は理工系けいの大学生で、デビュー以来の瑞穂のファンだったと取り調べ室で胸を張った。

　新見達夫逮たい捕ほの翌よく日じつの午後から、瑞穂は痛々しい包帯姿でＴＶに出演した。

　病院からの中ちゆう継けいである。

「どうですか、お怪け我がの方は？」

　芸能レポーターが尋たずねる。

「ええ、おかげさまで」

　髪かみを焼かれていた瑞穂は、帽ぼう子しを被かぶったまま気き丈じような笑顔を見せた。

「犯人が捕つかまったようですが、以前から瑞穂さんに嫌いやがらせの手紙を送ってきてたストーカーのようですね」

「そう警察で聞きました」

「今回は事務所の社長さんも亡くなられ、さぞお辛つらいでしょう？」

「はい、武井社長にはデビュー当時からお世話に……」

　言葉につまった瑞穂はうつむき、涙をあふれさせる。

「……ずっと、一緒に仕事ができると思っていました」

「え～、瑞穂さんの今日までの軌き跡せきと、この悲劇的な事件についての特集番組は、今晩八時からご覧らんのチャンネルで放送いたします。それでは、ファッション・ジャッジメントのコーナーです」

　レポーターは頭を下げ、画面はＣＭに切り替かわった。




「……ったく、悪あく趣しゆ味みなことを」

　事務所のＴＶを見ながら、一心は顔をしかめた。

「澤の考えたことだな、こりゃ」

「澤プロデューサー、よく知ってるんだよ。悪趣味に走れば走るほど、視し聴ちよう率りつが取れるってことをね」

　士郎が苦く笑しようする。

「まあ、事件も一件落らく着ちやくしたし、いいんじゃないの？」

「ああ。……そうだな」

　一心はソファーの茜の隣となりに座すわった。

「……何か、気になることがあるの？」

　茜は横顔をのぞき込む。

「納なつ得とくいかないんだよ」

　一心は背もたれに寄っかかって天てん井じようを見上げる。

「はっきりとは言えないんだけど、何か、もやもやするんだよな」

「だったら、玲れいさんに相談してみる？」

「何でもあいつに頼たよるっていうのもなあ」

「なんなら、あたしから聞いてみよっか？」

　茜はささやく。

「……気ぃ遣つかうなよ」

　一心は笑い、茜の頭を抱かかえ込こんで髪かみをくしゃくしゃにした。

「分かった。あいつに話してみるさ」




　　　　＊　　　＊　　　＊




「この件については、僕も興味を持っていた」

　屍し桜ざくら屋や敷しきの薄うす暗ぐらい書しよ斎さいにＳ＆Ｓメンバーと二美花、そして茜を迎むかえ入れた巽たつみ玲れいは告げた。

「母さんが相談してきたんだ。事務所で焼死した武井聡氏の遺体に不ふ審しんな点があったそうでね」

「そう言えば、かおるさん、あの社長の焼死体の解かい剖ぼうを担当したんだっけ？」

　と、亨。

「……あんのオバハン、何で俺を飛ばして玲に聞く？」

　一心はブスッとした表情になる。

「カオルさん、どこかのバカ放ほう蕩とう息むす子こが家に帰ってこないってこぼしていたわ」

　義ぎ理りの妹に当たるニコルが意い地じ悪わるそうにニッと笑う。

「ほんと誰だれかしら、そんな冷れい血けつで恩知らずな最低のバカ息子って？」

「口だけ達たつ者しやな幼よう稚ち園えん児じは引っ込んでろ！」

「よ、幼稚園児ですって～！」

「幼稚園児の方が、まだ胸むねと腹はらの区別がつくぜ！」

「はいはい、揉もめない」

　二美花が二人の間に割って入った。

「ニコルちゃん、こんな子供相手にしないの」

「うん。分かった」

　素す直なおに従したがうニコル。

「……そもそも、何でお前はここにいる？」

　一心は二美花をにらむ。

「堅かたいこと言わないでよ。オフに何しようがわたしの勝手でしょ？　それにここ、一心の家じゃないし」

　二美花は舌したを出すと、ワクワクした目で玲を振り返る。

「……それで、どこまで謎なぞは解とけているの？」

「何で俺に聞かない？」

　憮ぶ然ぜんとした顔の一心。

「だから、簡単なクイズでお手つきしまくった人間の意見なんか、聞きたくないわよ」

　二美花は指し摘てきする。

「ぷっ、言えてる」

　吹ふき出す茜。

「お前が言うなっ！」

　一心は茜のこめかみに、こぶしをグリグリと当てた。

「痛たたたたたたたあーっ！」

「……じゃれんなよ」

　亨が冷れい静せいに突っ込む。

「そろそろ本題に入ってもいいかな？」

　苦にが笑わらいをしながら、玲は一同を見渡した。

「……どうぞ」

　と、一心。

「じゃあ、移動しながら話そう」

　玲は椅い子すから立ち上がった。




「イッシンが捕つかまえた新見達夫は、確かにストーカーであの夜、宮原瑞穂を狙ねらって病院に侵しん入にゆうした」

　地下へ向かう階かい段だんを下りながら、玲は言った。

「だが、放火事件の犯人は別にいる」

「でも、新見は理工学部の学生で、携けい帯たいを改かい造ぞうして発はつ火か装そう置ちを作れるんでしょ？　脅きよう迫はく状じようを出したことも認みとめてるみたいだし」

　茜が尋たずねる。

「だが、装置を仕し掛かけるためには、誰だれにも見られずにスタジオや事務所に入る必要があるが、新見には方法がない。それに病院での新見の無む秩ちつ序じよ型がた犯罪者的な行動を見ると、緻ち密みつな計画ができる人間とも思えない」

「そこに俺も引っ掛かかったんだよ」

　一心は髪かみに手をやって、顔をほんの少ししかめた。

「だから、僕は考えた。発見された黒くろ焦こげの携帯は、本当に発火装置として機き能のうしたんだろうか、とね」

「違うのか？」

　一心は玲の後ろ姿に問いかける。

　だが、玲がその質しつ問もんに答える前に、一同は地下の犯罪博物館に着いていた。

「ちょっと、コワイですね」

　ビクビクする宏太。

　玲が私的に設せつ立りつしたこの犯罪博物館には、古今東西の犯罪に関する資料の他に、玲自身が解決した事件に関する品々が並ならべられている。

　その博物館の奥に、三方をコンクリートの壁かべに囲まれ、一方が耐たい熱ねつ防ぼう弾だんガラスになっている奇き妙みような部屋があった。

「この部屋は、僕が実験に使っているラボだ」

　玲は説明する。

　ラボの中央には事務机が置かれており、机の上には雑誌や、いくつか事務用品が並べられている。

「レイ、これ」

　ニコルが携帯電話と、ガソリンの入ったペットボトルを差し出した。

「結果だけ言おう。確かに携帯は発火装置として機能した。それも、実に単たん純じゆんな方法で」

　玲は一同を少し、下がらせる。

　そして、数分後。




　一同は机が燃え上がるのを見ていた。

「そうか。こうすれば……」

「別に携帯を改造しなくても、発火は可か能のうな訳わけですね」

　炎を前にして、士郎と宏太がうなずく。

「じゃあ、犯人は？」

　と、亨は尋たずねるような視線を玲に向けた。

「この実験から、ひとりの人物が有力な容よう疑ぎ者しやとして浮うかび上がってくる」

　玲は告げる。

「噓うそでしょ……？　信じられないよ、そんなのって」

　つぶやく茜。

「残念だが、それが僕の結けつ論ろんだよ」

　玲は哀かなしげに頭を振ふった。




　　　　＊　　　＊　　　＊




「どうしたの、こんな時間に？」

　翌よく日じつの深夜。

　一心からのメールでＢスタジオに呼び出された瑞穂は、マネージャーとともにやってきた。

「こ、こんな時間にごめんなさい」

　ペコペコと頭を下げる茜。

　スタジオに先に来て待っていたのは、Ｓ＆Ｓと茜、それに玲とニコルに二美花である。

「そちらの人は？」

　瑞穂は玲を見て、首を傾かしげる。

「巽玲。俺の兄貴だよ」

　と、一心。

「タツミ？　大地玲じゃなく？」

「親が離り婚こんしたもんでね。大地は母はは方かたの姓せい」

「……あまり似にてないのね」

「よく言われますよ」

　玲の瞳ひとみに優やさしそうな光が宿やどる。

「でも、嫌きらいなタイプじゃない」

　瑞穂は微笑ほほえんだ。

「レイに色いろ目めを使ってもムダよ。彼には大切な女性がいるんだから。……そう！　このワ・タ・シという!!」

　ニコルが腕うで組ぐみをして瑞穂をにらむ。

「このミニチュア西せい洋よう魔まよけ人形は、俺と玲の義理の妹。ほとんど他人で、ぜんぜん大したモンじゃないから、そこらに転がってる置物か粗そ大だいゴミだとでも思ってくれ」

　一心はニコルを後ろに追いやる。

「ねえ、何があったの、急に呼び出して？　……このスタジオ、やっぱりまだ恐こわいんだけど？」

　瑞穂は薄うす暗ぐらい周しゆう囲いを見渡した。

「ああ。ちょっと見せたいものがあってね」

　一心は宏太に合あい図ずし、ステージ上にスポットライトを当てさせる。

「……！」

　瑞穂は息を吞のんだ。

　そこに照らし出されたのは、ごく一般的な事務机とスタンド、ティッシュの箱、紐ひも、雑ざつ誌しを数冊、ピンク色のガソリンが入ったペットボトル、そして、何の変へん哲てつもない携けい帯たい電話だった。

「やっぱり、そうなんだな？」

　動どう揺ようを何とか隠かくそうとする瑞穂の心の動きを見て、一心は真実を受け入れた。

「……加藤さん、ちょっと外はずして」

　瑞穂は、心配そうな顔のマネージャーに告げる。

　言われた通りに彼女がスタジオを出てゆくと、瑞穂は一同を見渡す。

「さあ、何が言いたいの？」

「新見達夫の、放火事件についての起き訴そは見送りになった」

　一心が告げた。

「あいつが犯人じゃないことを、俺たちが警察に報しらせた」

「……ここ、寒いわね」

　瑞穂はカーディガンのボタンをかける。

「発はつ火か装そう置ちは改かい造ぞうされた携帯電話で、犯人は理工系けいの知ち識しきのある人間。イッシンくん、この前そう言ってなかったかしら？」

「あれは俺の間違い、認めるよ。ほら、ニコル？」

「ついさっき、邪じや魔ま者もの扱あつかいしたくせに」

　ニコルは一心の脇わき腹ばらをヒジで小こ突づいてから前に進み出た。

「アカネ、ちょっと携帯を貸かしてくれない？」

「えっ！　ちょ、ちょっと！　何もあたしの携帯を使わなくたって！」

　茜の抗こう議ぎを無む視しし、ニコルは携帯をさっと奪うばい取る。

「これからちょっとした実験をするわ。理工の知識や技ぎ術じゆつがなくても、簡かん単たんな遠えん隔かく操そう作さで発火できるシステムのね」

　ステージ上に立つニコル。

「机やスタンドは、出火した事務所にあったものとほぼ同じものよ」

　金きん髪ぱつの少女はそう言いながら、ティッシュを数枚取って折り畳たたみ、ガソリンで湿しめらせた。

　そして、そのティッシュをスタンドのすぐ横に置き、その上に蓋ふたの開いたペットボトルを立てる。

　それからスタンドの電球を回して抜ぬくと、ガラス部分を机の角かどで砕くだいてフィラメントを露ろ出しゆつさせ、そこにもう一枚ティッシュを巻いた。

「ごく簡単な仕組みね」

　ニコルはさらに、雑誌を机の足の下に敷しいて、ほんの少し机を傾かたむける。

「こうして……ヒモで携帯と、スタンドのレバー式のスイッチを結んで、これで完成」

　ニコルはステージから下りた。

「イッシン、アカネの携帯にかけて」

「ああ」

　一心は珍めずらしく素す直なおにニコルの言葉に従したがって自分の携帯を取り出すと、茜の番号にかける。

「ああっ！　やめて～！」

　茜は目を覆おおった。

　すると……。

　ブーン。

　エチケットモードになっていた茜の携帯は振しん動どうし、傾いた机の上をゆっくりと低い方へと移動して縁へりから落ちた。

　紐ひもが引っ張られてスイッチが入り、スタンドの電球のフィラメントが白熱化して巻まきつけたティッシュに火がつく。

　燃え落ちたティッシュの炎は、ガソリン入りのペットボトルの下のティッシュに引火して、ペットボトルを溶とかした。

　ガソリンがこぼれて、バッと炎が上がる。

「……これが、実際にあの日、事務所で起こったことよ」

　ニコルは告げた。

「紐もティッシュも燃え尽つきるし、電球のガラスも融とける。証しよう拠こは残らない」

　玲が補ほ足そくする。

「あ、あたしの……携帯～っ！」

　茜は卒そつ倒とうしそうになった。

「ブースで発見された黒くろ焦こげの携帯はフェイクだ。君はあれを発火装置と思わせようとしたようだが、実際は自分で、自分の身体からだにガソリンをかけて火をつけたんだ」

　玲のシルエットが、燃え続ける机を背はい景けいに浮うき上がる。

「……あの時の服装はロングのドレスだったそうだね？　ガソリンはドレスのスカートの下に隠かくして持ち込んだものだ」

「あたしの……メモリ～。……着メロ～」

　燃え盛さかる机を前にして、茜はブツブツと未み練れんがましくつぶやいている。

「自分に火をつける時に使ったのは、スタンガンの火花。アイドルがスタンガンを持ってても不ふ思し議ぎじゃないが、収しゆう録ろく中ちゆうは大たい抵てい、控ひかえ室に置いとくか、付き人に預あずけるもんだ。スタジオにまで持ち込んだのは失敗だったな」

　大道具の柱に寄より掛かかった亨が、腕うで組ぐみしながら付け足す。

「電池、替かえたばっかりなのに～」

　諦あきらめの悪い茜である。

「そして、その直前に」

　と、一心。

「事務所に置かれた携帯へ、隠し持っていた携帯から電話して、すでに殺害してあった武井社長の遺体に火をつけた。俺や警察は、その携帯を発火装置と勘かん違ちがいした。解答者席で見つかった黒焦げの携帯、あれ、プリペイド式だろ？　通話記録を追い難がたいプリペイド式の携帯を使えば、その時間に事務所にかけたのが自分ってことはバレないしな」

「たとえ！」

　瑞穂は包ほう帯たいの巻かれた腕うでを一心の眼前に突き出し、声を絞しぼりだす。

「たとえ、今あなたたちが言ったことが可能だとしても、可能性はあくまでも可能性！　私が社長を殺したということにはならないわ。私は被ひ害がい者しやなのよ！」

「そ、そうだよ！」

　とっくに命めい運うんの尽つきた携帯を心配してる場合ではない。

　今だに瑞穂が犯人だと信じられない茜が、我われに返って援えん護ごする。

「自分で自分に火をつけるなんて！　普ふ通つうそこまでする？　死んでたかも知れないじゃない！」

「だが、実際に死んではいない。Ｂスタジオ事件のガソリンの量が、事務所の放火とは比くらべものにならないくらい少なかったことは、鑑かん識しきの報告からもはっきりしているよ」

　玲はニコルに目で合あい図ずする。

　ニコルは持ってきていたモバイルを開き、データを表示した。

「……事務所で使われたガソリンは、６リットル強。Ｂスタジオであなたが浴あびたガソリンは、ほんの１リットルに過ぎないわね」

　ニコルは液えき晶しよう画面の数字を読み上げた。

「瑞穂、あの一件のおかげで世間の同情を買ったあんたは、今やあらゆるメディアで引っ張りダコだ。Ｂスタで自ら火だるまになったのは、自分の無実を強く印いん象しようづけることだけが目的じゃなかった」

　一心は瑞穂の瞳ひとみを真っすぐに見み据すえた。

「真の目的は、宮原瑞穂というアイドルが、悲劇のヒロインとしてスポットライトを浴びることだったんだろ？」

「噓うそっ！　そんなこと考えられないよ！」

　茜はどうしても納なつ得とくできない。

「でもね、アカネ。わたしだって……」

　二美花が唇くちびるを嚙かみ、頭を振ふる。

「わたしだって、もしも人気がなくなって、それを取り戻すことができるなら、自殺の真ま似ね事ごとぐらいするかも」

「二美花ちゃん！」

「ここに」

　玲はプリントアウトを取り出した。

「あるツテで手に入れた、武井氏の自宅と事務所、それに携けい帯たいの通話記録がある」

「ツテっていうか、ハッキングだろ？」

　と、白い目で見る一心。

「これによると、ある芸能プロの人間と武井氏は頻ひん繁ぱんに連絡を交かわしている。一心の事務所と同じくらいの規き模ぼの、今まで君が属ぞくしていたのとは比くらべものにならないくらいの弱小プロだ」

　玲はプリントアウトに目を通しながら続ける。

「僕はその連絡相手の人物とコンタクトを取り、どのような話が行なわれていたのか、聞き出した。その人物によると、話は君の移い籍せきに関わるものだった」

「……どういうこと？」

　茜は、一心と玲を交こう互ごに見た。

「つまり、瑞穂は武井社長から切り捨てられたってことだ」

　一心は説明する。

「この世界じゃ珍めずらしいことじゃない。けど、あのプロダクションをここまで大きくしたのが瑞穂だってことはみんなが知ってる。なのにこんな扱あつかいをされたら、社長に殺意を抱いだいても無理ないな」

「………」

「瑞穂」

　ゆっくりと進み出た二美花が声をかけた。

「あなたが噓をついているのか、それとも、玲さんが間違っているのか、わたしには分からない。だけど、ひとつだけ答えて。あなたはこの後、堂どう々どうとファンの前に立つことができる？」

「ファン、か」

　冷たい笑えみが、ステージ上の瑞穂の口元に浮かぶ。

「ついこの間まではどこに行くにもついてきて、熱心に手を振ってくれてたくせに、他に新しい気に入った子が見つかると、私のことなんかさっぱりと忘れてすぐにそっちに走る連れん中ちゆう」

「……瑞穂さん」

　茜が勇気を出して声をかける。

「確かにそういう人もいるかも知れないけど、それが全部だと思っちゃ駄だ目めです。ずっと一緒に頑がん張ばってくれるファンって絶対に、絶対にいるから！」

「この業界短いくせに、生なま意い気きなこと言わないで」

　瑞穂は茜をにらむ。

「私は人気絶ぜつ頂ちようの彩乃二美花とは違うのよ。二美花、さっき、ファンの前に堂々と立てるかって聞いたわよね？　立てるわ！　私はこれからもＴＶに出て唄うたい続ける！　自分がこの業界で生き延のびるためにね！」

（瑞穂さん、どうして……？）

　茜はもう何も言えなかった。

「それがあなたの本心なら……そうなさい」

　二美花は顔をそらした。

　すると。

　パッ！

　突然、スタジオの明かりが消え、スポットライトが瑞穂ひとりを照らし出す。

「いいわよ」

　茜たちの背はい後ごで声。

「言いたいことがあるなら、私が番組で伝えてあげましょうか？」

　スタジオに入ってきたのは、澤和枝だった。

「予算もつかないから、凝こった演出はできないけど、悲劇のアイドルの言葉、ノーカットで流して上げるわ」

　澤はマイクを瑞穂に渡すと、ハンディカムを握にぎって正面に立った。

「さあ、あなたのファンへのメッセージを」

　ハンディカムの液えき晶しよう画が面めんに、ライトを浴あびた瑞穂の姿が映うつる。

「５秒前。４、３……」

　カウントを取る澤。

「さあ、自分が無実だということをカメラに、いや、ファンに向かって告げるんだ」

　玲が促うながす。

「………」

　瑞穂はキッと澤を見返し、深呼吸をしてから口を開いた。




「ファンの皆みなさん、私は……」

　ふと、自分の言葉が途と切ぎれるのを、瑞穂は聞いた。

　口は動いていたが、声が出ていない。

「皆さん、私はぜった……」

　もう一度続けようとするが、今度は途と中ちゆうで頭の中が真っ白になる。

「絶対に……やって……………」

　一心たちの他には、誰だれもいないスタジオ。

　だが、瑞穂の目にはファンの姿が見え、ファンの声が聞こえ始めていた。

（瑞穂ちゃん！）

（瑞穂、信じてるから！）

（頑がん張ばって！　ずっと応援するから！）

（みんな、瑞穂ちゃんの味方だよ！）

「………」

　瑞穂は思い出していた。

　最初のミニライブの時、大雨の中であるにもかかわらず、野外ステージに集まってくれた人たちの顔を。

　サイン会に徹てつ夜やで並ならんでくれたみんなの姿を。

　病気で寝ねたきりの少女からのファンレターを。

　自分の娘を瑞穂と名付けました、という母親から送られた赤ちゃんの写真を。

（……そう。辛つらいことだけじゃなかったのは……ファンがいたから）

　自分を一いつ心しん不ふ乱らんに見つめ、自分の声を一いつ生しよう懸けん命めいに聞こうとするたくさんのファンたちが今、確かに、ここにいた。




「瑞穂さん？」

　と、茜。

「……やっぱり駄だ目め」

　瑞穂は微笑ほほえむと、ライトに背を向け、マイクを目の前の床ゆかに置いた。

「ファンにだけは噓うそ、つけない」

「……やはり、原げん因いんは社長に要いらないと言われたことだね？」

　玲が優しい声で確認する。

「そうよ！」

　瑞穂は振り返ると、今まで抑おさえていた感情を玲に向かって爆ばく発はつさせた。

「あいつは言ったの！　落ち目の私には、お金はかけられないって！　宮原瑞穂は、商業的にはもう無む価か値ちだって！　私は事務所にとってマイナス要よう素そ！　必要ないどころか、邪じや魔まな存そん在ざい！　ずっと、あいつを信じてやってきたのに、あいつはそう言って私を捨てようとしたの！」

「だから、殺した？」

「……殺されたのは私」

　ライトを見上げる瑞穂の頰ほおを、涙が汚よごす。

　その姿を、澤は舌した舐なめずりをしながら撮とり続けた。

（澤さん、お願い、やめて）

　確かに、視し聴ちよう率りつが確実に稼かせげる映像ではある。

　だが、茜はその様子に嫌けん悪お感かんを覚え、顔をそらす。

（誰だれか、止めてよ！）

「ずっとこの世界でやってきて、この世界しか知らないのに。……芸能界を引退して、どうやって生きてけっていうの？」

　瑞穂は続けた。

「同情はしない」

　玲は瑞穂の前に立つと、涙をそっと指で拭ぬぐった。

「殺人はどんな理由があろうとも許されない行こう為いだからね。それに君はまだ十七だろう。武井社長に切られたからといって、それですべてが終わった訳じゃない。もし自分の可能性が殺されたというなら、殺したのは君自身だよ」

「……じゃあ、他に何ができたって言うの!?」

　瑞穂は玲の肩かたに額ひたいを押しつけ、嗚お咽えつする。

　ムッとした顔になるニコル。

「そうそう。いい絵よ」

　と、澤がつぶやいた時。

「宮原瑞穂さん？」

　士郎から連絡を受けた結城警けい視しが、部下とともにＢスタに入ってきた。

「今回の事件について、任にん意いでお伺うかがいしたいんですが？」

「……お話しします、すべて」

　瑞穂は顔を上げ、入ってきた刑事たちを見てうなずいた。

　その時、たまたまスタジオ前の廊ろう下かを通り掛かかかった番組スタッフのラジオから、『パンドラの希望』が聞こえてきた。





　本当はボクも

　分かってるんだ

　ひとりで泣く夜はさびしいってこと

　でも、どんなに悲しい時だって

　いつか終わりはやってくる






「……そうね。こんな辛いこと、いつまでも続くはずなかったのに。もっと前にみんなと話せていたら、私、こんなことはしなかったかもね」

　瑞穂は微笑ほほえんだ。

「これからだって、いくらでも話せるさ。そうだろ？」

　一心はそっと少女の肩かたに手を置く。

「ありがと」

　瑞穂は結城警視につきそわれて、スタジオを後あとにした。




「……それじゃ、このテープ、次の特番に使わせてもらいますか」

　煙草を一本吸すい終えた澤が、すぐ横に置かれたハンディカムを愛いとしそうに撫なでる。

「殺人アイドルの告白！　高視聴率間違いなし！　もう、最っ高！」

「はあ、テープってなんです？」

　宏太が初めて聞く、というような顔をして見せた。

「なに、馬ば鹿か言ってんの、ここにこうして……」

　澤はハンディカムのイジェクトボタンを押す。

「……って、ない！　ど、どこに行ったのよ、私のテープちゃん！」

　ハンディカムの中は空からだった。

　逆さかさにしてブンブンと振ふってみるが、もちろん、テープは出てこない。

「あっ、そういや」

　亨が自分の後こう頭とう部ぶをポンと叩いた。

「さっき、こんなもんが落ちてたな」

　そう言って取り出したのは、一本のビデオカセット。

　澤が興こう奮ふんを冷さまそうと煙草たばこを吸っている隙すきに、ハンディカムから抜いたものだ。

「か、返しなさいよ！」

　カセットに飛びつこうとする澤。

　亨はさっと身をかわし、カセットを一心に放ほうる。

「澤さん、ついてなかったな」

　一心はテープを指で引き出すと、燃え続けている事務机に向かって投げつけた。

　可か燃ねん性せいのテープは、瞬またたく間に燃え上がる。

「あ～っ！」

　腰を抜かす澤。

「あんたたちっ！　何をやったか分かってるの!?」

「まあまあ、そのうち埋うめ合わせはしますから」

　士郎は澤を抱だき起こしながら笑った。

「冗じよう談だんじゃないわよ！　上に頼んでスタジオ開けてもらって、消しよう防ぼう署しよの許きよ可かも取って、机とか、器き材ざいも借りて！　それで何の収しゆう穫かくもなしなんて話をしたら、編へん成せい局長が！」

「ありがとう。あなたがいてくれて良かった」

　チュッ！

　士郎は澤の頰に、軽く唇くちびるを触ふれさせた。

　たちまち、澤は真っ赤になる。

「と、年上をからかって！　こ、こんなことじゃ、ご、ご、誤ご魔ま化かされないんだから！　泣いてやるぅぅぅぅっ！」

　照てれ臭くさいのか、澤はスタジオを飛び出していった。

「やったあ！」

　茜は思わず拍手していた。

「あの人、意外と純じゆん情じよう？」

　ニコルが玲の腕うでにしがみついたまま、肩をすくめる。

「と、いうか、シロー、年上の女性の扱あつかいに慣なれ過ぎね」

「……さてと、澤さんが冷れい静せいさを取り戻さないうちに逃げるとしますか」

　士郎は一同を振ふり返ってウインクした。




　みんなが消えたスタジオのステージの縁に、二美花はひとり残って座すわっていた。

　すぐ後ろには、燃え落ちた事務机が片付けられずに残っている。

「どうしたの、二美花ちゃん？　帰らないの」

　消灯のために戻ってきた茜が、その姿に気がついて声をかけた。

「なんだかさ……瑞穂のこと、他ひ人と事ごとじゃない気がして」

「……そっか」

「わたしも……売れなくなったら、ゴミみたいに捨てられるんじゃないかな？」

　二美花は、ＴＶでは決して見せることのない寂さびしげな色を瞳ひとみに浮うかべる。

　茜は軽く咳せき払ばらいをすると、手近にあったモップをマイク代がわりにして唄うたい始めた。





　ねえ

　明日あしたはちょっと気分を変えて

　一日一いつ緒しよに過すごそうよ

　不ふ安あんと孤こ独どく　蹴け飛とばして

　明日はいつもとパターン変えて

　知らない場所に行ってみようよ

　希望とぬくもり　胸に抱いてｉｎ　ｙｏｕｒ　ｈｅａｒｔ






「うわ～っ！　駄だ目めだ、やっぱり！」

　リフレインの部分だけを唄ったところで、茜はモップを投げ捨てた。

　改めて、自分は歌手に向いていないことを自じ覚かくする。

　だが。

「アカネちゃん、歌、うまくなったね」

　二美花は惜おしみない拍手を送った。

「お世せ辞じじゃないよ。ずっとＳ＆Ｓと一緒にいるせいかな？」

「ま、それは置いといて。……どう？」

　茜はちょっと照れながら、提てい案あんする。

「今度、遊びに行かない？　二美花ちゃんの都つ合ごうのいい時でいいんだけど、夏紀や美紗も一緒に。この女郎花茜さんが、とっておきのケーキ屋さんに連つれてってあげるし！」

「……アカネちゃん、もしかして、心配してくれて？」

「ほら、だいじょ～ぶだから！」

　茜は人気アイドルの腕うでを取った。

「二美花ちゃんを使い捨てにしようなんてしたら、Ｓ＆Ｓの連れん中ちゆうが黙だまってないって！　ていうか、絶対にうちの社長が引き抜きにくるわよ！」

「ふふ」

　二美花は笑い、茜の肩に頭を預あずけた。

「ほんとにいい子だね、アカネって……イッシンが大事にするのも、無理ないかな？」

「ちょ、ちょっと！　一体何のこと！」

　茜の顔は真っ赤になる。

「あたし、毎日大地くんに虐しいたげられてる立場だよ！」

「……まっ、そういうことにしといてあげますか」

　二美花はピョンと立ち上がると、時計を見た。

「いっけない！　朝一番で雑誌の取材があったんだ！　遅ち刻こくだよ！」

　慌あわててスタジオを飛び出す二美花。

　と、同時に、廊ろう下かから一心の怒ど鳴なり声が聞こえてくる。

「アカネーッ！　俺たちのギターとか衣い裳しよう、まだバンに運んでないのかよっ!?」

「はいはい、今もってきますったら！　ったく、人使いの荒あらい！」

　茜は腰こしを上げると、荷物を取りに控ひかえ室しつに走った。





The End












　トリックの再現実験の手て際ぎわ、自分では良かったと思う。

　だけど、アカネの携けい帯たいを使ったことで、レイには不ふ評ひよう。

　イッシンのを使えば良かったかも。

　あと、ミズホ、最後にレイに抱だきつくのは許せないわ。




　ニコルはファイルの表紙にそうコメントを書き込こむと、ファイルにナンバリングを施ほどこしてデスクの左に置いた。

　そして、右側に積まれたファイルの一番上を手に取って開く。

「この事件はよく覚えているわ」

　少女は頰づえを突くと、ちょっと眉まゆをしかめてつぶやいた。
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　第一日

　午後二：〇〇




「……十八人か。ちょうどいい」

　ゆっくりと回かい転てんする観かん覧らん車しやの上で、スコープをのぞき込んだ男はつぶやいた。

　手には象ぞう牙げと黒こく檀たんの二つのダイス。

　男はまず、白い象牙のダイスを振ふる。

　出た目は二。

　次に黒檀を振ると、その目は四だった。

「二列目の六人の四番目。……ついていなかったな、十番」

　男は引き金にそっと指をかけた。

「シャロン……」







　同時刻




　男のいる観覧車から七百メートルほど離はなれた、遊ゆう園えん地ち内ないのプール。

　今日、ここでは新人グラビア・アイドルのオーディションが行なわれていた。

　波のあるプールの前の特とく設せつステージ上には、司会の若手漫まん才ざい師しとアイドル候こう補ほが十八人。

　そして、ゲストとして人気アイドル・グループ、Ｓ＆Ｓソーズアンドソーサリーの四人の姿があった。

「……で、どうして俺おれたちまで水着な訳わけ？」

　ベーシスト兼ボーカルの火ひ之の杜もり亨とおるが腕うでを組みながら、隣となりに立つ風かざ峰みね士し郎ろうにこっそりと尋たずねる。

「知らないよ。うちの社長の好このみじゃない？」

　平へい然ぜんとした表ひよう情じようのまま、キーボード担たん当とう、リーダーの士郎は答える。

「おかげで、会場ほとんどが女の子ですよね」

　と、ドラムスの水みず谷たに宏こう太たが、澄すんだ大きな瞳ひとみで客席を見み渡わたす。

「ふつう、こういうイベントって男性ばっかのはずですけどね……」

「……んなことはどうでもいいって。とりあえず、暑くて辛つらい」

　へたばりかけているのは、茶ちや髪ぱつをツンツン立てた少年、大だい地ち一いつ心しん。

　ギター担当で、もうひとりのボーカルでもある一心は、ジュニア・ユースの元エース・ストライカー。

　その毒どく舌ぜつさえなければ、ブレイク間違いなしと事じ務む所しよの社長も太たい鼓こ判ばんを押す、天才ギタリストである。

　もっとも、亨たちに言わせれば、必ず犯はん罪ざいを呼よび寄よせる縁えん起ぎの悪いヤツ、ということになるのだが……。

「夏は俺の敵てきだ」

　一心は照りつける太陽を恨うらめしげに見上げた。

　プールサイドは炎えん天てん下か。

　気温は四十度近いだろう。

「耐たえろ。俺も耐える」

　亨は歯を食いしばった。

　だが……。

「みなさん！　たった今、投票結果が出ましたよ！」

「は～い、出ました！」

　一心たちのコンディションに関係なく、司会の二人はオーディションを続ける。

「まず、審しん査さ員いん特とく別べつ賞しようは!?」

「特別賞は～？」

　司会のノッポとデブのコンビは必ひつ死しになって盛り上げようとするが、観客のほとんどがＳ＆Ｓ目当てなので、今いち、ノリが悪い。

　それでも、リハーサル通りに、バンドのドラムスが連れん打だで陳ちん腐ぷな演出をつける。

　本気なのか、演えん技ぎなのか、ハラハラした不安げな顔を見せる十八人の候補。

「……えっ、今度俺だっけ？」

　一心はＡＤから、トロフィーと賞しよう状じようを渡された。

　この暑さで打ち合わせの時に聞いた段だん取どりなどすっかり忘れていたが、特別賞のプレゼンターは一心だったのだ。

　そして……。

「十番！　長なが原はら真ま夕ゆ子こちゃーん！」

「はい、真夕子ちゃん、拍はく手しゆ～！」

　かなりタメてから、司会は大げさな振りをつけて発表した。

　ちょっとがっかりした表情の真夕子。

　グランプリでなければ、即そくデビューは不可能である。

　それでも、こうした小さな受賞の積み重ねが、将来のステップアップにつながるかも知れない。

　それに、あの大地一心をこんなに近くで見ることができるのだ。

　自分に言い聞かせた真夕子は笑顔を作り、憧あこがれだったアイドル、一心の方に足を踏み出した。

（何か、声かけてくれないかな？）

　真夕子は期待に胸を膨ふくらませる。

　その時。

　チュン！

　少女のすぐ後ろで、何かが跳はねた。

「イッシン……くん」

　一心は、自分の名を呼ぶ真夕子の声を聞いた。

　と同時に、真夕子は目を大きく見開いたまま、ゆっくりと仰あお向むけに倒たおれてプールに落ちる。

　水面に広がる、赤い血の花。

「まずい！」

　ステージ上や観客席から悲ひ鳴めいが上がった時には、一心はプールに飛び込んでいた。

「みんな、伏ふせろ！」

　士郎が司会からマイクをもぎ取って叫さけぶ。

「どこからだ!?」

　亨は身を低くして周しゆう囲いを見渡す。

　ライフルの銃じゆう弾だんは音速よりもはるかに速いとはいえ、着ちやく弾だん後ごも銃声は聞こえなかった。

　消しよう音おん器きを使っているようだ。

「……あっ、あそこ！」

　目ざとくスコープの反はん射しや光こうを見つけたのは、人一倍、勘かんと視力の鋭するどい宏太だった。

「あの観覧車の上！」

「くそっ！　コータ、この子を頼たのむ！」

　ぐったりとした少女をプールサイドに引き上げた一心は、そのまま観覧車に向かって走りだした。







　午後二：〇八




「う～、あぢ～」

　女郎花おみなえし茜あかねは、木こ陰かげのベンチでソフトクリームを舐なめていた。

　模も試しの成績からスリーサイズ、容よう姿しまですべてが全国平均という、ある意味非常に珍しい人間である茜は、大地一心のクラスメートでＳ＆Ｓの付き人である。

　普ふ段だんは月給百円という驚きよう異いの薄はつ給きゆうで健けな気げに働く茜だが、さすがに服を着たままではプールサイドの暑さには耐え切れない。

　かといって、グラビア・モデル候補が並ぶ前で水着になる勇気はない。

（オゾン層が破は壊かいされてるのに、日焼けは良くないしね）

　幸さいわい、恐こわいマネージャーも今日は休み。

　茜は堂どう々どうとここで職しよく場ば放ほう棄きしているのだ。

　そこに……。

　遊園地には不ふ似に合あいなオファーマンの黒いアタッシェを持った、派は手でなアロハシャツ姿の男が通りかかった。

　鋭えい角かく的てきな輪りん郭かくの顔に不ぶ精しよう髭ひげ。

　男はブルガリのサングラスを優ゆう雅がな仕し草ぐさで押し上げると、身を屈かがめて茜に話しかける。

「君、用事を頼まれてくれないかな？」

「はい？」

　茜は、口のまわりをクリームだらけにした間ま抜ぬけな顔を上げて訊きき返した。

「これを、ここの関係者に渡して欲しい。まあ、誰でもいいんだがね」

「あの、ちょっと！」

　男はブルーの封ふう筒とうをベンチに置くと、茜の返事を待たずに去っていった。

「……困るんですけどぉ」

　茜はつぶやいた。

　そこに……。

「おいっ！」

　息を切らした一心が、水着のまま駆かけ寄ってきた。

「こっちに、観覧車から下りてきた男が来なかったか？　アロハを着て、黒いバッグを持ったヤツ!?」

　一心は観覧車の係から、男の特とく徴ちようを聞き出していた。

「ていうと」

　茜はソフトクリームの残りを舐める。

「……もしかして、トヨエツにちょっとB'zの稲いな葉ば浩こう志じが入った感じの渋しぶいハンサム？」

「見たのか!?」

　一心は茜の肩をつかんだ。

　その拍ひよう子しにソフトクリームが茜の顔がん面めんを直ちよく撃げきする。

「……み、見たわよ！」

「どっち行った！」

「……ごめん、忘れた」

　怒おこられると思って身を縮ちぢめる茜。

　だが……。

「………お前、無ぶ事じで良かったよ」

　一心は脱だつ力りよくして座すわり込んだ。

　どのみち、今の一心は手ぶらである。

　たとえ追いつけても、銃を持った犯人に素す手ででは対たい抗こうできなかったはずだ。

「あの人、誰なの？　こんなもん、渡されたけど？」

　事情が分かっていない茜は、首を傾かしげながら封筒を一心に渡した。

「人殺しだ」

「げっ！」

　途と端たんに蒼あお褪ざめる茜をよそに、一心は封筒を開けた。

　その中には……。

《日比谷》

　とだけ書かれた紙が一枚、入っていた。







　午後九：一五




　所しよ轄かつ署しよでの事じ情じよう聴ちよう取しゆを終えた一心とＳ＆Ｓのメンバー、そして茜は屍し桜ざくら屋や敷しきと呼ばれる家を訪れていた。

　屍桜屋敷は、阿あ佐さケが谷やの住宅街に位置する古い洋よう館かん。

　そこに住むのは、一心の兄である巽たつみ玲れいと、父の再さい婚こん相手の娘むすめで、義ぎ理りの妹にあたる金きん髪ぱつの少女ニコル・エマーソン・タツミである。

　そして、巽玲こそ、いくつもの難なん事じ件けんを解かい決けつし、ネットの世界では伝説として語られるようになった犯罪研究家なのだ。

「その予よ告こく状じようは、警察に押おう収しゆうされたんだね」

　玲は、常に厚いカーテンが引かれている応接室で一同を迎むかえた。

　日光に強いアレルギーを持つ玲は、日中は外に出ることのできない体たい質しつだった。

　太陽の光を浴びると、極きよく度どの呼こ吸きゆう困こん難なんを起こすのだ。

「惜おしいな。僕のコレクションに欲しかったんだが」

「あのな」

　一心は呆あきれ果はてたというようにため息をつく。

　屍桜屋敷の地下には、私し設せつの犯罪博物館がある。

　展てん示じしてあるのは、ほとんどが玲が解決した事件に関連する品々だ。

「高こう性せい能のう狙そ撃げき用ようライフルと、フルメタルジャケットの弾だん丸がんを使用した遠えん距きよ離り射しや撃げき。背せ骨ぼねを一発で砕くだかれて即そく死し。傷きず口ぐちがキレイだったのが、せめてもの救いね」

　警けい視し庁ちようのハッキング情報を、紅茶を運んできたニコルが報告した。

「なあ、玲さん。次ってことは……次があるんだろ、やっぱし」

　亨が言った。

「だけど、その日にち時じは分からない」

　士郎がチタンフレームの眼鏡めがねに指をやり、考える。

　ＴＶやライブではコンタクトを用いている士郎も、プライベートでは眼鏡をかけていることが多い。

「手の打ちようがないね」

「レイも同意見？」

　一同に紅茶のカップを配くばり終えたニコルが聞いた。

「明あ日す、という可能性は低いな」

　玲は考える。

「さすがに明日は、警察の警けい戒かいが厳きびしいはず。犯行は難しいよ。平均以上の知性の持ち主なら、警戒が手て薄うすになるのを待って犯行に出るだろうね。……無む論ろん、その裏をかくという手もあるが」

「ですよね～」

　宏太がうなずいた。

「玲、言っとくが」

　一心は前もって釘くぎを刺さす。

「俺はもう、関係ないからな。お前がこの件にくちばしを突っ込むのは勝かつ手てだけど、俺を巻き込むなよ」

「おいおい、イッシン、乗り掛かかった船だろう」

「お前な、セコいこと言うなよ」

「先輩、殺された子、可か哀わい相そうに思わないんですか？」

　口々に異い議ぎを唱える三人。

　Ｓ＆Ｓの他の面めん々めんは、一心とは違う考えのようだ。

「だーっ！　うるさいぞ、お前ら！　とにかく、俺はもう事件はゴメンなんだよ！」

「うん。分かっているよ」

　玲は微笑ほほえみ、ニコルの淹いれたウバ茶を口に運ぶ。

「……お前のその顔、絶っっ対、分かってない！」

　一心は兄をにらんだ。







　第二日

　午前一一：三〇




「くそーっ！　あれだけ言っておきながら俺は！」

　結局……。

　一心は茜を連れて、銀座のソニービル前にやって来ていた。

　一ひと晩ばん中、死んだ女の子の顔と声が、頭から離はなれなかったのだ。

　突とつ然ぜんの死を受け入れることができずに、どうして、と問いかけるような表情を張りつかせたまま、真夕子という少女は死んでいった。

　それも、一心の名を呼びながら。

（どうして……あの子は撃うたれなきゃいけなかったんだよ!?）

　口は悪いが、理り不ふ尽じんな死を目まのあたりにして傍ぼう観かん者しやでいられるほど、大地一心はクールな人間ではない。

　そして、いったん突っ走りだすと最後までブレーキが利きかないのが、一心の特とく徴ちようでもあるのだ。

「せっかくのオフだってのに！……だいたい、どうしてお前がついて来てんだよ！」

　一心は玲の思った通りに行動する自分に腹を立て、茜に八やつ当あたりする。

「あたしだって嫌いやだよ。でも、マネージャーさんが、大地くんから目を離すなって言うんだもん」

　茜も口を尖とがらせるが、結けつ構こうお洒落しやれしてきている。

　キャミソールとヒップハンガー気味のミニ姿を茜が一心に見せるのは、初めてのことだ。

　もっとも一心の場合、茜が制服ではないことに気づいたかどうかも疑問だが。

（少しは誉ほめるとかしろ、大地一心！）

　せっかくの最新ファッションを黙もく殺さつされた茜は、心の中で罵ののしった。

「……こんなやり方は非ひ効こう率りつ的てきだわ。馬ば鹿からしい」

　二人の後ろで、ニコルが鼻を鳴ならした。

　一心たちは、さっきプランタン銀座の前でニコルと鉢はち合あわせしたのだ。

　どういう訳か、ニコルも普段以上に高級そうなブランドものを身に着けている。

　大だい胆たんな裁さい断だんで背中の大きく開あいた白のワンピースは、普通の小学生がどう背伸びしても似合うものではない。

　だが、ニコルがまとうと、一種妖あやしい魅み力りよくがただよい始めるのである。

　ネイルにはスパン入りのラメのマニキュア。

　胸元にはさり気なく、可愛かわいい蝶ちようのペーパータトゥを入れていたりもする。

　一いつ緒しよに並ぶと、茜とニコルのファッション勝負、土台の段だん階かいで茜のコールド負けだった。

「ほう？　じゃあ、誰かさんがここにいるのは、どういう訳だか説明してもらおうか？」

　一心の皮ひ肉にくな台詞せりふに、ニコルは顔を引きつらせる。

「ワ、ワタシはショッピングよ！　水着でも買おうかなと思って」

　水着を買う時じ期きはとっくに過すぎている。
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　おそらく、玲の意い向こうを無む視しして勝かつ手てに出てきた、というのが真しん相そうだろう。

「お前なんか海パン一いつ丁ちようで十分だろ～が、この喋しやべる西洋胸なし人形が！」

「ふん！　どうせイッシンになんか見せないもん！　変へん態たいイッシンは、茜の貧ひん弱じやくな体たい型けいでも見ていればいいのよ！」

「体型の話をこっちに振るなああああ！」

　三人がやり合っていると、人が周囲に集まり始めた。

「ねえ、あれ……」

「Ｓ＆Ｓの？」

「そうよ、イッシンよ」

「イッシンくん！」

「キャー！」

　若いＯＬを中心に、騒さわがしくなってくる。

「……まずいな。移動しようぜ」

　サングラスで変へん装そうしている心算つもりだった一心だが、実はバレバレだ。

「もう、二人のせいだからね！」

　と、茜。

「このバカどもと一いつ緒しよのところを写真誌に取られでもしたら、一生の恥はじだわ」

　ニコルが吐はき捨てる。

　三人は日比谷公園の方向に向かって、野や次じ馬うまを振り切るように走った。







　午前一一：三七




　アルマーニのラフなスーツに身を固めた黒いアタッシェの男は、有ゆう楽らく町ちようマリオンの屋おく上じようからスコープで下げ界かいを見み下おろしていた。

　手に握にぎられた、白い象牙のダイスが振られる。

「……二」

　もう一度、今度は黒檀のダイスだ。

「六、合計八だな」

　男は、スコープ内を通り過ぎる少女の数を数え始める。

「……一、二、三、四」

　夏休みなので、サラリーマンやＯＬに混まじって、中高生や家族連れも見える。

　ちょうど、図書館に向かうらしい少女たちが、地下鉄の出口を上って姿を現わした。

　楽しそうに笑っているその集団が、スコープの中に入る。

　罪つみのない笑顔。

（何な故ぜ、笑っていられる？）

　男の心に怒いかりの炎が灯ともる。

（お前らと同じくらいの年の娘が、毎年何千と飢うえや戦せん乱らんで死んでゆくというのに？）

　距離は五百から六百メートル。

「五、六、七、八」

　引き金が絞しぼられた。

　シュッという軽い音。

「……ついていなかったな」

　男は手早くライフルを分ぶん解かいし始めた。




　一心たちは前方で悲鳴を聞いた。

「……！」

　三人は一いつ瞬しゆん、顔を見合わせると、再び走りだした。

　やがて、花屋の前で歩道を血に染そめて少女が横たわり、それを数人の友だちが囲んで泣き叫んでいる光景が目に飛び込んでくる。

　またしても、背骨を一発。

　白いブラウスの胸で、弾だん丸がんの貫かん通つうした痕あとが赤い大たい輪りんの花を描いている。

　即そく死しである。

「陽よう子こ！　起きて、お願い！」

　友だちの願いも虚むなしく、不自然な体たい勢せいで倒れた少女は二度と目を開けることはなかった。

「……やられた」

　救急車のサイレンを聞きながら、一心はこぶしをビルの壁に打ちつけた。







　午後六：五〇




「僕の判はん断だんミスだ」

　玲は顔の前で手を組み、苦く渋じゆうの表情を浮かべていた。

　厚いカーテンが閉じられた薄暗い応接室には、再びＳ＆Ｓと茜たちが集まっている。

「二日連続……マトモとは思えないな」

　一心が頭を振った。

「白はく昼ちゆう堂々、目撃者はなし。警察は何やってたんだよ？」

　ドラマの収しゆう録ろくが終わって真っすぐここにやってきた亨は、現場にいたニコルに尋ねる。

「警官は配置されていたわ」

　ニコルはパソコンのモニターを見つめたまま、整ととのった眉まゆをひそめた。

「でも、あれだけの交通量がある場所を完全に警備することは不可能。犯行の時間も分からなかったし」

「たった一通の脅きよう迫はく状じようのために、首しゆ都と中心部の交通を遮しや断だんさせることはできないよ」

　士郎がうなずく。

「首都機能の一部麻ま痺ひが、経済に与える打だ撃げきは波は及きゆう的てきに数千万円に達たつするだろうからね。それに、パニックも恐こわい。警察はそれを避けるために予告状の公開を見送り、所轄の私服警官でカバーする方法を選んだ訳だね」

「けど、それで女の子がまたひとり、死んでるんです。……可哀相ですよ」

　宏太が唇くちびるを嚙かむ。

　今回の犠ぎ牲せい者は、ごく平へい凡ぼんな都立高校の三年生。

　前回は、福岡出身のモデル志願者で、十六歳。

　年齢が近いことと性別以外、これといった共通点はない。

「……レイ、メッセージが分かったわ」

　玲の友人に、ラショーモンというハンドルネームを持つ在米の天才ハッカーがいる。

　彼を通して警視庁の情報を入手したニコルが、パソコンから顔を上げた。

「次の犯行場所は、新宿アルタ前」

「今度は警察も、厳げん戒かい体制を敷しくだろうね」

　と、士郎。

「それと……」

　ニコルは付け足した。

「こんな言葉が、犯行の予告と一緒に書いてあったみたい。もはや、恐おそれなくして生きることはできない……」

「どういう意味？」

　茜が顔をしかめる。

「英訳すると、ノーバディ・キャン・リヴ・ウィズアウト・フィア・エニイ・ロンガー」

　茜の英語の成績を知った上で、一心が答える。

「ほれ、繰くり返してみ」

「お、おのれ～！」

「……ま、この二人はいつものことだから放ほうっておいて」

　士郎が話を元に戻す。

「玲さん、犯人の目的は何だろう？　単なる秩ちつ序じよ型がたのシリアル・キラーとは思えないんだけど？」

　士郎には多少、犯罪学やプロファイリングの知ち識しきがある。

　秩序型のシリアル・キラーとは、簡かん単たんに言えば現場に証しよう拠こを残さない計画的な連続殺人者ということだ。

「この段だん階かいで判断するのは危き険けんだね。二度と同じミスを犯おかさないためにも」

　玲の瞳ひとみに、後こう悔かいと憂うれいの色が宿やどる。

「ただ、これだけは言える。犯人はかなりのリスクが予想されても、衆しゆう人じん環かん視しのもとでの犯行を好このむ。確か新宿アルタでは、正しよう午ごからＴＶの生放送があるんだろう？　犯人にとっては最高の舞ぶ台たいだ」

　その時。

「た、大たい変へんですよ！」

　何かを思い出したように、宏太がポンと手を打って声を上げた。

「明日、アルタ前って言いましたよね？」

「ああ。けど、それがどうした？」

　と、一心。

「明日ですよ、二ふ美み花かさんがアルタに出るのは！」

　彩あや乃の二美花は、Ｓ＆Ｓとも親しい人気アイドルである。

　玲やニコルとも顔見知りであり、茜とは親友と言っていい。

「俺たち……」

「明日の仕事は」

「キャンセルだな」

「もちろんです！」

　明日はダンス・レッスンとレコーディング。

　好こう都つ合ごうなことに、ＴＶやラジオの仕事は入っていない。

　Ｓ＆Ｓの四人は顔を見合わせると、茜を一いつ斉せいに振り返った。

「と、いう訳で、マネージャー対策、任まかせた」

「……あ、あたしの人生、終わった」

　メンバー全員の集団エスケープ。

　事務所のマネージャーが激げき怒どする顔を想像し、茜がガックリと肩を落とした。







　第三日

　午前一〇：〇〇




　午前九時から、新宿上空では士郎のチャーターしたヘリが旋せん回かいを続けていた。

　Ｓ＆Ｓのアイドル業ぎようの傍かたわら、ウォール街がいでの株式投資で毎日億単位の金を動かしている士郎のこと。

　ヘリのチャーター費用など些さ細さいな出しゆつ費ぴである。

「アルタの裏側からは狙ねらえないことを考えると……」

　士郎は操そう縦じゆう席の隣となりで、膝ひざの上の地図と眼がん下かの風景を見比べていた。

　悪あく趣しゆ味みな広告をかかげた無む機き質しつな建造物が乱らん立りつする、コンクリートの森。

　地図の上にはアルタを中心にして半径一キロの円。

　その半分が、士郎の持ったモンブランの万まん年ねん筆ひつで塗ぬり潰つぶされる。

「こちらの半円の内側が、狙そ撃げき可能地域になるな」

　士郎は、玲の説明を思い出す。

　ライフル弾の平均初速は、秒速七二〇～千二百メートル。ハンドガンの二倍から三倍。

　それでも、一キロ離れれば、ライフル弾がターゲットに到とう達たつするまでの時間は約一秒。ゆっくり歩いていても、一メートル強を移動できる時間だ。

　ターゲットが同じ速度で同方向に歩いてくれればいいが、立ち止まったり、方向を変えたりすれば、まず命中させることは不可能と言っていいだろう。

　つまり、一キロ圏けん内ないさえ捜そう索さくすれば、まずは十分だということだ。

　とはいえ、これだけ範はん囲いを限定しても、その中にはかなりの数のビルが存在する。

「もう少し高度を落として、シラミ潰しに調べるしかないか」

　士郎はパイロットに、ギリギリまでビルに近づくように命じた。

　一方……。

　地上では、一心をはじめとする三人が、サングラスと帽ぼう子しで顔を隠してアルタ前を見張っていた。

「……誰だよ、こんな暑っ苦しい格かつ好こうしようって言い出したヤツは？」

　一心が、今朝から十数回目の不平を漏もらす。

　暑さが苦手の一心にとって、宏太の用意した変装グッズはキツかった。

　特にコートが。

「……ちょっと、尋ねたいんだが」

　携けい帯たいから玲の声。

　もしもの時のことを考え、一心の携帯は玲と、宏太のは士郎とつながったままだ。

「どうして、この真夏の炎えん天てん下かでトレンチコートなんだ？」

「そ～ゆ～ことは出で掛かける前に言えよ！　お前さ、夏なつ場ばに弱いデリケートな弟を心配するような、いたわりの精神はないのかよ！」

「普通、自分で気がつかない？　赤ん坊じゃあるまいし」

　ニコルが会話に割わり込んでくる。

「うっ」

　そう言われると反はん論ろんできない。

「耐えろ。俺も耐える」

　と、亨はすっかり諦あきらめ切った表情で頭を振った。

「……さすがに、今回は警けい戒かい体制が厳げん重じゆうですねえ」

　双そう眼がん鏡きようをのぞきながら、宏太がつぶやく。

　新宿駅東口近辺だけで、パトカーが五台。

　制服の警官だけで三十人。

　私服を入れると、その倍はいるだろう。

　通行人も、何があるのか、といった顔だ。

　この警戒下、すでに正午の番組の出演者も何人か到着して、スタジオ内に入っている。

「僕らの出で番ばんないですよ、たぶん」

　おそらく、近辺の各ビルの屋上にも、警官が配置されているはずである。

　狙撃できる場所はないはずだ、と宏太は思う。

「だといいがな。……お前はともかく、ビルの屋上や窓を見てろよ」

「は～い」

　一心に言われて、視力二・〇の宏太は双眼鏡に注意を戻した。

　そして……。

　十一時少し前、バンがアルタ前に止まり、彩乃二美花が登場した。

　チャイドル出身ながら、卓たく越えつした歌唱力と演技力、それに先せん端たんをゆくファッションセンスで、同世代の少女たちからの絶大な人気を誇る彩乃二美花。

　手足がすらりと伸びた、無む駄だのない長身のモデル体型。

　常に笑顔を絶たやさず、口く調ちようも気さく。

　トレードマークと言ってもいいショートカットのため、ほんの少しボーイッシュな印いん象しようのある二美花は、一心たちとはデビュー当時から仲がよく、何でも話せる間あいだ柄がらである。

　共演も数多く、現在は宏太との共演ドラマが放送中だ。

　そんな二美花の到着に気がつき、群むらがる通行人やファン。

　あっという間に人ひと垣がきができる。

「二美花ちゃーん！」

「彩乃ーっ！」

「二美花ーっ！」

　整理にあたる警備員がファンを搔かき分けて作った道を通り、二美花は笑顔を見せながら、アルタのエレベーターに向かう。

（どこだ？）

　一心は油ゆ断だんなく周囲を見渡した。

（どこから狙ねらってる？）

　背中合わせに立った亨も、狙撃手の姿を探す。

　しかし……。

「……あれ？」

　彩乃二美花が、ファンの群れから少し離れたところに立つ一心たちに気がついた。

「あれれ？」

　二美花はパッと表情を輝かがやかせ、一心たちの方に近寄ってくる。

「ちょっと君たち～、こんなところで何してるのかな～？」







　午前一〇：五六




　新宿駅を挟はさんだ反対側に位置する高層ビルのひとつ。

「シャロン、信じられるか？　お前のいない世界で、あの少女たちはのうのうと生を堪たん能のうしているんだ」

　その屋上から、黒いアタッシェケースの男はアルタ前をスコープで見ていた。

「……無む知ちと無む関かん心しんは、死に値あたいする罪と思い知れ」

　ダイスが振られた。

　その目はふたつとも一。

「ゾロ目はスペシャルだ」

　男はスコープの中心にいる人物、彩乃二美花に向けて引き金を絞しぼった。

（……まさか、遠過ぎるよ）

　その反射光に気がついたのは、やはり宏太だった。

　双眼鏡の向こうに見えるビルは西口の高層ビル。

　マークしている一キロ圏けんの外だ。

　だが……。

　宏太の直ちよつ感かんが危険を告げていた。

　もし、あれが犯人のスコープのものだったら？

（まさか、まさか、まさか？……ええい、いっちゃえ！）

　宏太は声を出すよりも早く、警備員を押し退のけて二美花の前に飛びだしていた。

「……みんな、伏せろ！」

　宏太の動きを察さつ知ちして、そう叫んだのは一心だった。

「マジかよ！」

　同時に、亨が通行人の頭を押さえ込む。

「二美花さん！」

　宏太は二美花の腰こしにタックルしていた。

「きゃあ!?」

　よろけた二美花の右脇わきをかすめ、銃弾はコンクリートの歩道で跳はね上がった。

　だが……。

　チュンッ！

「……！」

　跳ちよう弾だんは進路を変えて、一心の左胸に当たった。

　仰あお向むけに倒れる一心。

「イッシンくん！」

　悲鳴に近い声が、二美花から上がる。

「人が、人が撃うたれた！」

「だ、誰か警察！」

　騒そう然ぜんとなる周囲。

「どいてどいて！」

　張り込んでいた警官たちが、すぐに集まってくる。
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　鳴り響くパトカーのサイレン。

　ここから逃げようとする人々と集まってくる野次馬がぶつかり合い、パニックを起こす。

　まさにこの瞬しゆん間かん、平和な日常が戦場となった。

「玲さん！」

　一心の携帯を拾い上げて、亨が叫んだ。

「イッシンが撃たれた！」

「は、犯人は西口の高層ビルの屋上です！」

　起き上がった宏太が士郎に連絡する。

「おい、イッシン！」

　亨が一心を抱き起こし、揺り動かした。

「死ぬな！　死ぬんじゃねえぞ！　死んだら許さねえからな！」

　だが、一心は目を開こうとはしなかった。

「イッシン、死ぬなー！」

「アルタへ！　いや、西の高層ビル群に向かってくれ！　早く！」

　ヘリのコックピットで、士郎はパイロットに向かって怒ど鳴なっていた。

「イッシンを撃ったスナイパーを見つけてやる！　絶対に逃がしはしない！」

　携けい帯たいを握った士郎の手は、怒りに震ふるえていた。




「……一キロ圏の外から？　どうやら恐おそろしい化ばけ物ものを相手にしてしまったようだ」

　苦にがい表情で携帯を置いた玲は、お茶の時間の準備をしていた妹を呼び寄せた。

「ニコル、すぐにアルタ前に向かってくれ」

「いいけど？」

　いつもとは違う玲の表情に、ニコルは戸と惑まどいを覚える。

「何か動きがあったのね？」

「イッシンが……」

　玲はニコルの視線を避さけるように顔を伏ふせた。

「撃たれた」

「！」

　ニコルは雷かみなりに撃たれたように身体からだを硬こう直ちよくさせた。

　その手から滑すべり落ちたカップが、床ゆかに落ちて砕くだけ散ちった。




「……ちっ」

　男は銃弾が目標を外はずした瞬しゆん間かん、小さく舌した打うちした。

　チェコ製のＺＶファルコン・スナイパー・ライフルの装そう弾だん数はたったの二発。

　男はライフルを手早く分解するとアタッシェに収め、脱出のため階段に向かった。

　ジャケットの下の胸には、サイレンサーを装そう着ちやくしたＳスミス＆ＷウエツソンのＭ59。

　こちらには、９ミリ弾が十四発装そう塡てんしてある。

　こちらに向かってくるヘリのローターの爆ばく音おん。

　階段を駆け上ってくる気け配はい。

　ここに留とどまってヘリを迎げい撃げきし、徒いたずらに時間を消費するか。

　素す早ばやく警官を迎撃し、地下街まで下りて人込みに身を隠すか。

　男は迷うことなく、後者を選せん択たくする。

「抵てい抗こうするな！」

　制服の警官が、バンと扉を開いて屋上に飛びだしてきた。

「予想よりも一分ほど早かったな」

　男は無む造ぞう作さに警官の眉み間けんに銃口を向ける。

　一発の銃声。

　血の惨さん劇げきはここから始まった。





（to be continued）
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　第三日

　午後七：三〇




「……ってえ」

　一いつ心しんが目を覚さましたのは、白い壁かべの部屋のベッドの上だった。

　ベッドの横には、二ふ美み花かと茜あかね。

　少し離はなれて、玲れいがニコルの肩を抱だいて立っている。

「何やってんだ、お前ら？」

　二美花はぷいと椅い子すから立ち上がり、窓まど際ぎわに行って外の風景に目を遣やった。

「……馬ば鹿か、本気で心配したじゃない」

「うわ～ん！」

　顔をグチャグチャにして、茜がしがみつく。

「大だい地ちくん！　大地くん！　大地くん！」

「わっ！　汚きたないな、お前！……そういや、俺おれ、どうして生きてるんだ？」

　一心は茜の顔を毛もう布ふでゴシゴシと拭ふいてやりながら玲の方を見る。

　銃じゆう弾だんが自分の胸に命中するのを確かに感じた。少なくとも今ごろは集中治ち療りよう室にいるはずだ。

「これだよ」

　玲がひしゃげたピックを見せた。

　一心特製の、金を仕込んだピック。普ふ段だんはベルトに挟はさんでいるものだが、今回は余よ分ぶんに一枚、胸のポケットに入れていたのだ。

「地面に当たった時に大半のキネティックエナジーを奪うばわれていたので、これで銃弾が止まった。かなり運うんがいいな」

「悪運ね」

　そっぽを向いたまま、ニコルが憎にくまれ口を叩たたく。

「もっとも、跳ちよう弾だんに当たるだけで相そう当とうマヌケだと思うけど」

「何だと、このヒネクレ不ふ法ほう滞たい在ざい者しや！」

「ワタシは合法的に滞在しているの。不法なのは一心の顔でしょ！」

　二人のやりとりを見て、微笑ほほえむ玲。

　さっきまで、ニコルが大泣きしていたことは秘密である。

「……で、ヤツは？」

　一心は玲を振り返った。

「またも逃とう走そうに成功。だか、その時に警官を三名射しや殺さつ。十一名に重じゆう傷しようを負おわせている」

「うちのメンバーは？」

「無ぶ事じだ。今は、警察の事情聴ちよう取しゆを受けている」

　連れん中ちゆうのことである。また、うまいことしらばっくれるのだろう。

「私もさっき終わって、これから記者会見」

　二美花が告つげた。

「一いち応おう、悲ひ劇げきのヒロインってことになってるから」

「ああ。こっちはいいから、行ってきな」

「うん……、じゃあね」

　二美花は名な残ごり惜おしそうな表情をチラリと見せたが、立ち上がった。

　本当はずっとついていたいのである。

　それでも、プロの芸能人としての意い識しきが二美花に留とどまることを許ゆるさなかった。

「……で、何か分わかったことは？」

　二美花が出てゆくと、一心は玲に尋たずねた。

「この日本では想像しがたいことだが、犯人は腕うでのいい狙そ撃げき手しゆで、スナイパー・ライフルと９ミリ弾のハンドガンを所しよ持じしている」

「……確かに想像しがたいな。けど、茜が顔見てたんだよな？　今のプロフィールと年とし格かつ好こうから、何か割り出せないのか？」

「すでにラショーモンに調べさせたわ」

　ニコルがトートバッグから、プリントアウトを取り出した。

　ラショーモンというのはアメリカ在住の優秀なハッカーで、玲の協力者である。

「最初に当たったのは自衛隊員と警官の射撃選手名めい簿ぼだけど、ここには該がい当とう者しやなし」

　一心の膝ひざの上にプリントアウトを広げて、ニコルは説明する。

「で、他ほかの可能性として、フランス外人部隊の除じよ隊たい者しや名簿と、各地の傭よう兵へい学校の卒業者名簿を検けん索さく」

「フランス外人部隊？」

　茜が訊きき返す。

「腕うで利ききの兵士が国籍を問わずに集まるところといえば、まずフランスの外人部隊なのよ」

　ニコルは答えた。

「先進国で、常じよう設せつの外人部隊を持つ唯ゆい一いつの国がフランス。ここの外人部隊出身というだけで傭兵としての格がワンランクアップすると言われているわ。あれほどの技術を持つ男ですもの、フランス外人部隊とは、何らかの関係があるはずよ」

「昔の映画にあったろ？　『モロッコ』とか、『外人部隊』とか？」

　と、一心。

「……知らない」

　茜の見る映画は特とく撮さつホラーものかギャグ映画。往おう年ねんの名作からは程ほど遠いキャラだ。

「続けるわよ？」

　ニコルが咳せき払ばらいした。

「日本人で二十代半なかばから三十代。現在帰国中か、行方ゆくえ不明。この条件で検索したけど、やっぱり成果はゼロ」

「なんだ」

　がっかりした表情の一心。

「でもね。すでに死んでいる人間まで検索範はん囲いを広げたの。すると、一名がヒットしたわ」

「死人が？」

「これよ」

　ニコルは写真を茜に見せる。

「どう、アカネ？」

「うん」

　写真を見た茜はうなずく。

「たぶん、遊園地であたしが見たのはこの人。もう少し、年を取っていたけど」

「これは五年前の写真だもの」

　そのプロフィールによると男の名は久く我が修しゆう二じ。

　現在、存ぞん命めい中なら二十七歳の彼は、十八で渡と仏ふつ。傭兵学校で二年の過か程ていを卒おえ、そのまま外人部隊に入隊。除隊後は、各紛ふん争そう地帯を点々とし、ソルジャー・オヴ・フォーチュンとして活かつ躍やくした、とある。

「……ねえ、ソルジャー・オヴ・フォーチュンって？」

　茜が小声で尋ねた。

「フォーチュンは普通、幸運って意味だけど、この場合は富とみとか、財ざい産さんと考えた方がいいな。富のために動く兵隊、簡単に言えば傭兵だ」

　一心がささやき返す。

「二年前、久我はイスラエルでミッション中に爆ばく死し。その遺い体たいは現地で葬ほうむられているわ」

　ニコルは説明を終えた。

「すり替わったな」

　と、玲。

「記録は爆死だもの。誤ご魔ま化かすのは簡かん単たん」

　ニコルがうなずく。

「なあ、身み元もとが分かったところで、次にどうするんだ？」

　一心は玲の顔を見る。

「ここに」

　玲は一枚の紙を取り出した。

「ヤツの予よ告こく状じようがある」

「……？」

　一心はその紙に書かれたメッセージを読んだ。

《六本木交差点　彼女たちは真しんの戦場の恐きよう怖ふを味わうことになる》

「……これが何でここにあるんだよ？」

「シローくんが、警察より早く狙そ撃げき地点に到着し、これを入手したんだ」

　玲はさらりと言った。

「警察の反応が素す早ばやく、今回は誰だれかにメッセージを託たくす余よ裕ゆうはなかったようだね」

　高層ビルのヘリポートに下りた士し郎ろうは、射殺された警官の手に握にぎられたメッセージを発見したのだ。

「その場には代わりに、僕の作ったメッセージを残した。警視庁に派は手でに動かれると、邪じや魔まだからね。明あ日すはたぶん、池袋あたりで警けい戒かい体たい制せいを敷しいているんじゃないかな」

「代わりのメッセージって、お前、そりゃ捜そう査さ妨ぼう害がいだろ！」

　呆あきれ果はてる一心。

「緊きん急きゆう避ひ難なんというところだね」

「まさかその予告状、自分の犯はん罪ざい博物館に置くんじゃないだろうな？」

「どうかな？」

「……ったく」

　一心は頭を搔かいた。

「で、これからどうすんだよ？」

「一心、君が同意するならだが」

　玲は慎しん重ちように提てい案あんする。

「狙撃手を待ち伏ぶせて、捕とらえたい」

「待ち伏せ？」

「彼の狙撃ポイントは、ほぼ分かっている。……ニコル？」

「ほら」

　ニコルは一心の膝ひざの上にモバイルを乱らん暴ぼうに置き、起動させる。

「って～な！　このアホ金きん髪ぱつ！」

　振動が、胸の打だ撲ぼくに響いた。

「何よ、だらしない」

　ニコルは構かまわず、六本木近辺の地図を表示する。

「……このあたりって、高いビルが多いな。どっからでも狙撃できそうだぜ」

　地図を見ながら、一心は言った。

「少なくとも、逃とう走そうのために目標から五百メートルは欲しいところだけど」

　ニコルが一心に頰ほほを寄せるようにして液えき晶しよう画面をのぞき込む。

「でも、五百メートル圏けん外がいのビルはお互いに射しや線せんを遮さえぎっているわね」

「となると、狙ねらえる場所は……！」

　一心は、はっとして玲を見上げた。

「もしかして、俺と同じ場所を考えてるか？」

「ああ、この狙撃手の腕うでなら、十分に可能だ」

　玲はうなずく。

「残念ながら、彼の犯行は日につ中ちゆうに限られているので、僕は現場に行けない。それで、君に網あみを張って欲しいんだ」

　玲は極きよく度どの日光アレルギーのため、夜や間かん以外は外出できないのである。

「まあ、そういうことになるんだろうな。……けど、警察を頼れない状じよう況きようで、目標地点の人間をどう守る？」

「今回はメッセージにも《彼女たち》とある。狙撃手のターゲットは、十代の女の子と見て間違いないだろう。一心、君が犯人が狙撃ポイントに到着したことを確認したら、他のＳ＆Ｓメンバーに目標地点から百メートルほど離れた場所で路ろ上じようライブを行なってもらい、そっちに女の子を集める。あらかじめ、みんなの了りよう解かいは得えた」

「いい考えだが、それじゃ目標地点から、人影が消えて、相手に罠わなだと気づかれるぞ」

「……目標地点には、ニコルを歩かせる」

「はあ？」

　一心は一いつ瞬しゆん、玲の言葉が理解できなかった。

「ニコルにはターゲットになってもらう」

「てめえ！」

　一心は玲の胸ぐらをつかむ。

「一体どういう心算つもりだ！」

「ヤツにはニコルを狙わせる」

　玲は繰くり返した。

「分かってるんだろうな！　もし、ニコルに何かあったら、俺はお前を一生許さないぜ！」

「当然だ。僕も、ニコルが傷つくことは望んでいない。だが、誰かをオトリにしなければならないなら、それは身み内うちにするべきだ」

　玲は落ち着いていた。

「それとも、他に選せん択たく肢しがあるというのか？」

「イッシン、やめてよ！　ワタシ、レイの役に立ちたいの！」

　ニコルが二人の間に割わって入ろうとする。

「……くそっ！」
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　一心は玲を突き放した。

「……ねえ」

　茜は二人を交互に見た。

「あたしも、オトリになるよ」

　無む理り矢や理り作る笑え顔がお。

「ちょっと恐こわいけど、ニコちゃんひとりがオトリになるよりいい」

「なっ！　馬鹿なこと言うんじゃないぞ！」

　一心が声を荒あららげた。

「馬鹿なこと言ってるのはそっちだよ！」

　茜も負けずに声を張り上げる。

「あたしは大地くんのクラスメートで、付き人で、そ、それに……」

　頰を真っ赤にして、茜はうつむいた。

「ともかく、仲間じゃないの!?　みんなが協力し合っている時に、どうしてあたしだけ爪つま弾はじきなのよ!?　少しはあたしのこと、認めてよ！」

「……勝かつ手てにしろ！」

　一心はベッドから出て、着替え始める。

「……けど、無理すんなよ」

「うん。分かってる」

　茜はうなずいた。

「俺、もう退たい院いんできんだろ？」

　一心は玲に尋ねる。

「ああ、手続きは済すませた」

「シローじゃないが、乗り掛かかった船だ。お前の計画に乗ってやるよ。……ひとつ、いいか？」

「何だい？」

「この久我って男、プロならどうして、日中の犯行っていうリスクを負おう？　夜の方が目撃される恐おそれが少ないはずだろ？」

「暗あん視しスコープを持っていないんじゃない？」

　ニコルが肩をすくめる。

「ばあか。高性能のスナイパー・ライフルと十四連発のハンドガンを持ってるヤツだぞ」

「それだよ、イッシン」

　玲はうなずいた。

「それが、この一いち連れんの犯行の動どう機きを解とく鍵かぎとなるはずだ」







　午後一一：〇〇




「……アレクセイか？」

　久我は目を覚まし、簡かん易いベッドから起き上がった。

　偽ぎ名めいで借りたオフィス内は、煌こう々こうといくつもの照明で照てらされている。

「相あい変かわらず、君の部屋は明るいな」

　アレクセイと呼ばれた銀ぎん髪ぱつの青年は、読みかけのヘラルド・トリビューン紙を置いて、久我を振り返った。

「未いまだに、夜は苦にが手てかい？」

「ああ、あれ以い来らいずっとだ」

　久我は立ち上がり、冷蔵庫を開けてミネラルウォーターのボトルを取り出した。冷ひえきった水を顔にかけ、意い識しきをハッキリさせる。

「あの闇やみの中で、君のシャロンは全ぜん身しんを撃うち抜かれたんだったね。宿やどしていた赤ん坊とともに」

「言うな。思い出したくない」

　久我と一年をともに過すごしたシャロンは、ユダヤ人の少女。入にゆう植しよく地ちでテロに遭あって死んだ時、まだ十八になったばかりだった。

「だが、忘れることはできないんだろう？　他ほかの戦友たちの死と同どう様ように」

「ああ」

　久我はスタンドの電球にすがるように目を向ける。

　今でも目を閉とじるだけで、あの時の光景がよみがえる。

　自分の手さえ見えない暗くら闇やみの中、銃じゆう口こうから発はつせられる閃せん光こうに浮かび上がるのは、胸と腹部を撃ち抜かれて倒れる少女の姿だ。

「そうだな。対人地じ雷らいを踏ふんだジャンは……手首しか残らなかった。機き銃じゆう掃そう射しやに倒れたハリスの血は、俺の迷めい彩さい服ふくを真っ赤に染そめた」

　次し第だいに久我の声は大きくなってゆく。

「腹に数発食らったバートは、内臓が腐くさって死ぬまで丸三日苦しみ続けた！　エディーの頭ず蓋がいを貫かん通つうしたフルメタルジャケットは、俺の肩に食い込んだままだっ！」

「そうだね」

　アレクセイは静かにうなずく。

「ＮＡＴＯの空くう爆ばくでは、息むす子この帰き郷きようを楽しみにしていた老婦人が瓦が礫れきの下した敷じきになった。劣れつ化かウラン弾の攻撃を受けた土地では、今なお、住人が放射能による後こう遺い症しように苦しみ、死んでいってるんだ。なのに……」

「この国では相あいも変わらず馬鹿者どもが浮かれ騒さわぎ、同じ地球上の悲ひ惨さんに目を向けようともしない！　それどころか、世界中の顰ひん蹙しゆくを買ったバブル時代の愚ぐ行こうを、もう一度繰り返すことを夢見てさえいる！」

　久我の瞳ひとみが怒りに爛らん々らんと輝く。

「そうさ、俺はその馬鹿者どもに教えてやる！　戦場の恐きよう怖ふをな！」

「だが、久我、ターゲットはシャロンと同じ世せ代だいの女の子たちだね」

「その通り！　ひたすら消費し、快かい楽らくを追い求めるあいつらに生きる権利はない！」

「……正しよう直じき、僕の目から見た君の帰国後の行動は、正当化が難しいね」

「貴き様さまに何が分かる！」

　久我は叫んだ。

「貴様は、シャロンを殺された訳じゃない！」

「久我、シャロンは……いや、注文の品は置いてゆくよ」

　アレクセイは何かを言いかけて、やめた。

「最後の忠告だ。君は以前の君とは違う。二年というのは、傭兵としてはもう取り戻せないほどのブランクだ。無理はしないでくれ」

　銃弾のケースを置くと、かつての戦友は部屋を出ていった。







　第四日

　午後二：三〇




　久我は強風の吹くなか、アタッシェから取り出したＺＶファルコンを手早く組み立てた。

　地上三百三十三メートルの鋼こう鉄てつの塔とう。

　久我が位置するのは、その二百メートルほどの場所。

　非常階段の踊おどり場である。

　スコープをのぞくと、真っ直すぐにのびた道の先に六本木の交差点がはっきりと見える。

　人通りは、夏休みの午後にしてはかなり少ない。

　ただ、アマンドの前に少女が三人、集まって笑っている。

　ひとりは金髪。外国人のようだ。

「三分の一の確率。ついていない連中だ」

　久我は二色のダイスを指に挟はさみ、玩もてあそんだ。







　同時刻




「駄だ目めじゃない、震ふるえてるよ」

　はしゃぎ回る通行人を演えんじているニコルは、並んで歩く茜に注意した。

「……ねえ、ニコちゃん。犯人、見える？」

「そっち、見ないようにしてるから。視線があったらマズいでしょ」

「そうですよ、努つとめて、自然に振る舞まってください」

　ロングのウイッグをかぶり、茜から借りたワンピースを着た宏こう太たがささやく。結けつ構こう、不自然ではない。むしろ、平へい均きん以上の可愛かわいさだ。

「ったく、ドラマで鍛きたえた演技力が、ここで役に立つとは思いませんでしたね」

　ここに来てから二度ナンパされ、宏太は妙みような自信を持っていた。

「……その程度の演技で」

　十四回ナンパされたニコルが、冷ひややかな目になる。

　ちなみに、茜には誰も声をかけなかった。

「言いすぎでした、ごめんなさい」

　宏太は肩をすくめた。

「なんか、胃が痛くて吐はきそう」

　茜の顔色は蒼そう白はくである。
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　正直、撃たれるかも知れないというプレッシャーが、これほどのものだとは思っていなかった。一応は男の宏太はともかく、どうしてニコルが平へい然ぜんとしていられるのか、茜には不思議でならない。

「無理するからよ。リタイアしなさい。アマンドの中に入って」

　ニコルが命じた。

「でも、それじゃニコちゃんとコータくんに悪い」

「不自然な振る舞いで、トラップを見破られるよりはいいわ」

「ごめん」

　茜は脱だつ落らくを宣せん言げんした。

「ニコちゃん、すごいよ。あたし、もう駄目だ」

「……すごくなんか、ないけどね」

　ニコルは演技の微笑を浮かべたまま告げる。

「とっても、恐こわいよ。死ぬのはイヤだから。でも、レイがワタシを傷つけさせはしないって言った。ワタシは、レイを信じるの」

「……！」

　茜は、喫茶店アマンドの入口を目指しかけていた足を止めた。時計を確認する振りをしながら深呼吸し、決意する。

「……やっぱ、あたし残るよ」

「無理しない方が」

　と、宏太。

「あたしだって、大地くんを信じてるもの。ここで逃げたら、付き人失しつ格かくだよ」

「…………」

　ニコルはじっと茜の目を見る。

「……もう、大丈夫そうね？」

「うん、もう少し、大地くんがアイツを捕つかまえるまでがんばろう」

　茜は笑えみを返した。




　黒こく檀たんのダイスが振られた。

　その目は四。

「ついてなかったな」

　ＺＶファルコンの照しよう準じゆんが、ニコルに微笑ほほえみかける茜に向けられた。

　引き金にかかった久我の指に、力が込められる。

　と、その時。

　ビュン！

　風を切る、かすかな音。

　久我はその音に反応し、振り返りざま撃つ。

　サイレンサーから飛び出した無む音おんの銃弾は、非常階段から跳ちよう躍やくした一心の肩をかすめた。

　同時に、金のピックが久我の頰を裂さく。

　宙に躍おどった一心は、そのまま身体からだごと久我にぶつかっていった。

　捨すて身みの行動である。

　よろけた久我は、そのまま手て摺すりを越えて地上まで落下しそうになる。

「ちっ！」

　やはり、アレクセイの言う通り、今の久我に傭兵時代ほどの感覚の切れはない。

　以前なら、先ほどの一発を外はずすことはなかっただろう。

　久我は舌した打うちして体たい勢せいを立て直すと、ＺＶファルコンを投げ捨ててジャケット下のホルスターに手を伸ばした。

　接近戦では、長いライフルは使い難にくい。

　だが、一心もハンドガンを抜かせる余よ裕ゆうを与えはしない。

　素早く抜き放ったピックが弧こを描えがいて久我の手首に命中すると、距きよ離りを一気に詰つめてのオーヴァーヘッドキックを彼のアゴに炸さく裂れつさせる。

　ガッ！

　ジュニア・ユースでの活かつ躍やく歴れきがある一心の、自称、黄おう金ごんの左足である。

　元傭兵の久我も、さすがに仰のけ反ぞる。

　一心は着地と同時に、ＺＶファルコンが打ち棄すてられた方向に跳躍した。

「取った！」

　ＺＶファルコンを拾い上げると、一心は銃口を久我に向けて構える。

「……お前はテレビで見たことがある」

　久我は肩をすくめた。

「どうしてこの場所が分かった？」

「あんたは自分の腕うでに溺おぼれて、自ら狙撃地点を予告状で暴ばく露ろしたんだよ。犯行後の逃走のための時間と、スナイパー・ライフルの有ゆう効こう射しや程ていを考こう慮りよすれば、六本木の交差点を狙撃できる場所は、ここ、東京タワーしかない」

　一心は肩で大きく息をしながら答えた。

「戦場では、自分の腕以外信頼できるものがなかったんでな」

　久我は苦笑する。

「あいにく、この日本は元傭兵のあんたが好きな戦場じゃない」

「戦争は他ひ人とごとか？　その傲ごう慢まんな思し想そうを糾ただすために、俺は帰ってきたんだよ」

「……傲慢な思想を糾すため？」

　一心はスコープに久我を捉とらえたまま尋ねる。

「どういうことだ？」

「貴様ら堕だ落らくした日本人は、外の世界の苦しみからは目をそらし、贅ぜい沢たくと偽いつわりの自由を享きよう受じゆしながら無む為いに生き腐っている。だが、世界は醜みにくく、悲ひ惨さんな争いに満みちている。日本人の言ういわゆる戦後、実は国際紛争がなかった年は一年たりともないのだ。俺はそれを思い知らせるために行動に出た。ゲームではない、真の戦場の恐怖を教えてやるためにな」

「てめえも日本人だろうが！」

　一心は怒ど鳴なった。

「……俺はすでに違う。死人だからな」

　久我は酷こく薄はくな笑えみを口元にたたえる。

「……ひとつ、忠告しよう。そいつを使う気なら、安全装そう置ちを外はずした方がいい」

　一心は手元を見た。その隙すきに、久我は足を振り上げ、一心の鳩尾みぞおちに爪つま先さきを打ち込んだ。

「うっ！」

「甘いな、ド素人しろうと」

　よろけて後あと退ずさる一心の腕から、久我は強ごう引いんにＺＶファルコンをもぎ取る。

「安全装置の話は噓うそだ！」

　形けい勢せい逆ぎやく転てん。今度は久我が、一心の頭に狙いをつける。

「惜しかったな」

　久我は、引き金に指をかけた。

　だが……。

「……やめた」

　久我はニヤリとして、ＺＶファルコンを下おろした。

「お前に対する見方を変えよう。なかなか、抜ぬけ目のない小僧だ」

「……せっかく嫌きらいなミント味、我が慢まんして嚙かんだんだけどな」

　一心はガムの包み紙を捨てた。

　さっきライフルを奪うばった時に、一心は銃口にガムを詰めていた。

　そのまま引き金を引けば、ライフルは暴ぼう発はつして久我は致ち命めい傷しようを負ったはずだ。

　久我はＺＶファルコンを放ほうり投げると、それが空中にある間に一心との距離を詰め、背中に回り込んだ。

　一心の脇わき腹ばらをこぶしがえぐる。

　肋ろつ骨こつの折れる感覚。

　さらにもう一発。

「ぐっ！」

　燃えるような痛みに、一心は崩くずれ落ちた。

　その隙に、久我はＳスミス＆ＷウエツソンＭ59を抜く。

「ふざけた真ま似ねをしてくれたものだな。その報むくいとして、最初に貴様の両りよう膝ひざを砕くだく。次は手の甲こう、それから両耳、肘ひじ、肩……全ぜん弾だん、お前ひとりに使ってやる」

　銃口を突きつけ、久我は死を宣せん告こくした。

　だが……。

「！」

　急速に背後に迫せまる気け配はいに、久我は振り返った。

　とっさに身を護まもろうとした腕をベースのボディが直撃し、Ｍ59が弾き飛ばされる。

　ミシッという音は腕の骨にヒビの入った音だ。

　一心をいたぶることに気を取られ、ほんの一瞬、背後の警けい戒かいを怠おこたった事実に、久我は顔をしかめた。

「効きいたか？」

　火ひ之の杜もり亨とおるが、逆さかさに握にぎったベースを剣けんのように構かまえ直した。

「こいつは特製。ボディに鋼こう鉄てつのフレームが仕し込こんであんだよ」

　驚いたことに、その構えに隙はない。

「これでも有段者でね。舐なめてかかると、火傷やけどするぜ」

「ちなみに……」

　風かざ峰みね士し郎ろうが付け加え、久我の右手に回り込んでＭ59を拾い上げる。

「その改かい造ぞう費用はこっち持ち。トオル、早く返せよ」

「ケチんなって。……それよりイッシン、生きてるか？」

「お前ら、何でここに？」

　一心は立ち上がると、久我との距離を取ってから士郎たちに声をかける。

「路ろ上じようライブは？」

「いいところに現われるのが、正義の味方。お前ひとりじゃ心配だろ？」

　士郎はＭ59を一心に放ほうる。

「ライブは、二美花が代わりにやってくれてるぜ。あいつ、女の子にも人気あるからな」

　亨は久我を牽けん制せいしながらウインクした。

「動くな」

　一心はＭ59のグリップをつかむと、銃口を久我に向けた。二人の間は二メートル。この距離なら、格かく闘とう戦に持ち込まれる前に一発は撃つことができるし、まず外すことはない。

「素人に撃てるか？」

　と、久我。

「玄人くろうとのあんたは、俺が絶対に撃たない方に賭かけるか？」

　一心は肋骨の痛みに顔をしかめながら答える。

「六本木交差点でオトリになってるのは、命より大切な連中なんだよ。あの連中を守るためなら、トリガーくらい引いてみせるさ」

　その瞳に迷いの色はない。

　一心との戦いによる負ふ傷しよう、亨の一いち撃げきによる腕へのダメージ。

　すべてを考慮した上、久我は両手を上げた。

「シロー」

　一心は、手て錠じようを振ってみせる士郎に目で合あい図ずした。

「この手錠はニューヨークのポリス・グッズ専門店で手に入れたものでね。簡単には外れないよ」

　久我の両手を手て摺すりに通した手錠でつなぎながら、士郎は告げた。

「……早く警察を呼べ」

　拘こう束そくされた久我は、不ふ敵てきに笑う。

「この国の法システムはよくできたもので、俺のような人間は決して死し刑けいにはならない。人権派の法律家という狂きよう信しん者しやたちが、必ひつ死しになって弁べん護ごしてくれるからな。心しん神しん耗こう弱じやくでせいぜい、半年の措そ置ち入院というところか」

「警察？　呼ぶ気はないね」

　Ｍ59を向けたまま、一心は頭を振る。

「あんたを裁さばくのは、俺たちでも警察でもないさ」

「……何だと？」

「さあ、行くぜ。たぶん、アカネたちが心配してる」

　一心は弾だん倉そうを抜き、Ｍ59を投げ捨てた。

「そういや、コータは？」

「可哀かわい相そうに」

　士郎はプッと吹き出す。

「あいつ、女装させられて、茜ちゃんたちと一いつ緒しよにターゲット役をやってるよ」

「しっかし、これで二日サボりだろ？　この後あとのスケジュール、キツイだろな」

　亨は頭の後うしろで腕を組んだ。

「俺なんかこの後、ドラマのロケ、六時入りだぜ」

「それよりも、マネージャーが恐こわいよ」

　士郎は身震いした。

「……貴様ら、どうかしてるな。命のやりとりをした後で、どうして平へい然ぜんとしていられるんだ？」

　理解不可能といった表情になる久我。

「さあな。俺たちには説明できないし、してもお前には一生分からねえよ」

　一心は頭を振った。

　三人はその場に久我を残し、晴れ晴れとした表情で東京タワーを後にした。







　午後六：五七




　日が落ちてきた。

　空が次第に赤く染まり、さらに闇のヴェールに包まれてゆく。

　薄うす曇ぐもりの新しん月げつ。月もなく、星も少ない。

　天の半球は、吸い込まれそうな黒に染め上げられつつあった。

「離はなせ！　俺をここから離せー！」

　久我は、東京タワーの階段の手て摺すりにつながれたままだった。すぐそばには、ＺＶファルコンが置いてある。

「夜は……闇はやめてくれー！」

　久我は震えながら、目を閉とじる。

　そうすれば、まるで暗闇が去ってくれるかのように。

　だが、太陽は無む慈じ悲ひにも、地平線の下に消える。

「シャロン！　助けてくれ、シャローン！」

「……誰もあなたを助けてはくれませんよ」

　夜の帳とばりが周囲に下り切った頃、喚わめく久我の前に黒い影が姿を現わした。

「思った通り。やはり、あなたには闇に対する恐きよう怖ふがある。それが、プロらしくない真昼の大だい胆たんな犯行に走らせた」

　まるで暗闇の象しよう徴ちようのようなその影。

　漆しつ黒こくのコートを風になびかせ、巽たつみ玲れいは告げた。

「……シャロンというのは、あなたが愛した少女の名前、というところかな？　おそらくは、そのあなたの手によって、闇の中で殺された」

「何を言っている？」

　玲に指し摘てきされて初めて、久我は封ふう印いんしていた記憶をたどる。

　あの夜……。

　テロリストが傭よう兵へいに対する報ほう復ふく行動に出るとの報ほうを受けた久我は、真っ直ぐにアパートに戻った。

　だが、電気の消えた真っ暗な室内で待っていたのは、数人のテロリストと、彼らに囲まれ、服を引き裂さかれた姿で嗚お咽えつするシャロンだった。

　シャロンを盾たてにするテロリストたちが目に入る。

　だが、傭兵としての生存本能は久我にデザート・イーグルを抜かせ、立て続けに全弾を放たせた。

　奔はしる閃せん光こうに浮き上がる、シャロンの横顔。

　銃弾はシャロンの身体からだを貫通して、テロリスト全員を葬ほうむり去った。

　そう、かつては愛を交わしたあの暗あん黒こくの部屋で、久我はシャロンを生き残るための犠ぎ牲せいにしたのだ。

「……どうして、そのことを？」

　久我は狂犬のような瞳ひとみで玲をにらむ。

「どうやら正解のようだね」

　玲は哀かなしげに目を伏ふせる。

　久我が滞在していた頃のイスラエルの地方紙。その三面に出ていた小さな記事に、久我とシャロンの名があるのをニコルが見つけだしていたのだ。

「もしあなたが、単にシャロンという少女の惨むごたらしい死を目まのあたりにしただけなら、その怒りは殺害者たちに向かうはずだ。だが、あなたは理り不ふ尽じんにも報復の牙きばを少女たちに向けた。考えられる結論はひとつ。シャロンを殺したのは他ほかならぬあなたであり、その亡ぼう霊れいが闇への恐怖としてあなたを常つねに苛さいなんでいるんだ」

「そうだ！　シャロンは俺を責せめ続けている！　シャロンの闇が俺を喰くらい尽くそうとするんだ！」

　久我は絶ぜつ叫きようし、子供のように身を縮ちぢませる。

「シャロンを手にかけた罪の意識は、暗闇への恐怖となり、あなたは傭兵として生きられなくなった。一連の殺人は、義ぎ憤ふんに発はつしたものじゃない。少女たちをシャロンへの犠牲いけにえとし、闇への恐怖を消し去ろうという、極きわめて利り己こ的で、卑ひ小しような理由によるものだ」

「誰だ、貴様は？」

　久我は涙に濡ぬれた顔を上げた。

「僕はただの傍ぼう観かん者しやですよ。あなたに裁きが下るのを見届けるためにきた」

「裁き？」

「無む論ろん、裁くのは僕じゃない。あなた自身の罪つみだ」

　玲は手錠の片手を外す。

「この後、どうするかはあなたの自由。自じ首しゆするか、逃とう亡ぼうするか……」

「自由……」

　久我は啞あ然ぜんとなる。

「よく考えることだね」

　玲は、久我に背中を向けて歩きだした。

「………！」

　血走った久我の目に、ＺＶファルコンが飛び込んでくる。

（あいつは闇からの、シャロンからの使者だ。あいつさえ消せば、俺は……夜に勝てる！）

　狂った論理が、久我の頭の中で組み立てられる。

「死ね！」

　久我はファルコンに飛びつくと、玲の後頭部に向けて引き金を引いた。

　バンッ！

「……えっ？」

　久我は何が起こったのか、理解できなかった。

　鮮せん血けつが視界を赤く染める。

「……暗闇に対する恐怖のあまり、失しつ念ねんしていたようだね。一心が銃口にガムを詰めていたことを」

　玲はふと足を止めてつぶやき、また歩き始めた。

「……シャロン」

　背後で、久我が倒れる音がした。




　翌よく朝ちようの新聞の三面には、昨夜遅く、瀕ひん死しの久我が逮捕されたという記事が出ていた。

「一国だけの平和に安住し、他国の貧困を食い物にして腐ふ敗はいし、堕だ落らくし続ける国か……。ヤツの言いたいことも、分からなくはないよな」

　肋ろつ骨こつを固定する包ほう帯たいを胸に巻いてソファーに横たわっていた一心は、読んでいた新聞を置いた。

「腐敗したＴＶ文化の担にない手の台詞せりふじゃないわね、三流アイドルさん」

　文句の多い怪け我が人の手当てをさせられたニコルは救急箱を置いて、一本取ったというような顔をする。

「言えてる」

　プッと吹き出したのは、午後の仕事に引っ張り出すため、屍し桜ざくら屋や敷しきに一心を迎えに来た茜である。

「……お前、それはこの後こき使われることを覚かく悟ごしての発言だろうな？」

　一心は茜をにらんだ。

「僕は彼に同情しない」

　久我の予告状をファイルに挟はさんだ玲は頭を振ると、パソコンを起動させた。

「犠牲者となったのは、彼が忌いみ嫌う今の日本を作った人間たちじゃない。この国で生きざるを得なかった罪のない少女たち、それと正義を守るために日にち夜や身を削けずって働いていた警官たちだ。……それに、彼はもうひとつ間違っている」

　ウインドウが開かれて、画面がスクロールした。

「……ねえ、これって？」

　ニコルはモニターに目を遣やると、沈ちん黙もくした。

　そこに映うつし出されているのは、最近の日本で起きた凶悪犯罪のリスト。

　児童虐ぎやく待たいによる死亡事件。

　母親による幼児の車内遺い棄き死事件。

　街中や電車での、ちょっとした諍いさかいからの暴ぼう行こう致ち死し。

　異常者による、弱者を狙った通り魔的殺人。

　イジメが原因の小学生同士の傷しよう害がい事件……。

　こうした例が、それこそ限りなく画面上を流れ続ける。

「分かったかい？」

　玲は、啞あ然ぜんとするニコルを見上げた。

「この国は平和なんかじゃない。すでに戦場なんだよ」

「……ところで、お前なんで家うちにいんの？」

　一心は茜に聞いた。

「そもそも、ここはアナタの家でもないわ」

　ニコルが適切なコメントをする。

「……んと？」

　差し出されたアイスクリームに没ぼつ頭とうしていた茜は、自分がなんでここに来ているのかを思い出す。

「そうそう！　一時からの『Ｓ＆Ｓ　世界征せい服ふく！』の撮影！　その迎えに来たのよ！」

「来たのよ、じゃない！　急がないと遅ち刻こくだろうが！」

　一心は飛び上がった。

「今度遅刻すると、俺、また罰ばつゲームだ！」

「確か、ハムスターの着ぐるみでバンジー・ジャンプよね？」

「これで罰ゲームになったら、お前も一緒にやらせっからな！」

「えーっ！　ヤダよーっ！」

　二人は言い争あらそいながら、慌あわてて屋敷を飛び出していった。

「まあ、あれはあれで……」

「いいコンビだね」

　玲とニコルは顔を見合せて笑った。





The End












　アカネのファッションセンスは、取るに足らないことが判明。

　一緒に六本木を歩くと、どちらが魅力的か一目瞭りよう然ぜんである。

　ただし、コータには要注意。

　ライバルになる可能性あり。







「……まだ眠くならないわ」

　ニコルは次のファイルを開いた。
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　午後九時十五分




　少女が自由を奪うばわれていた。

　暗く、肌はだ寒ざむい室内。

　シャギーの入った茶ちや髪ぱつの少女は、ステンレス製の台の上で両手両足を固こ定ていされていた。

　制服のブラウスの前が開ひらかれ、白い肌の腹ふく部ぶが露あらわになっている。

　黒く丈たけの長い上着をまとった男は、熱に浮かされたように何なに事ごとかをつぶやきながら、張りのある肌き理めの細こまかい少女の下か腹ふく部ぶに指を這はわせる。

「感じるぞ。ここに、悪あく魔まが宿やどっている」

　男は、ちょうど子し宮きゆうの上あたりで指を止めた。少女はうめき、腰こしを浮かせて暴あばれる。

「今すぐ、助けてあげるよ。邪じや悪あくな悪魔を君から切り離してあげる」

　男の手に、大型のカッターが握にぎられた。

「失うせろ！　淫みだらな悪魔！」

　冷たい刃やいばが驚きよう愕がくの表情を浮かべる少女の腹部に突つき立てられ、足先に向かって一直線に引かれた。鮮せん血けつが迸ほとばしり、少女は小こ刻きざみに身体からだを痙けい攣れんさせる。

「……聖せい水すいだ」

　男は透とう明めいな液体の入ったガラスのビーカーを苦く悶もんする少女の上で傾かたむけた。

　肉の焦こげる臭においがし、白い煙けむりが上がった。




「……この直後、周辺を警けい戒かいしていた警けい察さつの手により、容疑者Ｎは逮たい捕ほされた。内ない臓ぞうを切り刻まれた七人目の犠ぎ牲せい者しやは、出しゆつ血けつ多た量りようのため、救きゆう急きゆう車しやの中で死し亡ぼうした。逮捕当とう初しよは犯はん行こうを否ひ定ていしていたＮは警察の執しつ拗ような追つい及きゆうに屈くつし、悪魔祓ばらい師しと名乗って犯行を繰くり返していたことを認めたものの、心しん神しん喪そう失しつのため起き訴そ猶ゆう予よ。現げん在ざいは措そ置ち入院中である」

　ナレーションとともに再さい現げんＶＴＲが終わり、カメラはスタジオに切り替わった。

「何とも陰いん惨さんな事じ件けんでした」

　局アナの弓ゆみ塚づか亜あ希き美みは、隣となりの風かざ峰みね士し郎ろうを振り返る。

「ええ。これがほんの半年前の話なんですね」

　士郎はうなずく。

　現在、このＥスタジオは、アイドル・グループＳ＆Ｓソーズアンドソーサリーと弓塚アナの司会進行による生なま番組のオンエアー中である。

　三か月に一度のＳ＆Ｓスペシャル。

　今回の番組タイトルは、

『恐きよう怖ふ！　戦せん慄りつ！　絶ぜつ叫きよう！　Ｓ＆Ｓが二時間半でここまで見せます！　血も凍こおる真夏の夜の特番編パート３　怪かい奇きと猟りよう奇きと怨おん念ねんの事じ件けん簿ぼ！　イッシンとコータ、犯罪現場に決死の潜せん入にゆう！　シローとトオルは念ねん写しやの謎なぞを解かい明めいできるか！』

　季節がら、超ちよう常じよう現げん象しようと猟奇犯罪が主なテーマだ。

　弓塚アナの両りよう脇わきに立っているのは、風峰士郎と火ひ之の杜もり亨とおるの二人。

　理り知ち的てきな面おも立だちの士郎は、Ｓ＆Ｓのリーダー兼けんキーボード担たん当とう。俳はい優ゆうとしても活かつ躍やく中の亨は、ボーカル兼ベーシストである。

　この二人に、童どう顔がんの弓塚亜希美アナウンサーを加えた三人がメイン司会。

　ゲストは心しん霊れい研究家に怪あやしげな自じ称しよう霊能力者たち、加えてバラエティー・タレントや新人女優が集まっている。

「……では、ここで実際に事件現場となった、都内の某ぼう病院にカメラを向けてみましょう」

　弓塚はＡＤの持ったホワイトボードにチラリと目をやった。

　どうやら、ロケ隊の準じゆん備びが出で来きたようだ。

「現場のイッシンくん、コータくん！」

　副調整室の操そう作さで、モニターがパッとロケ隊の方に切り替わる。

「……はい、病院前のイッシンと」

「コータで～す！」

　星のない闇やみ夜よに浮かび上がる、人ひと気けのない不ぶ気き味みな白い建物。

　院長の自殺で潰つぶれた私立病院の閉へい鎖さ病びよう棟とうをバックに、大だい地ち一いつ心しんと水みず谷たに宏こう太たは立っていた。

　大きな瞳ひとみの水谷宏太は、ドラムス担当。現在中学生で、主婦層と小学生に絶対的な人気を誇っている。

　一方、茶髪をツンツンと立てた大地一心は、ボーカル兼ギター担当。芸能界の大おお御ご所しよをも恐おそれぬ毒どく舌ぜつの持ち主だ。

「そっちはどうだい、イッシン？」

　士郎が呼び掛かける。

「……暑いし暗いし、ジメジメしてる」

　ＣＣＤカメラつきのヘルメットをかぶった一心は、恨うらめしげな視線をハンディカメラを持つ吉永カメラマンに向けた。

「こっちはクーラー利きいてて快かい適てきだぜ」

　スタジオの亨が、黒くろ髪かみを搔かき上げてさわやかな笑え顔がおを浮かべる。

　番組開始直前、四人はくじ引きをし、負けた二人がロケ班に回まわったのだ。

「イッシンくんたちは、この後、実際に多数の遺い体たいが発見された解かい剖ぼう室しつに潜入してくれるんですよね？　どうです、心こころ構がまえは？」

　弓塚が尋たずねる。

「別に」

　一心は肩をすくめた。

「どうせ、犯人は捕つかまってるし、幽ゆう霊れいなんかいる訳わけないしなあ。考えてみたら、現場に行ってもあんまり意味ないんじゃない？　まあ、インチキ臭くさい怪談をスタジオで聞かされるよりはマシかなって感じかな」

　インチキという発言に、スタジオに並んだ自称霊能力者たちはムスッと黙だまり込む。

「……そ、そうですか～」

　言葉に詰つまる弓塚。

（こ、このガキ！　番組を考えなさいよ、番組を！　視し聴ちよう率りつ落ちたらど～すんのよ！）

「コ、コータくんはどうかな～？」

　弓塚は眉まゆがヒクヒクするのを抑おさえながら、扱あつかい易やすそうな宏太の方に話を振ふる。

「トオルさん、シローさん、代わってくださいよ～」

　宏太は涙なみだ目めで訴うつたえた。

「そうか、コータはホラーとかオカルト、苦にが手てだったよね」

　と、フォローする士郎。

（これこれ、こんなやりとりを求めてたのよ）

　ほっとする弓塚。

　だが……。

「ていうか、イッシンせんぱ……くんが機き嫌げん悪いんだもの～、そっちの方が恐こわいよ～」

　弓塚アナは椅い子すからずり落ちかけた。

「お前は黙ってついてくりゃいいんだよ！」

　一心は宏太の頭を腕に抱え込んだ。

「ひぃ～、痛いですよ～！」

　まるで遊ゆう園えん地ちの新アトラクションの体験レポートだ。再現ＶＴＲの時の重苦しい雰囲気が、一気に明るくなってしまった。

「そ、それでは、ＣＭを挟はさみまして」

　バストショットになった弓塚は、カメラに向かってヤケクソ気味に微笑ほほえみかけた。

「次はみなさんからお送りいただいた心霊写真の謎に迫る『隣の幽霊さん』のコーナーです。……チャンネル、替かえないでくださいね」

　最後はほとんど懇こん願がん口く調ちようである。

「……はい、ＯＫです！」

　ＣＭに入ったことを告げるＡＤの声を聞くと、弓塚はガックリと肩を落とした。

「ったく、誰だれよ～、イッシンくんを現場にやったの～」

「ごめんね、亜希美さん」

　士郎が謝あやまる。

「俺おれが行けばよかったんだけど、こっちをイッシンに任まかせるのも不安だったし」

「はははっ、大だい丈じよう夫ぶ！　平気、平気！」

　士郎の笑顔に逆さからえる女性はいない。頰ほほを赤らめた弓塚は虚きよ勢せいを張った。

「……でも、あいつのフォローお願いね」

　ＣＭに入って、スタジオではメイクやスタイリスト、それに大道具やＡＤたちが一いつ斉せいに動きだしている。百二十秒の間に、セットの一部を変え、出演者のメイクを直し、細さい部ぶの打ち合わせをしなくてはならない。

　その全体を見み渡わたすのが、副調整室に陣じん取どるプロデューサーの仕事だ。

　この番組を仕切るプロデューサーは澤さわ和かず枝え。高視聴率請うけ負おい人と呼ばれる、まだ三十代になったばかりの女性である。

「これで平均視聴率が下がったら、イッシンのバカ、エナメルのピンヒールで踏ふんづけて、ロープと鞭むちとローソクでヒイヒイ言わせてやるわ」

　澤和枝は、一心の発言で盛り下がったスタジオを見下ろしてつぶやいていた。

「……澤さん、例れいの松まつ井い弁べん護ご士しなんですけど」

　ＡＤが駆かけ寄ってきて、澤にささやいた。

「ああ」

　澤はうんざりといった表情を見せる。

　松井というのは、容疑者Ｎこと、野の際ぎわ省しよう一いちの弁護を担たん当とうした人物。今回のスペシャルでこの事件を取り上げることになった時、執しつ拗ように抗こう議ぎを繰り返した人権派弁護士である。

「どうやら、ロケ現場に向かったようです。実力で放映を阻そ止しする気ですね」

「構かまわないわ。どうせ始まっちゃった番組を止められる訳ないもの」

　澤は眼鏡めがねを外してレンズを拭ふいた。

「乱らん入にゆうしてくれば、それはそれで面おも白しろい画えになるだろうしね」

　キラリと悪戯いたずらっぽく輝いた澤の瞳は、完全に視聴率至し上じよう主義のＴＶマンのものだった。







　午後九時十八分

　現在の視聴率八・五パーセント




　ＴＶチューナーつきのモバイルのウインドウを閉じ、男は作業を再さい開かいした。

　その手には大きなカッターが握られている。

「所しよ詮せんは低予算の再現映像か。本当の内ない臓ぞうはあんな色じゃない」

　手足を縛しばられた少女は、目に涙を溜ためて震ふるえていた。友とも達だちと遊びにいった帰り道、突とつ然ぜん、口を何かでふさがれたかと思うと、気がついた時にはこうして拘こう束そくされていたのだ。ピンクのキャミソールはズタズタに裂さかれ、ちょうどさっきの再現ＶＴＲと同じように白い肌が剝むき出しになっている。

「お前のはらわたもドス黒いのだろうな？　他の淫いん蕩とうな女どもと同じように？」

　少女は必死に頭を振った。

「噓うそをつくなあああっ！　悪魔め、貴き様さまがそこに隠れていることを暴あばいてやる！」

　カッターが少女の臍へそのあたりに突き立てられ、真下に向かって引かれた。

　ビクンと全身が弓なりに反そる。

「悪魔め、悪魔め、悪魔めっ！」

　血みどろの少女の下腹部に、硫りゆう酸さんが注そそがれた。







　午後九時二十三分

　現在の視聴率六・二パーセント[image: ]




「もう！　よしなさいよね、カメラの前で！」

　ロケ現場では、女郎花おみなえし茜あかねが一心と宏太の間に割わって入っていた。

　茜はスリーサイズから模も試しの成績まで、すべてが全国平均という超ちよう凡ぼん人じん。一心のクラスメートであり、月給百円で健けな気げに働くＳ＆Ｓの付き人でもある。

「スタジオの弓塚さん、困ってたじゃない！」

　毎回この連れん中ちゆうに振ふり回まわされている茜にとって、弓塚の苦労は他ひ人と事ごとではなかった。

「そうか？」

　一心には、自分が怪奇特集をギャグ番組にしかけているという自じ覚かくはない。

「あの人、一いつ緒しよに番組やるといつもあんな感じだけど？」

「……それは大地くんたちと共きよう演えんしたせい」

　茜は心しん底そこ、弓塚に同情した。

「僕は関係ありませんよ～、主にイッシン先せん輩ぱいのせいです」

「お前、後あと先さきよっく考えてから発はつ言げんした方がいいな」

　一心はムギュッと宏太の両りよう頰ほほを引っ張る。

「ほら、準備してよ！　二人とも、次のコーナーが終わったら病院に入るんだからね！」

　茜は背伸びして、一心のヘルメットに付けられたＣＣＤカメラを調節する。

「二人？　三人の間違いだな」

　一心はニヤリとする。

「……へっ？」

「お前も、病院の中に入るんだよ」

「い、嫌いやだっ！」

　茜が逃げようとする一瞬前に、その両腕を一心と宏太がガッチリとつかんでいた。

「一人だけ逃げるのはズルイですよ」

　宏太はウルウルと瞳を潤うるませる。

「一いつ緒しよに呪のろわれましょ～」

「やめてええええええええっ！」

「いいよね、ディレクター？」

　一心はロケ班のディレクターに声をかけた。

「う～ん。……番組的に、ＯＫ」

　茜を貴き重ちようなリアクション・キャラと読んだディレクターは、ゴー・サインを出す。

「鬼おに、悪魔、人でなしぃ～！」

　手足を振り回して暴れる茜。

「うん、心地ここちいい罵ば声せいだな。これで視聴率大幅アップ、間違いなし」

　一心は聞く耳を持たなかった。







　午後九時二十四分十二秒

　現在の視聴率五・四パーセント[image: ]




「本当にクダラナイわ、イッシンの番組って」

　ＣＭになると、金きん髪ぱつの少女ニコル・エマーソン・タツミは唇くちびるを尖とがらせた。

　ここは阿あ佐さケが谷やの住宅街にある屍し桜ざくら屋や敷しき。

　大地一心の血のつながった兄である巽たつみ玲れいと、義ぎ理りの妹にあたるニコルが住む古い洋よう館かんだ。

「文もん句くを言いながらも、イッシンが出ていると必ずＴＶをつけるね。本当はイッシンのこと、好きなんじゃないのかい？」

　居い間まのテーブルに資料のファイルを広げていた巽玲は笑う。

　玲は数々の事件を解かい決けつしてきた実じつ績せきを持つ犯罪研究家。ここ数日は犯罪心理学会に提出する、『初しよ動どう捜そう査さ段だん階かいにおけるプロファイリング・データの精せい度ど』という論ろん文ぶんを執しつ筆ぴつ中だ。

「イッシンが好き？　ノー・キディング！」

　ニコルは憤ふん慨がいした。ブラコンやら、西洋チビやら、背はい徳とく小学生やら、一心の数々の失しつ礼れいな言動が思い出される。そう言えば、今年の七月七日、七夕たなばたとは棚たなからバターが出てくることだと教えたのも一心だった。

「ワタシ、レイの弟だから我が慢まんしてるんだよ！　本当はアイツ、大嫌い！……あっ」

　ニコルは玲が悲しそうな顔になったのに気づく。玲は親の離り婚こんで十年間離はなれ離ばなれになっていた一心を、父親の再さい婚こんにより妹となったニコルと同じくらい大切に思っているのだ。

「……好きになるように努力はするけど」

　ニコルは語ご尾びを濁にごらせた。

「ロケが来ているの、この近くだね」

　玲は話題を変えた。

（これはチャンス！）

　ニコルは悪わる巧だくみを思いつき、頰を弛ゆるませた。

（病院に入り込んで、オンエアー中にアイツを脅おどかしてやろ）

　驚おどろいて腰こしを抜ぬかした一心の姿が全国に流れる様よう子すを想像すると、自然と笑みがこぼれる。

「どうしたんだい？」

　玲が不ふ審しんに思って妹の顔をのぞき込む。

「な、何でもないわ！」

　ニコルは慌あわてて頭を振った。

「……そうそう、ミネラル・ウォーターがなくなったから、ちょっと買ってくるね」

「もう夜だし、一緒にいこうか？」

　知性では誰だれにも引けを取らない玲は、極きよく度どの紫し外がい線せんアレルギーのため、日中の外出は出で来きない。太陽の光は激しい呼こ吸きゆう困こん難なんを引き起こすのだ。

「いいの、いいの！　レイはゆっくりイッシンの番組でも見ててよ」

　ニコルは玲に手を振ると、そそくさと居間を出ていった。







　午後九時五十七分三十秒

　現在の視聴率四・九パーセント[image: ]




「……では、再び病院前のイッシンくん、コータくん？」

　抱ほう腹ふく絶ぜつ倒とうのインチキ写真が並んだ心霊写真コーナーが終わると、弓塚アナはロケ先の一心たちに呼びかけた。

　今度はどんな暴ぼう言げんが一心の口から飛び出るのかと、内心ビクビクの様よう子すだ。

「はい、こちら閉へい鎖さ病棟前のイッシンです。これから、コータ及び特別隊員の付き人Ａとともに決死の探たん索さくに向かいます」

　意外とまともな台詞せりふ。だが、その腕にはガッチリと茜の頭を抱かかえ込こんでいた。

「だじげで～、ゆみじゅがしゃ～ん！」

　茜はジタバタと手足を振り回し、弓塚アナに助けを求めた。

（ううっ！　ごめんね、視聴率のため、ここはどうしてもリアクション・キャラが欲しいの。あなたの犠ぎ牲せいは無む駄だにしないから）

　弓塚は心の中で手を合わせ、

「ともかく、がんばってくださいね～」

　と、簡単に茜を見捨てた。

「それじゃ、潜入開始ーっ！」

　一心と宏太は錆さびついた扉とびらを押し開けた。

「ひぎゃああああっ！」

　茜の悲ひ鳴めいが全国放送の電波に乗った。







　午後十時二分十八秒

　現在の視聴率七・一パーセント[image: ]




　男はまだ温ぬくもりの残る臓ぞう器きを玩もてあそびながら、外の音に気がつく。

　この聖せい域いきに侵しん入にゆうしようとしている者たちだ。

「来たか、悪魔ども」

　男は口元の血を拭ぬぐった。







　午後十時六分四十五秒

　現在の視聴率八・七パーセント[image: ]




「わっ！　グニャッとするもの、踏んじゃった～っ！」

「ゾンビだ！　きっとゾンビですよ～！」

「だーっ！　お前ら、少しは静かにしろ！」

　湿しめった階段を下りながら、一心は自分にしがみつく宏太と茜に向かって怒ど鳴なった。

　一心たちとカメラマンと助手、それに音声さんが病院の門をくぐって、すでに五分。

　茜と宏太の恥はずかしいほどのリアクションは、途と切ぎれることなく続いていた。

　最初は一心も面白がっていたが、さすがにもううんざり。番組的にはＯＫだが、一心としては二人まとめて袋に詰めて、多摩川の上流から流したいところだ。

「……ったく」

　外は熱ねつ帯たい夜やだが、真っ暗な地下の空気はひんやりとしていた。ヘルメットのライトに照らし出されたリノリウムの床は濡ぬれ、ところどころに水溜たまりが出で来きている。

「転ぶなよ」

　先せん頭とうを行く一心が注意を促うながす。

「きゃっ！」

　バチャン！

「……手遅れか」

　茜は見み事ごとに尻しり餅もちをついていた。

　スカートから下着まで、ビッショリである。

「ほれ」

　一心は手を差し出す。

「あ、ありがと」

　珍めずらしく優やさしい一心に戸と惑まどいながらも、茜はその手を取って立ち上がろうとする。

　だが。

　スカッ！

　茜の手は空をつかんだ。一心が、出した手をさっと引っ込めたのだ。

　バシャッ！

　バランスを崩くずして茜はもう一度尻餅をつく。

「お、おにょれ～！」

「視聴者サービス」

　一心はニヤリと笑い、さっさと歩き始める。

「……視聴者？」

　茜は振り返った。

「……あーっ！」

　そこでは吉永カメラマンが、めくれ上がったスカートの下をアップで撮とっていた。

「こ、このどスケベッ！」

　ローファーの蹴けりが吉永の額ひたいにヒットした。







　午後十時十一分二秒

　現在の視聴率十五・四パーセント[image: ]




　すでに病院のまわりには、熱心なＳ＆Ｓファンが駆かけつけていた。

　ニコルはその群むれを避さけて病院の裏口に回り込む。もちろん、こちらも鍵かぎがかかってはいるが、身軽なニコルにとって塀へいを乗り越えることは難むずかしい技わざではない。

　肩からかけたバッグには、音の大きな花火とライターが入っている。これを使って、一心たちを脅おどかそうというのだ。

　ガラスの割れた窓を通って廊ろう下かに侵入すると、消しよう毒どく液えきとカビの混まじったような臭においがニコルの鼻を刺さす。

「……イッシン、どこかな？」

　ニコルは天てん敵てきの姿を探さがした。

　地下解かい剖ぼう室しつと言っていたから、階段を見つければいいはず。ニコルは廊下の左右を見て、右に進もうとした。

　その時。

（人の気け配はい？）

　ニコルは背はい後ごに荒い息を感じて振り返った。

「うぐっ！」

　大きな手が一瞬早く、ニコルの口を覆おおう。

　花火のバケツが、バサリと床に落ちた。

　血の臭い。

　それも真ま新あたらしい。

「罪つみ人びとが自みずから訪れるとはな」

　不ぶ気き味みな声が少女の耳元にささやき、生なま臭ぐさい息を漏もらす口が耳たぶを嚙かむ。

「お前にも憑ついているね、淫みだらな悪魔が？　追い出してあげるよ、お前のここから」
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　男の手が、ニコルの腹を撫なでた。







　午後十時二十分五十三秒

　現在の視聴率十八・八パーセント[image: ]




「澤さん」

　ＣＭに入り、ＡＤがまたプロデューサーの澤和枝のところにやってきていた。

「今度は何？」

　宏太と茜コンビのリアクションにほくそ笑んでいた澤は、煩わずらわしそうに振り返る。

「いえ、松井弁護士の抗議の後、ちょっと気になって野際が入院してるはずの病院に問い合わせたんですが」

「……入院している、はず？」

　澤の顔が強こわばった。

「病院の責せき任にん問題になるんで隠してたらしいんですが、渋しぶ々しぶ吐はきましたよ。先週、野際は病院を抜け出してます。今、あの殺さつ人じん鬼きは行方ゆくえ不ふ明めいなんですよ！」







　午後十時二十五分十九秒

　現在の視聴率十九・二パーセント[image: ]




「ここは一体？」

　殺人現場と言われる解剖室に来た一心たちは啞あ然ぜんとなった。

　その部屋のいたるとこに、まだ赤黒い鮮せん血けつの痕あとが残っていたのだ。

　壁かべには血で描えがいたＤ・Ｅ・Ｖ・Ｉ・Ｌの文字。

　床には無む残ざんに切り裂かれた下着や服が散乱している。

「バカな」

　カメラマンの吉永が、ファインダーを覗のぞきながらゴクリと唾つばを吞のんだ。

「ロケハンの時も、昨日きのうの下した見みの時も、血の痕は残ってなかったはずだ」

「い、い、い、嫌だなあ、脅かそうとして」

　宏太は無む理り矢や理り、強こわばった笑顔を作る。

　茜にいたっては卒そつ倒とう寸すん前ぜん。泡あわを吹いてないのが不思議なくらいだ。

「ちょっと、下がってて」

　一心はドアのあたりまでスタッフを戻らせる。

　ステンレスの解剖台には、血の他に組そ織しきの切れ端はしのようなものがわずかに残っている。

　そして、髪かみの毛。

　無む論ろん、人間のものとは限らないが、悪戯いたずらにしてはあまりにも手が込んでいる。

「……前の犠ぎ牲せい者の？」

　茜が蒼そう白はくな顔で尋ねる。

「これが半年前の死体のものだって？」

　一心は吐き捨てるように言った。

「冗じよう談だんじゃない。刻きざまれてせいぜい一時間。まだ犯行は続いているんだ」

「大地くん……」

　茜は不安に耐たえ切れず、一心の手を握る。

　一心はその手を優しく握り返すと、部屋の奥おくに進んだ。

「コータ、ここ」

　一心はライトで照らす場所を指示する。

　宏太が持った懐かい中ちゆう電でん灯とうの光に、巨大なガラスの水すい槽そうが浮き上がった。

　高さと長さは二メートル。奥行は一メートルほどだ。

「な、何だろうね？」

　濁にごった液体の中に、何かが漂ただよっているのを茜は見つけた。

　一心は手を入れようとしてやめた。代わりに、近くにあった紙を丸め、放ほうりこんでみる。

「えっ？」

　紙は液体に触ふれると、瞬またたく間まに黒くなった。

「硫酸だな」

　一心は言った。

　ヘルメットを脱ぬぎ、そのライトを水槽のガラスにくっつけた。

「………」

　茜は目を凝こらす。黒い繊せん維いのようなものと、白っぽいものが見えるような気がする。

「アカネ、離れろ」

　一心は命めいじた。

「…なんで？」

「人間だよ」

　一瞬、茜には一心の言葉が理解できない。

「あれは溶とかされた人体の残り。骨と髪の毛だ」

「うっ！」

　茜は吐き気を覚えて口を押さえた。

　幸い、夕食から時間が経たっているので何も出てこない。

「切り刻んだ人間を、ここで始し末まつしたんだ」

「これ……ドッキリじゃないですよね？」

　宏太はスタッフに尋ねる。

　膝ひざをガクガクと震ふるわせた吉永カメラマンは、とんでもないというように頭を横に振った。

　その時。

「ひいいいいっ！」

　茜が飛び上がった。

「どうした!?」

「け、携けい帯たいが……」

　茜が持っていた携帯が振しん動どうしたのだ。

「人ひと騒さわがせなヤツ！」

　一心と宏太、それにスタッフまでもが茜をにらむ。

「ご、ごめん」

　茜は小さくなって携帯を取る。

「もしもし？」

「俺だ。今の映像、見たぜ」

　亨の声である。

「どうやらマジでそこはヤバいらしい。病院に入ってた犯人の野際が逃げ出した。もしかすると、ヤツはその病院の中に隠れてるかも知れない。さっきＣＭに入ったから、スタジオは弓塚さんに任まかせて俺とシローもそっちに急ぐ。下へ手たに動くなよ」

「わ、分った」

　茜は携帯を切り、話の内容を一心に伝えた。







　午後十時二十七分三秒

　現在の視聴率二十六・六パーセント[image: ]




「あ～ん！　突然、飛び込んできた衝しよう撃げきの映像！　なんか、緊きん迫ぱくしてきたじゃない！」

　副調整室の澤和枝プロデューサーは両腕で自分の身体を抱くようにして身み震ぶるいすると、スタッフに命じた。

「ロケ班の映像、流し続けなさい！　感じるわ～！　高視聴率のよ・か・ん！」







　午後十時三十四分四十一秒

　現在の視聴率三十一・二パーセント[image: ]




（遅いな）

　資料から顔を上げ、時計を見た玲は思った。すでにニコルが出で掛かけてから、一時間ほどが経けい過かしている。ミネラル・ウォーターを買うだけなら、十分もあれば済すむはずだ。

　そこに……。

　アンティーク調の電話のベルが鳴った。

　玲は受話器を取る。

「玲さん？」

「シローくんか？」

　士郎は局から病院に向かうバンの中から携帯をかけていた。運転しているのは、Ｓ＆Ｓの事務所の社長である。

「ＴＶ、見てました？」

　士郎は尋ねた。

「いや。済まない、仕事をしていた」

　玲はＴＶをつける。そこに映っていたのは血ち塗まみれの解剖室。時おりブレるカメラは、一心たちの姿を捉とらえている。

「何があった？」

「実は……」

　士郎は状じよう況きようをかいつまんで説明した。

「で、俺たちはあと十五分ぐらいで病院に着きます」

「僕もそちらに向かおう。徒と歩ほでも君たちより早く着くはずだ。……警察に連絡は？」

「プロデューサーの方から連絡するそうです」

「分かった」

　電話が切られる。

「……ニコル、まさか？」

　玲はコートを手に取り、病院に向かった。







　午後十時三十五分二十秒

　現在の視聴率三十四・七パーセント[image: ]




　澤プロデューサーは副調整室からスタジオに下り、ディレクターを説せつ得とくしていた。

「だから、警察への連絡は後あとよ」

「ですが！」

「このままリアルタイムで病院からの放送を続けるの。うまくすれば、新たな犯行の現場に出くわすかも知れないじゃない？」

「イッシンくんたちはどうなるんです？　俺は責任持てませんよ！」

「ふっ」

　澤は笑った。

「責任はすべて、この澤和枝が持つわ！」







　午後十時三十五分三十秒

　現在の視聴率三十四・八パーセント[image: ]




「我わが聖せい域いきを汚けがす侵入者か」

　解剖室から明かりが漏もれているのを見た男はつぶやいた。

「……まあいい、他にもお前を浄じよう化かするのに相応ふさわしい聖せい所しよはある」

　ニコルは叫さけぶが、その声は口をふさぐ男の手によって遮さえぎられた。男は、暴れるニコルの髪を思いっきり引っ張り、ハイエナのような笑い声を漏らす。

「我が聖せい務むを阻はばむあの連中にも、その報むくいを受けさせてやるとするか」







　午後十時三十五分四十八秒

　現在の視聴率三十四・九パーセント[image: ]




「静かに！」

　解剖室に留とどまっていた一心は、スタッフや茜たちに声をかけ、耳を澄すませた。

　カツ、カツ……。

　廊下をこちらに向かってくる足音。

　一心は、ドア近くの壁かべに張りついた。

　ギイー。

　ドアを押し開ひらいて、影が入ってきた。

　一心は入ってきた影に飛びかかり、襟えり首くびをつかんでその体を壁に押しつけた。

　その様子を、生中継のカメラが捉える。

「な、何だね!?　これは!?」

　怯おびえ切った声。

　一心は拍ひよう子し抜ぬけして腕の力を緩ゆるめる。

　カメラに映うつったその姿は、背せ広びろ姿の二十代後半。真夜中の閉鎖病棟には場違いな存在だ。

「君たち、こんな恥はじ知しらずな番組は即そつ刻こく中止するんだ！　この番組は、僕の依頼人の人権を著いちじるしく傷つけている！」

　男は声を張り上げた。

「誰だよ、あんた？」

　一心は手を放はなした。

「僕は松井基もと尋ひろ。ここで起きた不幸な事件を担当した弁護士だ」

　カメラが自分を映していることに気がつくと、松井は軽く咳せき払ばらいして答える。

「あんたがあの怪物を解放した張ちよう本ほん人にんか？」

「失礼な言い方だな。依頼人の野際省一は、僕の大学時代の友人だ」

　松井は一心に握られた背広の襟を、不ふ潔けつな生き物に触ふれられたかのように丁てい寧ねいに払う。

「犯行当時、野際は著しく精神のバランスを欠いていた。よって刑けい法ほう三十九条の適てき用ようを主張し、人権を保ほ障しようしたに過すぎない」

　刑法三十九条には、


　心神喪失者ノ行こう為いハ之これヲ罰ばつセス

　心神耗こう弱じやく者ノ行為ハ其その刑ヲ軽けい減げんス



　とある。

　この条じよう項こうにより、多くの凶きよう悪あく犯罪者が罰せられることなく、野やに放たれているのだ。

「何が三十九条だ！　これを見ろ！」

　一心は、弁護士を死体が漂う水槽の前に突き出した。

「お前の逃にがした男がやったことだぞ！」

「こ、これは？」

　松井の顔が蒼そう白はくになった。

「病院を脱走した後、ヤツは新たな犯行を開始したんだ。たぶん今夜も一人殺されてる」

「……一刻も早く、彼を保護しないと」

　茫ぼう然ぜん自じ失しつの松井は、フラフラと解剖室を出ていこうとする。

「駄だ目めよ！　ここを動いちゃ！　危き険けんだわ！」

　茜が松井の腕を引っ張った。

「いや、僕には……」

　唇を嚙かんだ松井は、茜の手を振り払う。

「野際を野に放った責任がある」

「……行こうぜ、ヤツが次の犯行に出る前に」

　一心は松井の肩を叩たたいた。

「もう知らないから！」

「知りませんよ！」

　茜と宏太は声をそろえた。

「一階か二階にいるんなら、窓からの明かりに気がついたはず。……誰かが隠れるとしたらやっぱり地下だな」

　一心は茜たちを無む視ししてつぶやき、カメラマンの吉永を振り返る。

「この階って解剖室の他に何がある？」

「電でん源げん室と……、後は霊れい安あん室かな？」

　と、カメラを回まわし続ける吉永。

「んじゃあ、まず霊安室を見てみようか？」

「そうしよう。君に従したがうよ」

　松井弁護士は一心に同意した。







　午後十時三十九分五十五秒

　現在の視聴率三十七・一パーセント[image: ]




「ここか？」

　廊下の一番奥に位置する霊安室の扉を前にして、松井弁護士は唾つばを吞のみ込んだ。

「アカネ、コータ、お前らはまだ入るんじゃないぞ」

　一心は振り返った。

「吉永さんたちもな」

　吉永カメラマンは、カメラごとうなずく。

「僕は行こう」

　松井は緊張に震える声で言った。

「自分の弁護が招まねいた事じ態たいの始末はつけたい」

「……分かったよ。ついて来な」

　一心は両手で扉を押した。

　暗い室内。

　一心は吉永から渡されたライトで部屋を照らす。

　撮影用のライトに浮かび上がったのは、信じられないような光景だった。

　床の血の痕は解剖室よりも夥おびただしい。まるで赤い絨じゆう毯たんが敷しかれているようだ。

　そして……。

「ニコル？　どうして!?」

　死体を載せる台の上には、両手両足を縄なわで固定された金きん髪ぱつの少女の姿があった。

　そのワンピースは、臍へそのあたりまで乱暴に引き裂さかれている。

　さらにそのまわりには、異い臭しゆうを放つ臓ぞう器きがトロフィーのように並べられていた。

　一心は猿ぐつわで口をふさがれた少女に駆け寄ろうとして、正面の壁に異い様ようなものが飾かざってあることに気がついた。

　磔はりつけになった男である。

　両手を鎖くさりで固定され、胸に釘くぎが打ち込まれているその姿は、まるで十じゆう字じ架かのイエス。

　赤黒く固まった血の様子から、死後かなりの時間が経たっているように見える。

「この男……」

　と、一心が足を止めてつぶやいた時。

　バタン！

　後方で扉が閉しまり、ライトの明かりが消えた。

　霊安室の内部は真っ暗になる。

　シュ！

　天才ギタリストである一心の耳は、風を切る音に気がついた。

　とっさに身体からだを反そらした一心の首くび筋すじを何かがかすめる。

「松井さん！」

　一心は松井の無ぶ事じを確認しようと怒ど鳴なった。

「松井さん！」

　返事はない。

　その代わりにまた、何かが身体をかすめた。

「ちっ！」

　一心は腕に痛みを感じる。

　触れてみると、腕から血が流れている。

　かなり鋭するどい刃は物ものを相手は持っているようだ。

　背後では、ニコルがうめく声。

　自分の身よりもニコルと松井が心配だ。

　一瞬、注意が逸それた一心に、鋭い刃が迫る。

　すぐれた聴ちょう力りよくで辛かろうじてかわすが、次し第だいに部屋の隅すみに追い詰められていく。

（このままじゃ！）

　背中が壁に当たった。もう逃げ道はない。

　と、その時。

「そこまでだ！」

　霊安室の内部が強力なライトで照らし出された。

　開かれた扉のところには、茜と宏太とカメラを構かまえる吉永。

　そして、バンで駆けつけた士郎と亨に、漆しつ黒こくのコートをまとった銀ぎん髪ぱつの青年の姿すがたがあった。

「このくらいの鍵かぎなら、開けるのに十秒だね」

　巽玲は目を細めた。

「カメラマンとコータくんは、手て強ごわい一心を片付けた後で殺すつもりだったのかな、松井弁護士？」

「……あんた？」

　一心は見た。カッターを握り、狂気の色を瞳に宿らせている松井弁護士の姿を。

「なぜ邪魔をする！　僕は悪魔を退たい治じする神の御み使つかいだぞ！」

　松井は素す早ばやくニコルの方に回り込み、その頸けい動どう脈みやくにカッターを当てた。

「お前たちには分からないのか!?　この娘の中には悪魔が宿っているんだ！」

「まあ、それは否定しないけどな」

　一心はベルトに挟はさんだピックを抜いた。

「けど、その小こ生なま意い気きなガキに傷ひとつでもつけてみろ！　マジで許さねえからな！」

（えっ？）

　ニコルは戸惑う。

　一心は絶対に、自分のことを憎にくんでいると信じていた。

　自分の知らない間に父が再婚し、突然出来た妹だから嫌っても無理はないと思う。

　だが今、その一心が自分のために本気で怒っているのだ。

（……イッシン）

「どうなってんの、この状況？」

　と、亨。

「壁の男には見覚えがある。あれが野際だよ」

　士郎が磔になった男の死体を視し線せんで示した。

「うううっ！」

　玲の姿を見たニコルが暴れる。喉のどにカッターの刃が食い込み、一筋の血が流れた。

「動いちゃ駄だ目めだ！」

　一心が鋭く命じる。

「………」

　ニコルはおとなしく従った。玲と一心の二人が揃そろえば、絶対に自分を助けてくれる。その確信がニコルにはあったのだ。

「松井弁護士、君は大学時代の友人だった野際を自分の行なった犯行現場に匿とく名めいの電話か何かで呼び出し、そこに警官を駆けつけさせた。逮たい捕ほされた野際は、親友と信じていた君に弁護を依頼した。ここまではいいかな？」

　玲は言った。

「匿名の電話じゃない。ヤツの女から盗んだ携帯を使ったメールだ」

　松井は誇らしげに訂てい正せいした。

「なるほど」

　玲は巧たくみにカメラに映うつらない位置に移動しながら、話を続けた。

「君は裁判での不ふ利りを野際に吹き込み、刑法三十九条、心神喪失による無罪を主張するように勧すすめた。有能な弁護士としては、依頼人が有罪になるのも困るからだ。もともと野際は意志の強い男じゃない。彼は君の言葉に従った。そうだね？」

「操あやつりやすい馬ば鹿か者ものだから、アイツを選んだんだ」

　松井は笑った。

「君は、野際に罪を着せることに見事成功した。だが、君はその後、手詰まりになったことに気がついた。野際の逮捕以降も少女を誘ゆう拐かいして殺しを続ければ、それは野際が真犯人ではないことを証しよう明めいすることになるからだ」

「実際はそれでもあの後、今日の女を含めて四人殺やったぞ。あの牝めす豚ぶたどもをさらう現場を見られず、死体の処理に成功さえすれば、ただの失しつ踪そう事件に過ぎないからな。だが、死体を分解し切るだけの多量の硫酸の入手はなかなか難むずかしかった」

「やっぱり、解剖室の水槽で犠牲者を溶かしたんだな」

　と、一心。

「君は、病院に入れられた野際を逃がし、消すことを思いついた。野際がこの世から消えてしまえば、警察は彼が潜せん伏ぷくして犯行を続けていると考える。すべての殺人は、あそこで磔になっている野際の仕業ということになるはずだった。今回もイッシンたちを殺して自分だけが生き延び、野際の犯行だと証言するつもりだったんだろう？」

　玲の言葉に、松井は大きくうなずく。

「一連の犯行のきっかけは何かな？　君の内面まで調べ上げる時間はなかったが、若い女性を憎むようになったのには理由があるはずだ」

　玲は尋ねた。

「どうせ、女に振られでもしたんだろ？」

　一心が言う。

「裕ゆう福ふくな家で不自由なく育ち、エリートコースを進み、何でも自分の思い通りになると思っていたヤローが、そのプライドを女にズタズタにされる。よくあることさ」

「あの女は豚だ！　僕よりあの優ゆう柔じゆう不ふ断だんな野際の方がいいだと!?　僕の素す晴ばらしさが分からない、愚おろかな娼しよう婦ふめ！」

　核かく心しんを突かれた松井は逆ぎやく上じようし、カッターを握る手を痙けい攣れんさせた。

「汚けがれた女どもを殺すのは僕の聖なる義務なのだ！　それを我が神が教えてくれた！　偉大なる異い端たん審しん問もん官かんの口を通してな！」

「異端審問官？　インクウィジターか!?」

　玲は眉まゆをひそめた。

　インクウィジターは、かつて何度か玲と一心の前に立ちはだかった天才犯罪者。彼が絡からんでいるとすれば、松井が自分を悪魔祓ばらい師しと思い込んでいることも納なつ得とくできる。

「……なるほど。その女性の一件は、単なるきっかけだな。嫉しつ妬とと敗北感から生まれた心の闇やみにインクウィジターが乗じた」

　玲の瞳に憐れん愍びんの色がよぎる。

「哀あわれな操あやつり人形か……」

「薄汚れた淫みだらな女どもめっ！　まだ足たりないっ！　まだ殺し足りないぞおおおおっ！」

　松井はカッターを振り上げた。

　ビュッ！

　金を挟んだ一心特製のピックが、松井の指先を直撃した。

　弾はじき飛ばされるカッター。

　すかさず、玲が滑すべり込んで足を払う。

　松井が倒れ込むのと、一心が跳ちよう躍やくしたのがほぼ同時。元ジュニア・ユースのキックが松井のアゴを捉とらえる。

　バキッ！

　アゴを砕くだかれた松井はそのまま気を失った。

「……すげえ画えが撮とれたな」

　ずっとカメラを回していた吉永カメラマンがつぶやいた。

「やるねえ」

　一心は玲にウインクした。

「まあ、たまには身体を使わないとね」

　玲はニコルの縄を切って抱き起こし、自分のコートを肩に掛けてやる。

「レイ！」

　ニコルは玲にしがみついた。

「心配したよ。どうしてここに？」

　優やさしく尋ねる玲。

「そ、それは……」

　一心を脅すためだったなんて、言える訳がない。

「……まあいいさ」

　玲は乱れた金髪を撫なでた。

「そうだな、無事だったんだし」

　一心も、それ以上追及しない。

「玲、早く連れ帰って休ませてやれよ」

「ああ。分かってる」

　そんな二人の様子を目にして、ニコルの胸に後こう悔かいの念がどっと押し寄せた。

「わ～んっ！」

　普ふ段だんは老ろう成せいした顔しか見せない少女が、玲の胸で泣きじゃくる。

「よっぽど、恐こわかったんだな」

　驚く一心。

「……かもね」

　玲は静かに微笑む。パトカーのサイレンの音が、遅おそ蒔まきながら近づいてきていた。







　午後十時四十九分五十秒

　現在の視聴率三十九・九パーセント[image: ]




「俺たち今回、活躍の場がなかったじゃん」

「そのようだね」

　亨と士郎は連れん行こうされる松井を見て、つまらなそうに肩をすくめた。

「番組はどうなった？」

　一心が尋ねた。

「そろそろ終わるよ。犯人と君の格かく闘とうシーンの生中継がフィナーレだね」

　士郎がロレックスの腕時計に目をやる。

　ちょうどこの頃、スタジオでは弓塚アナがカメラに向かって手を振っていた。

「高視聴率間違いなしって感じだよな。玲さんの姿が映ってなかったのは残念だけど」

　亨は玲の方を振り返った。

「映ってりゃ、今頃ヒーローなのにさ」

「僕にとってＴＶは見るもので、出るものじゃないよ」

　ニコルの肩に手をかけたまま、玲は笑って頭を振る。

「さて、僕らは帰るよ。ニコルの事情聴ちよう取しゆは明日にしてもらおう」

「玲、インクウィジターの目的は何だったんだ？」

　一心は尋ねた。

「この事件の発ほつ端たんは半年前。僕らが彼と関かかわりを持つ前のことだ」

　振り返った玲は答える。

「おそらく、松井はインクウィジターの最初の実験材料だったんだろう。人の心を自由に操あやつるためのね」

「その結果を、ヤツはスナッフ・フィルム事件や政治家の遺い産さん絡がらみの事件で生かした訳か」

　一心は眉まゆをひそめる。

「確かく証しようはないよ。真実は彼しか知らない」

　赤く腫はれた目を擦こするニコルとともに、玲は闇の中に消えていた。

「ともかく、ニコルちゃんが無事でよかったわ～」

　突然、事務所の社長が一心の隣に現われた。

「……あんたはどっから湧わいて出た？」

　一心は白い目で見る。

「う～ん、それを気にしちゃ駄～目」

　このオカマ社長、前からニコルをタレントにしようと画かく策さくしているのである。

「……あたしの心配は誰もしない訳ね？」

　不ふ貞て腐くされているのは茜である。

「も～、怪奇番組はこりごり！　あたし、帰って寝る！」

「そうそう、アカネちゃん」

　社長は帰ろうとする茜に声をかけた。

「はい？」

　ちょっとは心配してくれたのかな、と振り返る茜。

「プロデューサーの澤さんがあなたのリアクション、気に入っちゃってね。今度、心霊特集のレポーター、やってみないかって話が出てるの。どうかしら？」

「いやあああっ！」

　茜は絶ぜつ叫きようした。





The End












　この頃から、無能なアカネがＴＶによく出るようになる。（主に着ぐるみ。顔をなるべく出さないようにしているのは、放送コードのせいであろうと思われる）

　イッシンに助けられたのは一生の不ふ覚かく。

　レイにも呆あきれられるし、散さん々ざんな経験だった。







「……ちょっぴり、面白かったけれどね」

　ニコルは小さくあくびをすると、書類の整理を続行した。
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「……あれがさそり座のアンタレス」

　屋や敷しきの屋や根ねに登って空を見上げた少女は、南なん東とうの地平線に近いあたりで赤く輝かがやく星を指さした。

「じゃあ、あの青いのは？」

　少女の膝ひざに頭をのせた男の子が、南に明るく光る星に目を移す。

「乙おと女め座のスピカ。真しん珠じゆ星とも言うんです」

　少女は男の子の髪を撫なでた。

「何でも知ってるんだね」

「夜空を眺ながめるのが好きですから。昔むかし、よく兄と一緒に星を見ていたので。星の名前を教えてくれたのも、兄なんですよ」

「……僕ぼくと星と、どっちが好き？」

「どっちもですよ」

「僕は星よりも織おり江えが好き」

「まあ、ありがとうございます」

　少女は微笑ほほえむ。

「……ずっと、そばにいてくれるよね？」

　男の子は膝から起き上がると、少女の瞳ひとみを真しん剣けんな表情で見つめた。

「ええ」

　少女はギュッと、男の子の頭を胸に抱だき締しめる。

「……士し郎ろうさまが必要としてくださる限り」




「ねえ、シローさん、あれですか～っ！」

　茜あかねが感かん嘆たんの声を上げた。

　その声に、微睡まどろみかけていた士郎はハッと振ふり返る。

　アイドルグループＳ＆Ｓソーズアンドソーサリーの付き人であり、成せい績せき、スタイル他、何を取っても全国平へい均きんにピッタリの超ちよう凡ぼん人じん、女郎花おみなえし茜。

　その彼女が指し示す海上には、緑で覆おおわれた離り島とうが浮かんでいた。

「そうだよ。あれが風かざ峰みねグループの、というより、俺おれが個人的に所しよ有ゆうしている島だ」

　士郎はブルガリのチタンフレームを外し、目め頭がしらを押さえた。

　昨夜は遅おそくまで作詞をしていたので、眠ねむ気けが抜ぬけていない。

　Ｓ＆Ｓのリーダーである風峰士郎には、他のメンバー以上の負ふ担たんがかかっているのだ。

「……文字通りの孤こ島とうだな。いっそのこと、刑けい務む所しよでも作ったらどうだ？」

　ギター兼けんボーカル担当の茶ちや髪ぱつ少年、大だい地ち一いつ心しんがいつものように毒どく舌ぜつを吐はく。

「あんなとこにこもって、春コンに向けての強化合がつ宿しゆくだって？　何で東京でやんないんだよ？」

「東京だと、君は絶ぜつ対たいフケるじゃないか」

「そんなに信用ないか、俺？」

「Ｓ＆Ｓ結けつ成せい以来、性せい善ぜん説せつから性悪説に宗しゆう旨し替がえしたんでね」

　士郎は言い切った。

「ともかく、これから一週間、君にはみっちりとヴォイストレーニングをやってもらう。俺は作詞に集中、茜ちゃんは俺たちのサポートだよ」

「は～い、頑がん張ばりま～す！」

　と、元気な茜。

「そういやシロー、コータとトオルはどうしたんだよ？」

「グラビア撮さつ影えいと雑ざつ誌しの取材で、合流は明日」

「それでか、あいつら」

　水みず谷たに宏こう太たと火ひ之の杜もり亨とおるがやけに嬉うれしそうに仕事に向った姿を思い出し、一心はため息をつく。

「……あの島、天てん文もん台だいがあるのね」

　茜の隣となりのシートに座すわった金きん髪ぱつの少女、ニコル・エマーソン・タツミがつぶやいた。

　ニコルは大地一心の義ぎ理りの妹。普ふ段だんはもうひとりの兄で、犯罪研究家でもある巽たつみ玲れいと暮くらしていて、なかなか遠とお出での機き会かいがない。

　今日は士郎の誘さそいで短い休きゆう暇かを過すごすために、こうして瀬せ戸と内ない海かいの上空をヘリで移動しているのだ。

「……ねえ、シローさん、あれどのくらい部屋があるの？」

　茜は尋たずねた。

　島の中心近くには、銀色の天文台がついた大だい邸てい宅たくが見える。その前にはまるでヴェルサイユ宮きゆう殿でんのような中庭があり、その中心にヘリポートがある。

「ゲストルームだけで五十ぐらいかな？」

　士郎はやや控ひかえめに答えた。

「きっと、どの部屋もお前んちより広いぜ」

　一心がクラスメートでもある茜をからかう。

「むう」

　茜は頰ほほを膨ふくらませたが、たぶん、実際にその通りなので反論できない。

　そうこうしているうちに、一同を乗せたヘリはゆっくりとヘリポートに着陸する。

「いらっしゃいませ」

　総そう勢ぜい五十人ほどの屋敷のスタッフが、ヘリポート前に並んで士郎たちを出で迎むかえた。

「ようこそ、みなさま」

　豊かな黒髪をレースの髪かみ留どめでまとめたメイド服の女性が、一歩前に出る。

「お荷物は係のものに。すぐにお部屋にご案内いたします」

「よっ、オリエさん」

　一心は彼女に声をかける。

「お久しぶりです、大地さま」

「へえ、シローの実家に行ったのずいぶん前だけど、俺のこと覚えててくれた？」

「それはもう」

　メイドの織江は微笑ほほえんでうなずく。

「初対面で、それもまだ十七になったばかりの時に〝色いろ気け年どし増ま〟呼ばわりされれば、なかなか忘れられるものではありませんわ」

「……織江、目が笑ってないぞ」

　士郎が注意し、織江を一同に紹介する。

「彼女が別荘を仕し切きる織江。母親が僕の乳う母ばだった関係で、ずっと風峰の筆ひつ頭とうメイドをしている。何かあったら、織江に言うといい」

「オリエさんって、親にも叩たたかれたことがないシローの頰ほっぺたを、初めてひっぱたいた女なんだぜ」

　一心はニヤニヤしながら口を挟はさむ。

「お、お恥はずかしい限りです」

　織江は身を縮ちぢませながらも、ちょっと悪戯いたずらっぽい表情で付け加えた。

「もっとも、最近は士郎さまも女性に頰を叩たたかれることにお慣れになったようですけど」

「……余よ計けいなことは言わないように」

　士郎は咳せき払ばらいする。

「あの……みなさん、いつもこの島に？」

　中庭に立って、改あらためて屋敷の広さに圧あつ倒とうされた茜が織江に尋ねた。

「いいえ」

　織江は笑えみを絶たやさずに答える。

「普段はこの屋敷も、管理人が数名いるだけですわ。私たちのほとんどは士郎さまからここを使われたいとの連絡をお受けして、三日前に風峰家の専せん用よう機きでやってきたんですよ」

「せ、専用機……」

「そういや、滑かつ走そう路ろも見えたよな」

　一心はうなずく。

「港がないようだけど、食料や燃料の類はすべて空くう輸ゆ？」

　ニコルが興きよう味み深げに質問した。

「そのようにさせていただいております」

　織江は頭を下げた。

（何だか超高級リゾートって感じ）

　お泊りの勉強会程度の心算つもりで来た茜は、もう少しマシな服を持ってくるんだったと激しく後こう悔かいする。

「俺はもうシローとの付き合いが長いからな。これくらいのことじゃ驚おどろかなくなってるぜ」

　一心が胸を張る。

「……ただの友人に過すぎないビンボー人が威い張ばることじゃないと思うけど」

　ニコルは肩をすくめると、興味を抑おさえきれない表情で士郎を見た。

「ヘリから見えた天文台、使えるの？」

　クリスマスに玲から天体望ぼう遠えん鏡きようをプレゼントされて以来、ニコルはずっと天文学づいているのだ。

「天気が良ければ今夜にでも」

　同どう好こうの士しを得た士郎の目が輝く。

「準備は出来てるんだろ、織江」

「はい、もちろん」

　織江は優やさしそうな瞳ひとみで士郎を見て答える。

「……天気が良ければ、ねえ」

　一心は次し第だいに強くなってくる風を頰に感じながら、空を見上げた。




　その頃。

　士郎所有の島から十数キロ西の海上を、一いつ隻せきのクルーザーが航行していた。

「そこは安全なんだろうな？」

　二十代半ばの目つきの悪い男が、舵かじを握る青年に念押しする。

「ああ。普段はほとんど無人だ。今は確か、何十人かが滞たい在ざいしているはずだが……まあ、心配するなって」

「？」

　顔をしかめる男。

「手を貸してくれる人間があの島にいるんだ。俺のためなら何でもしてくれる人間が」

　若わか者ものは舵を操そう作さしながらほんの少し、穏おだやかな顔つきになる。

「いったんブツをあの島に隠かくしたら、先方に連絡して取りにやらせる。俺たちは直接取り引き相手と顔を合わせることもない。完かん璧ぺきだろ？」

　クルーザーは次第に暗さを増ます空を背景に、船首を東に転てんじた。




　日ひ暮ぐれを迎えた東京阿あ佐さケが谷やの古い洋館、通称、屍し桜ざくら屋敷の居間では、巽玲がひとりで嘆たん息そくしていた。

「普段、無意識のうちに行なっている習慣的行動を修正するのが、これほど難むずかしいとは」

　何のことはない。コーヒーの粉こなの量を間違えたのだ。

　ニコルがいる時のように、二人前の粉で一人前のコーヒーをドリップしてしまった。

　やたらと苦いモカにお湯を注そそいだ不ま味ずいコーヒーは、玲を嘆なげかせるに十分だったのだ。

「元気にしているといいんだけれど……」

　玲は顔をしかめながら寂さびしがり屋の妹を思い出し、窓の外に目を遣やった。




「ざ、残念だったよね」

　士郎の後について長い廊ろう下かを歩きながら、茜はご機き嫌げん斜ななめのニコルに声をかけた。

　豪ごう華かな夕食を広い食堂で摂とった後、島の天てん候こうは急激に悪化した。

　海は荒あれ、まるで台風のような風雨が屋敷の窓に叩きつけられている。

　当然、ニコルが楽しみにしていた夜の星空観察はキャンセルになった。

「きっと、馬ば鹿かイッシンの日頃の心こころ掛がけが悪いせいね」

　ニコルは断だん言げんした。

「うんうん、確かに否ひ定ていできない」

　茜は腕うで組ぐみをしてうなずいた。

　その一心は夕食の後も、士郎が呼んだヴォイストレーナーのもとで特とつ訓くんである。

「でも、その代わりにプラネタリウムを見せてくれるって言うから、良かったじゃない」

「本当の星ほど、美しくはないわ」

　ニコルは頭を振った。

「同意見だね」

　二人を案内する士郎も、ニコルの言葉を肯こう定ていする。

「だけど本物はまた嵐あらしが去ってからってことにして、今はこれで我が慢まんしてくれるかな？」

　士郎は廊ろう下かの突つき当たりの扉とびらを開けた。

　天文台とはちょうど屋敷の反対側に位置するプラネタリウムは、かなり本格的。

　規模で言えば、東京都最大の池袋のサンシャインシティのそれに匹ひつ敵てきするものだった。

　士郎は茜とニコルを中央の席に座すわらせ、自分は操そう作さパネルをいじる。

　照明が淡あわい赤に変わり、ちょうど夕暮れ時のようにゆっくりと暗くなってゆく。

　ポツリポツリと空に浮かび始める星々。

　やがて……。

　人工でありながら実物に近い美しさを持った夜空が、ニコルたちの頭上に広がった。

　士郎はサティの曲をＢＧＭに、天てん球きゆうを通常の二百八十八倍の速度で回転させる。

　ほぼ二分半のうちに、日暮れから夜明けまでの星の動きが再さい現げんされてゆく。

「すごい！　すごいよ、シローさん！」

　流星が空を横切るのを見て、感かん嘆たんの声を上げる茜。

「少し黙だまってて、お笑い系女子高生」

　ニコルが小声で窘たしなめる。

「ったく、頭の構造がシンプルなんだから」

「ちょっと専門的になるけど、うちの赤外線望遠鏡で撮とった映像を重かさねてみようか？」

　士郎は提案した。

「興きよう味み深いわ」

　と、身を乗り出すニコル。

「……む、む、難むずかしい話にならないんなら」

　逆に茜は退ひきまくる。

（だいだい赤外線がどうして望遠鏡になるのよ？　赤外線って、ウナギ焼いたり、コタツを暖めるのに使うヤツじゃないの～？）

　士郎は天てん頂ちよう近くにオリオン座がくるようにすると、そこに赤外線の画が像ぞうを重ねた。

　虹にじ色いろの雲のようなものがオリオンを覆おおう。

「ＮＡＳＡの提供してくれた電波望遠鏡の画像と比ひ較かくするとよく分かるけど、この赤外線を多量に放ほう射しやしているのが、星の生まれてきている場所。その近くのガスの濃こいところがいわば星の卵たまごだね」

「星の赤ちゃんに星の卵……何だか可愛かわいいかも」

「何でもカワイイで済すますところが、表現力の貧困さを物語ってるわね」

「……地学、取ってないんだもん」

　茜は唇くちびるを尖とがらせると、士郎を振り返った。

「本当に星が好きなんですね。天文台にプラネタリウムまで揃そろえるなんて」

「まあね。俺に最初に星の素す晴ばらしさを教えてくれたのは、織江なんだ。うちは両親とも子供を放ほうって出で掛かけることが多かったから、姉代わりの織江が、よく一緒に夜空を見て星座の名前やそれにまつわる神話を聞かせてくれた」

　士郎の瞳ひとみが温あたたかい輝きを帯びる。

「織江は言っていたよ、両親が別れて兄さんと離はなれ離れになり、初めてやってきた風峰の屋敷はとても恐おそろしく見えたって。でも、その屋上から見る星空は素敵だったってね」

「……で、普段は俺で通しているくせに、オリエさんの前だと僕ぼくになっちゃうのね」

　ニコルが鋭するどく指し摘てきする。

「……さあ、南半球の星座でも見ようかな」

　士郎は誤ご魔ま化かした。




　その夜遅く。

　すでにベッドに入っていた一心の部屋の扉を、誰かが小さくノックした。

「誰だ～？」

　と、枕まくらに顔を埋うずめたままの一心。

「あ、あたし」

　茜の声である。

「……何時だと思ってんだよ」

　一心は怠だるそうに起き上がり、扉を開ける。

　茜は牛の着ぐるみ風のパジャマ姿で、瞳を潤うるませて立っていた。

「あ、あの……、プラネタリウムにバッグ忘わすれちゃったの。ひとりで行くの恐こわいから、大地くん、ついてきてくれないかな？」

「あのだね、女郎花アカネさん」

　一心は眉まゆをピクピクさせる。

「君はさっきまで遊びほ～けてた御ご身み分ぶんで、特訓で疲ひ弊へいした人間をこき使う気なのか？」

「だって……だって……」

　茜はほとんど泣きそうな顔だ。

「で、何が入ってんだよ、そのバッグ？」

「……………ホワイトデーに大地くんから貰もらったシステム手帳」

「……まさか、それだけか？」

「うん。……それだけ」

　一心は嘆たん息そくし、頭を搔かいた。

「……ったく。待ってろ、今着替える」




　廊ろう下かはまだ照明がついていたが、誰も通るものはなく、静まり返っていた。ひとりで歩くと、確かに不ぶ気き味みかも知れない。

「ここか？」

　プラネタリウムの前に着つくと、一心は扉とびらを開いた。

「あれ、ついてる？」

　ここを出る時、士郎がすべての電源を切ったのを茜は覚えていた。

　だが、ドーム状の天てん井じようには星々が映うつし出されている。プラネタリウムが作動中なのだ。

「……照明は？」

「シローさんはパネルをいじってたけど」

「だから、そのパネルはどこなんだよ？」

　星明かりではあたりを見み渡わたせない。

　一心は手て探さぐりで中を進む。

「……大地くん、パネル、こっちだよ！」

　茜が適てき当とうに操作すると、パッと照明がついた。

　次の瞬しゆん間かん。

「いやああああっ！」

　室内を見渡した茜は、一心の胸にしがみついた。

「……見るな」

　一心は震ふるえる茜の頭を抱き締めてやる。

　プラネタリウムの中央のシートには、若い男の姿があった。

　その白い指が星空の一点を指していることに一心は気がつく。

　男はすでに死んでいた。




　十分後。

　一心たちに呼ばれた士郎とニコルが、プラネタリウムの死体の前に立っていた。

　まだ眠ねむ気けの抜けていないニコルは、東京から持ってきた枕まくらを抱かかえ、ピンクのパジャマを身に着つけている。

「警察は天気が回復し、船が出せるようになるまで来られないそうだ」

　地元県警に連絡した士郎が言った。

「玲には？」

　ニコルに尋たずねる一心。

「……ん、そうだね。電話する」

　寝ね呆ぼけ眼まなこをハムスターのようにグシグシと擦こすって、ニコルは携けい帯たいで東京にかけた。

『ニコル、どうしたんだい？』

　電話がつながると、すぐに優しい声が聞こえてきた。

　島には中継所もあるので、音声は結けつ構こうクリアだ。

「レイ、あのね、あのね……」

　玲の声を聞いた途と端たん、ニコルの目はパッチリと開く。

「淋さびしくない、レイ？　すぐに帰るからね」

「んな話は後だ！　貸せって！」

　一心は妹の手から携帯をひったくると、玲に告げた。

「死体が出た。今、お一人様でプラネタリウムを見学してる」

『……プラネタリウムの装そう置ち自体は、発見当初のままかい？』

　一心とニコルの兄であり、犯罪研究家である巽玲は、おおよその状況を聞いた後で冷れい静せいに尋ねる。

「そうみたいだな」

　士郎に確認してから、一心は答えた。

『……では、プラネタリウムを作動させて、星の位置を確認するんだ』

「分かった」

　一心が玲の言葉をそのまま伝えると、士郎はパネルを操作して照明を落とし、星を投とう影えいした。

「これは……春の天ね」

　星座からニコルが判断した。

「ああ。時間的には十一時頃かな」

　と、士郎。

（な、なんでそんなことが分かるのよ？　あんたら、中世のヨーロッパなら絶対に魔ま女じよ狩がりで火ひ焙あぶりだから）

　天文学の知識がまるでない茜にとっては、まるで魔法だ。

『遺い体たいの指が向けられているのは、どの星座のあたりだい？』

　玲は続けて尋ねてみた。

「……ちょうど乙おと女め座ざの方向。間違いない」

　携帯をプラネタリウムの音おん響きよう装そう置ちに接続した士郎が、マイクを通して告げる。

「と、いうことはもしかして……この人、実は女の子!?」

　牛パジャマの茜は、男の遺体を指さした。

「こんな時にボケかますなっての！」

　一心は茜にデコピンを食らわせる。




「……なるほど」

　屍桜屋敷の玲はうなずき、書しよ斎さいの椅い子すを窓の方に向けた。

　昼間は閉じたままの屍桜屋敷のカーテンも、日が落ちた今は開かれている。

　玲は極度の紫し外がい線せん過か敏びん症しようのため、日光に当たることが許されない身体からだなのだ。

「ところで、その男が島に上陸した経けい路ろは解かい明めいされているのかい？　そこを訪れる方法はないんだろう、ヘリか飛行機以外には？」




「無む理りすれば、船で着けないこともないと思いますよ。今、スタッフに島の周囲を調べさせていますけど」

　士郎がそう答えたところに、織江がやってきた。

「士郎さま。西の海岸で無人のクルーザーが見つかりました」

　死体を目のあたりにし、蒼あお褪ざめた顔で筆頭メイドは告げる。

「それだ！」

　士郎と一心は顔を見合わせた。

「クルーザーにはワタシが行くわね」

　ニコルが宣せん言げんする。

「イッシンは、ここをもう少し調べてみて」

「ああ。手分けした方がいいな」

「あの～、あたしも何かするの？」

　茜がニコルと一心を見み比くらべた。

「こっちを手伝ってもらうわ。オリエさんに頼んで、小麦粉と刷は毛けを借りてきて」

「う、うん」

　何に使うのかは分からないが、とりあえず茜はニコルの言うことに従って織江とともにキッチンに向った。

「シロー、クルーザーまで案内して。それから、モバイルとデジタルカメラ」

「分かった」

　士郎がニコルとともにプラネタリウムを出ると、ひとり残った一心は遺体に近づき、状態を観察した。

「……玲」

　一心は東京にいる兄に声をかける。

「血は流れていない。この男は死後、椅子に座らされたみたいだ」

『死し因いんは分かるかい？』

　一心は遺体の後ろに回った。

「後頭部にベットリと血がついている」

『脳のう挫ざ創そうか。近くに血けつ痕こんは？』

「プラネタリウムの装置の台だい座ざと床に。台座の角かどで頭を打ったようだな」

『事故の可能性も……捨てられないか』

「あのな、事故だとしたら誰が死体をあの格かつ好こうにしたって言うんだよ？　席に座って、乙女座の方向を指さしてんだぜ？　頭を打った後に自分で座ったとしたら、ふつう崩くずれ落ちてるって」

『死後も一定の姿勢を保つことは非常に難しいが、可能性はゼロではないよ。弁べん慶けいの立たち往おう生じようの例が示すように、非常に強い意い志しさえあれば、姿勢を維い持じすることはできる』

「非常に強い……意志か」

　一心はつぶやき、遺体の指の先で輝く乙女座を見上げた。




「この国は雨が多すぎるわ」

　座ざ礁しようしたクルーザーのところに着いたニコルは、さっそく中に入った。

「……燃料切れ。移動は不可能ね」

　操そう舵だ室しつを見渡してニコルはつぶやき、舵かじや手すり、計器類に小麦粉を振りかける。

「あの……何を？」

　茜は尋ねる。

「アルミ粉ふん末まつの代わり。指し紋もんを採さい取しゆするの」

　ニコルがそっと刷毛で小麦粉を払うと、船のあちこちに指紋が浮き出てきた。

「これをデジタルカメラで撮さつ影えいして……モバイルでレイに転てん送そう」

　てきぱきと作業を続けるニコルの前で、茜は手伝うことがない。

（うう、あたしって役に立ってない）

　牛パジャマで小麦粉の袋を手にして、突っ立ってるだけの姿はかなり間抜けだ。

「一、二時間で指紋の持ち主を割わり出せるはず。警察庁のホスト・コンピュータに侵入すれば、指紋自動識別システムＡＦＩＳが使えるから」

「ま、またハッキング～？」

「バレなきゃ問題ないでしょ？」

　ニコルはモバイルを閉じた。

「さあ、イッシンのところに戻るわよ。……本当に不ふ快かいな雨だわ」




　予想通り、一時間半後には指紋の持ち主は判明していた。

　モバイルの液えき晶しよう画面の中で、玲はファックスを読み上げる。

『判明したのは二人だよ。ひとりは滝たき口ぐち譲ゆずる。麻ま薬やく及および覚かく醒せい剤ざい取とり締しまり法ほう違い反はんの前ぜん科かあり』

「もうひとりは？」

　と、士郎。

『その相あい棒ぼうの舘たて野の剛たけし。この二人、大きな取り引きを控ひかえてたみたいで、警視庁の国際捜査課もマークしていたらしい。これが連れん中ちゆうの写真だよ』

　玲が見せた滝口の顔写真は、死体の顔と一致した。

「舘野ってヤツも島にいる可能性があるな」

　一心が眉まゆをひそめてつぶやく。

「滝口とは仲間割れか。その舘野がまた誰かを傷つけないうちに見つけた方がいい」

　士郎は織江を振り返った。

「スタッフが単独で動くことがないように徹てつ底ていしてくれ。舘野は僕たちで捜さがす」

「お手伝いします」

　織江は真剣な眼まな差ざしを士郎に向ける。

「駄だ目めだ！」

「いえ。士郎さまをお守りするのは私です。どうしてもそれが認められないのなら、今すぐお暇ひまをいただきます」

「……好きにしろ」

　士郎はため息をついて諦あきらめた。

「じゃあ、俺とアカネが組む。シローはオリエさんと。ニコルは玲との連絡に残れ」

「どうしてアナタが仕切るのよ？」

　一心の指示に、ニコルはそっぽを向く。

『そうしてくれないか、ニコル？　僕も頼みたいことがいくつかあるしね』

　取り成なす玲。

「うん。レイが言うならそうする」

　ニコルはニッコリとうなずいた。

「……この舶はく来らいチビ助、どうして俺と玲だとこう態度が違うんだ？」

　一心はモバイルを切りながら呆あきれ果はてたというように頭を振る。

「玲さんと大地くんじゃ……格かくの違い？」

　と、茜。

「……帰りのヘリ、窓まど際ぎわのシートにならないことを祈るんだな。まだ海の水は冷たいぞ」

　一心は携帯を持ってプラネタリウムを出ると、二階に向かった。

「どうしたの、大地くん？　舘野って人を捜しにいかないの？」

　後に続く茜が首を傾かしげる。

「行くさ。けど、その前にやることがあるらしいぜ」

　一心はもう一度、東京の玲に携帯をかけ直した。




　明け方になって、何の収しゆう穫かくもないまま士郎は屋敷に戻ってきた。

　一心と茜も同様らしく、日が完全に暮れるまでには屋敷に戻ってくると連絡してきた。

　舘野の消息は依い然ぜん、不明。

　雨はさらに激しさを増していた。

「……そう言えば、屋敷の中を調べていなかったな」

　濡ぬれたコートを脱ぎながら、士郎はふと思いついた。

　この屋敷には隠かくれられる部屋がいくつもある。実際、滝口の遺体が発見されたのも屋敷内のプラネタリウムだ。

「織江、下からしらみ潰つぶしに見ていくぞ」

「お供します」

　緊張の表情でうなずく筆頭メイド。

　二人は一階の北側からひとつひとつ部屋を見て回った。

　そして……。




「おっと、動くな」

　天文台の中に踏み込んだ士郎の背中に、冷たいものが押しつけられた。

「舘野か？　僕の背中に突きつけてるのはライフルかな？」

　士郎は慎重に尋ねた。

「Ｇ１１Ｋ３だ」

　チラリと後ろに目を遣やると、写真で見た顔がこちらを向いている。

　間違いなく舘野だ。

「ヘッケラー＆コッホの？　通つう好ごのみだな」

　士郎は両手を上げた。

「士郎さまを放して！」

　織江がキッと舘野をにらむ。

「女、お前もこっちに来い！　こいつを殺されたくなければな！」

　織江は従わざるを得ない。

「余よ計けいなことは話すなよ。アタッシェケースを出してもらおうか？」

「アタッシェケース？」

　と、士郎。

「とぼけるな！　船から消えた、あのアタッシェだ！」

「知らない。本当だ」

「だが、この家の誰かが隠したことに間違いはない。ここに持ってこさせろ」

「聞いたか、織江」

「は、はい」

「イッシンたちに言って、探させるんだ」

「おっと！」

　舘野は織江の腕をつかんだ。

「悪いが、お前さんには残ってもらう。どうやらこのお坊っちゃん、お前さんのことが気に入ってるようだからな」

　舘野は士郎を突き放すと、織江のこめかみに銃口を当てた。

「お前がケースを持ってこい。あと一時間以内にケースを見つけて、ヘリを飛ばせる用意をしろ」

「織江を傷つけるなよ」

　薬やつ莢きようのないケースレス弾を使うＧ１１Ｋ３は、装弾数九十発。

　一瞬のうちに織江の頭部を粉々に吹き飛ばすことが可能だ。

「それはお前次し第だいだ」

　主しゆ導どう権けんを握ったことを確信した舘野はニヤリと笑った。

「イッシン！」

　天文台を出た士郎は、外から戻ってきた一心たちと合流した。

「舘野を見つけた。一時間以内にアタッシェを持っていかないと、人質になった織江が撃うたれる」

「アタッシェ？」

　ニコルが訊きき返す。

「それ何？」

「分からない。だが、舘野はそれを要求している」

「さ、探さなきゃ！」

「今からこの島の中をか？　見つかるわけねーだろ？」

　飛び出そうとする茜の腕を一心がつかむ。

「じゃ、じゃあ!?」

「……ヤツの好きにはさせない」

　士郎はチタンフレームを外し、胸のポケットに差し込んだ。

「イッシン、協力してくれるか？」

　一心は黙だまったまま、ベルトのピックをピンと弾はじいた。




「遅いぞ！」

　士郎が天文台に戻ったのは、五十分後。その右手には、黒いアタッシェが握られている。

「ようやく見つかったよ」

　士郎はケースをかかげて見せた。

「開けて中を見せろ」

「鍵かぎがない」

「……ちっ。まあいい、そいつを置いてお前は下がれ」

「先に織江を返せ」

「まだよく分かっていないようだな」

　舘野は織江の頰ほほに銃口を押しつけた。

「分かっていないのはそっちだ。もし織江を撃てば、僕はここの鍵をかけて警察の到着を待つ」

「……ケースをそこに置け。そいつの中を確認すれば、この女を放す」

「いいだろう」

　士郎は足元にアタッシェを置くと、後あと退ずさりした。

　織江の腕をつかんだまま舘野はアタッシェのところまで来ると、錠じようの部分に銃弾を撃ち込んだ。

　錠が吹ふき飛んだアタッシェを、慎重に足で開けようとする舘野。

　だが、その時、士郎は隠し持っていたリモコンのスイッチを入れた。

　低いモータ音とともに、天文台の丸屋根が開きはじめる。

「何だ!?」

　舘野の注意が一瞬、丸屋根に向いた。

「今だ、走れ！」

　士郎は叫んだ。

　織江が舘野の手を振り切って走り、士郎の腕に飛び込む。

「ちっ！」

　舘野は急いでアタッシェを開き、中を確認する。

　だが、そこに入っていたのは、ハズレと書かれた紙一枚だった。

「騙だましたな！」

　舘野はＧ１１Ｋ３を士郎と織江に向けた。

「だから本当に知らないんだ、そんなアタッシェ！」

　士郎が織江の手を引っ張ってコンソールパネルの陰に飛び込むと同時に、Ｇ１１Ｋ３が火を噴ふき、銃弾の嵐あらしが降り注そそぐ。

「イッシン！」

　開いてゆくドーム状の屋根の上に張りついていた一心が立ち上がり、巨大な望遠鏡の上に飛び移ろうと跳ちよう躍やくした。

「舘野！　お前の相手はこっちだ！」

　Ｇ１１Ｋ３の銃口が百八十度回転し、夜空を背景に飛ひ翔しようした一心に向けられた。

　耳元をかすめる銃弾が、風を切る音を立てる。

　バランスを崩し、滑すべり落ちそうになりながらも望遠鏡の上に降りた一心は、そのまま舘野めがけて一気に駆かけ降おりた。

　同時に、ベルトから抜き放たれたギターのピックが、ライフルのグリップを握った手首に向って飛ぶ。

　ビュッ！

　金を挟んだ特製のピックは舘野の持つＧ１１Ｋ３を弾き、銃じゆう身しんをはね上げた。

「決まれっ、黄金の左ぃっ！」

　一瞬後、加速度のついた一心の蹴けりがアゴに入る。

「……ガ、ガキが」

　舘野はそのままドッと倒れると気を失った。




　昼近くになってやってきた県警に舘野を引き渡し、現場検証や聞き取りを終えた頃には日暮れが迫っていた。
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　そして、警察とほぼ入れ代わりに、Ｓ＆Ｓの残りのメンバー、亨と宏太がやってきた。

「まぁた、俺たちを待たずに何かやらかしたんだって？」

　一同が残っているプラネタリウムにやってくると、亨はみんなを冗じよう談だんめいた非ひ難なんの視線で見渡す。

「そ～ですよ！　たまには僕にも活躍の場をください」

　宏太も同どう調ちようする。だが、一心は二人に笑え顔がおを返しはなかった。

「……おい、イッシン？」

　不ふ審しんそうに一心の顔をみつめる士郎。

「まだ肝かん心じんの問題が解決してない」

　一心はまた、携帯を取り出した。

「舘野は引き渡した。そろそろ滝口殺しの方もけりをつけようぜ」

　一心は東京の玲に向って言った。

「へっ？」

　茜がポカンと口を開ける。

「滝口はあの舘野が殺したんでしょ？」

「舘野はアタッシェを探していた。もし自分が殺したのなら、そんなことはしないさ」

「殺された滝口ってヤツが隠したんだろ？」

　亨が指し摘てきした。

「舘野はプロだ。隠した場所を聞き出すまでは殺すはずがない。舘野でも、滝口でもない誰かがアタッシェを隠した。そしてその人物が滝口の死に関係しているんだよ」

　一心はニコルに目め配くばせして、玲とつながっている携帯をコンソールに接続させる。

「そうだろ、玲？」

『論理展開に問題はないね』

　玲の声が、プラネタリウムに響ひびき渡った。

　そして、一心は筆頭メイドの前に立つ。

「……アタッシェはどこだい？」

「待てよ！」

　士郎がいつになく感情をあらわにして、一心と織江の間に割って入る。

「そんなことがあるはずがない！」

「オリエさん、あんた、シローにウソをつき続ける気か？」

　士郎の肩ごしに一心は語りかける。

「……お待ちください」

　織江は一礼して、プラネタリウムを出ていった。

　しばらくして戻ってきた時、織江は胸に黒いアタッシェを抱かかえていた。

「滝口譲は私の兄です。父と母が別れた時、私は母に、兄は父に引き取られました」

　淡たん々たんとした口調。

　まるですべてが暴あばかれることを、すでに知っていたかのようだ。

「子供の頃は……とても優しい兄でした」

「何を言ってるんだ！」

　織江を問い詰めようとする士郎を、一心が制せいした。

「オリエさん、あんたがしばらくぶりに再会した時、滝口はすでに麻薬取り引きなどの犯はん罪ざいに手を染めてた。そして、あんたが風峰のメイドとして信頼されていることを知って、普ふ段だんは人の少ないこの島を、密輸の中継基地に使おうとしたんだ」

　一心の視線がアタッシェを示す。

「……当然、二人は衝しよう突とつした」

「大地さまの仰おつしやる通りです。揉もみ合っているうちに……気がつくと兄は倒たおれて……」

　織江は目を伏ふせ、アタッシェを差し出した。

「私は走って部屋に戻り、これを隠しました」

　ニコルがピンで錠じようを開け、アタッシェを開いた。中身は、ケースに入った電子部品のようなものだ。

「何だか分かるか？」

　一心は玲に尋ねる。

『見けん当とうはつく。テロ支援国家への輸ゆ出しゆつが禁じられている日本製のマイクロチップ。悪用すれば、ミサイルなどの誘ゆう導どうシステムの中ちゆう枢すうになるものだよ。国によっては、かなりの額がくを出しても手に入れたいと考えるだろう。麻薬を密輸するよりは安全だし、利益率も高い』

「……滝口は妹のオリエさんならば、きっと手を貸してくれるだろうと思っていたのね」

　と、ニコル。

『風峰家、いや、シローくんのためなら命さえ惜おしまない織江さんのことだ。言い争ううちに過あやまって滝口を押し倒し、打ち所が悪かった彼はそのまま死んだ。そうだね？』

「……ええ。せめてもの救いは、母が兄妹で殺し合うところを見ずに逝いったことです」

　白いエプロンのフリルを握る手が小さく震える。

「きっと……兄は私を恨うらんでいるでしょうね」

『いや、それは違う。君のお兄さんが何を指さして死んだか、思い出すんだ』

　一心が明かりを落とし、星をもう一度映し出した。

　織江の目が、乙女座に向けられる。

『乙女座の乙女は正義の女め神がみアストリアだと言われている。公平に裁さばきを下し、無む辜この人間には自由を、罪人には罰を与える女神だ』

　玲は続けた。

『君のお兄さんは、自分が死んだのは正しい裁きの結果だと告つげようとした。君に罪つみはない。頭部を強打して死にゆく中で、自分が妹に対してどんなに酷ひどいことを強しいようとしていたのかを悟さとったお兄さんは、必死になって自分の後悔を君に伝えようとしたんだ』

「そんなの……噓うそです。私を慰なぐさめようとする作り話だわ」

　織江は頭を振る。

「噓なもんか！」

　一心が織江の肩をつかみ、自分に言い聞かせるように言う。

「兄妹なんだろうが！　たとえ殺されたって、妹のことを許さないはずはない、そういうもんだろ！」

「……兄さん」

　織江は崩くずれ落ちた。

「イッシン」

　士郎は織江の肩を抱いて席に座らせる。

「少しだけ、二人きりにしてくれないか？」

「ああ」

　一心たちはプラネタリウムを出ていった。




「……僕はお前を、警察に渡さなくちゃいけない」

　姉代わりだった女性の隣に座った士郎は、しばらくしてから告げた。

「承しよう知ちしております。でも、その前に」

　ようやく落ち着いた織江はうなずき、ためらいながら続けた。

「ひとつ、お願いがあります……最後に膝ひざ枕まくらをしてもらまえせんか？」

「膝……枕？」

「昔、屋根に登って一緒に夜空を見ていた頃、士郎さまはよく私に膝枕をさせて、そのままお眠りになっていましたね。一度でいいんです。今度は私が……」

「ああ」

　士郎は織江の頭をそっと膝に置いた。

「……風峰の家に迷惑をかけて、申し訳ありませんでした」

「くだらんことを言うな」

「でも、安心してください。もう士郎さまを煩わずらわせることがないよう、薬を飲みました」

　織江は笑みを浮かべる。

「！」

　士郎は織江のエプロンのポケットから、睡すい眠みん薬やくの空ビンが落ちるのを見た。

「幸せです、このまま士郎さまの膝で夢見るように……」

　織江は目を閉じた。

「冗談だろ！　ふざけているんじゃない！　織江！　織江っ！」

　士郎は必死になって織江を揺り動かす。

「……さようなら」

「嫌だ！」

　士郎は織江を抱き締めて叫んだ。

「約束したじゃないか、ずっと……ずっとそばにいてくれるって！」

　一心たちの前では感情をほとんど剝むき出しにしたことがない士郎の頰が濡ぬれる。

「お前がいてくれたから、僕は風峰の名前に押し潰つぶされずにやってこれたんだ！　頼む、どこにも行くな！」

　士郎の声を聞いて、いったんプラネタリウムを出た一心たちが駆け戻ってきた。

「イッシン、一番近い病院まで飛ぶ！　緊急搬はん送そう用のヘリを準備するようスタッフに言ってくれ！」

「慌てるなよ、シロー。オリエさんは無事だ」

　一心は狼ろう狽ばいするリーダーの肩に手を置く。

「馬鹿言うな！　睡眠薬を一ビン飲んだんだぞ！」

　士郎はその手を振り払う。

「そのビンか……」

　一心は茜と顔を見合わせてニヤリとした。

「ビタミン剤で死ぬのは難しくないか？」

「ビ、ビタミン……剤!?」

　織江はパッチリと目を開いた。

「ワタシに隠れて昼間のうちに二人でコソコソ何かやってると思ったら、アカネに薬を入れ替えさせたのネ」

　ニコルが腕を組んで一心と茜をにらんだ。

「おいおい、玲の差し金だぜ。あいつが自殺の可能性があると言ったんだからな」

「悪いと思ったけど、織江さんの部屋に忍び込んで、ビタミン剤とすり替えちゃいました～」

　と、茜が舌したを出す。

「俺はハッピーエンドが好きなんだよ」

　一心は、啞あ然ぜんとする士郎と織江に向かってウインクした。

「意地の悪い子！」

　織江はバツが悪そうに士郎の膝から飛び起きると、両手で顔を覆おおって泣きだした。

　その織江を、士郎はもう一度、強引に自分の膝に寝かせる。

「あっ……」

「落ち着くまで、そうやって少し休んでた方がいいぜ」

　一心は織江に告げた。

「玲によると、今回の一件は正せい当とう防ぼう衛えいとはいかなくても情じよう状じよう酌しやく量りようの余地はあるみたいだ。シローのことだから一流の弁べん護ご士しをつけるだろうし、実刑は避さけられるさ」

「良かった～」

　茜がほっと胸を撫なで下ろした。

「でも、私はもう……」

「しっ、黙るんだ。お前は風峰家の筆頭メイドだ。死んでも辞やめさせはしないからな」

　キツい言葉とは裏腹の優しい笑顔で見つめながら、士郎は織江の豊かな髪を撫でる。

「……はい」

　織江は頭を士郎に委ゆだねたまま、小さくうなずいた。

「さ、て、と。俺たち。本格的にお邪じや魔まなようだから、行くか」

　一心はニコルと茜の頭をポンと叩くと、プラネタリウムを後にした。




「やっぱ、このあたりは星がきれいだよな」

　外はすでに暗くなっていた。

　嵐が去った後の空は雲ひとつなく、乙女座の星々も天空高く輝いている。

「本当……、きれい」

　茜はほんのちょっと、気づかれない程度に一心に寄り添そってみた。

　一心の腕にわずかに触ふれるだけで、とても安心する。

「へへへへ」

「なに笑ってんだよ？」

　一心は茜を見下ろす。

「な～んでも」

「……変なヤツ」

　一心はジーンズのヒップポケットから携帯を引っ張り出すと、空を見上げながらもう一度、東京にかけた。

「玲か？　終わった。オリエさんも無事だぜ。……ああ、分かった」

　ニコルの方にチラリと目をやった一心は、うなずいて携帯を耳から離す。

「お前に代われってさ」

「そもそも、それ、ワタシのでしょ」

　ニコルは顔をしかめながら、携帯をひったくった。

「レイ、ワタシよ」

『ご苦労さま、よく頑がん張ばったね』

　東京の屍桜屋敷の玲は、窓のカーテンを開けながら妹に労ねぎらいの言葉をかけた。

『今夜は東京もよく晴れている。乙女座のスピカもハッキリと見えるよ』

「ココからも見えるよ。手がとどきそう」

『ああ……本当だね』

「あ、あの……じゃあ、手を伸ばしてくれない？　……ワタシもそうするから」

『いいよ』

　二人は同時にスピカに向けて手をかざし、そっと星を握り締めた。

　一等星の青い輝きが、すっぽりと手のひらに包まれる。

「ワタシの手、感じた？」

『うん』

　玲はこぶしを自分の額ひたいに当てる。

『感じるよ、本当に』

「……とっても温あたたかいね」

　ニコルも星をつかんだ手をそっと胸に当てて、目を閉じた。





The End
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　あの性格のいいシロー・カザミネがどうして極ごく悪あく人にんのイッシンの友人なのか、今もって理解不可能。

　次にあの島に行く時は、レイと一緒がいい。

　もちろん、イッシンは抜ぬき。




　コメントを書き込み、ナンバリングを終えたニコルは、ちょっとペンを置き、身体からだを解ほぐすように肩を回した。

「レイ……一緒に見ようね」

　玲と腕うで組ぐみをして星空のもとに立つ自分の姿を想像すると、自然と頰が弛ゆるむ。

　その時。

　肘ひじがファイルの山にかすかに触ふれた。

「あっ！」

　ファイルは崩くずれて、床ゆかにバサバサと落ちる。

　ため息をついた少女はピョンと椅い子すから飛び降り、一冊一冊それを拾ひろい上げてゆく。

　すると、机の脚あしのそばに一冊のノートが落ちていたのが偶ぐう然ぜん、ニコルの目に入った。

「……これは……ファイルじゃないわ」

　かなり痛んでいるＢ５サイズの安物である。

　表紙にはＡ・Ｏの頭文字。

「アカネ・オミナエシの忘れ物？　……あの取とり柄えゼロの女子高生が、普段からウチに入り浸びたっている証しよう拠こね」

　少女はそのノートを開いてみた。
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　Ｂスタジオ

　４・１８　ＡＭ




　ようやく『Ｓ＆Ｓソーズアンドソーサリー世界征せい服ふく！』の録とりが終る。

　28時。

　昨日きのうも徹てつ夜やだったし、もう、脳のうが前ぜん頭とう葉ようあたりから腐くさってきそう。

　大だい地ちくんも含ふくめてＳ＆Ｓのメンバーは、なんであんなに元気なんだろう？

　控ひかえ室からバンまでメンバーの私し物ぶつや楽器、衣い裳しようを運ぶのはあたしの仕事である。

　で、バンに全部を運び終えるまで20分。

　家まで戻もどると寝ねる時間がないので、合宿所で仮か眠みんを取ることにする。

　帰りのバン、時速80キロ近く出しながら、ハンドルを握にぎるマネージャーさんはイビキをかいてた。

　いつか死ぬ、と思う。







　事務所の合宿所

　５・２２　ＡＭ




　合宿所に到とう着ちやく。

　あたしが寝るのは、マネージャーさんと同じ四よ畳じよう半。

　いつものことながら、この人、服、脱ぬぎ散らかしたままである。

　結けつ構こう、汗あせ臭くさい。

　まあ、あたしも週末から着き替がえてないから、人のことは言えないが。

　ちなみに合宿所の部屋割りは、大地くんと宏こう太た、士し郎ろうさんと亨とおるさんの組み合わせ。

　だけど、士郎さんは帰ってからも大たい抵てい、しばらくは居い間まで勉強している。

　忙いそがしい時には、合い間に作曲もこなすのだから、スゴい。

　その上、あたしの勉強まで見てくれることだってあるんだから。

　士郎さんが勉強や作曲をしている間、亨さんはたぶんゲーム。

　マネージャーさんから、ゲームは一日一時間だけ、と子供みたいな注意をされている亨さんだけど、時々こっそりとやってる音が、廊ろう下かに漏もれてくる。

　宏太は、大地くんが構かまってやらない時には、すぐにピンクのパジャマに着替えてそのままグッスリ寝込む。

　春先のミツユビナマケモノのように悩なやみのないヤツである。

　大地くんは、気が向くとあたしにギターを教えてくれることがある。

　先生としては結構厳きびしいし、口が悪い。

　愛の鞭むち、と思いたいところだが、実際は単なる意い地じ悪わるだと思う。

　でも、明日は学校があるので、大地くんももう寝ることにしたようだ。

　だから、あたしも寝る。

　確たしか、生物のレポートがあったけど、明日の朝、美み紗さか夏なつ紀きに写うつさせてもらうことにしよう。







　合宿所

　８・０２　ＡＭ




　寝ね過すごした。

　完全に。

　薄はく情じよう者ものの大地くんと宏太、先に学校に向かったみたい。

　まったく、ちょっと声をかけてくれても良さそうなものである。

　あの連中は、女の子が朝の支し度たくに時間がかかることへの理り解かいがゼロだ。

　……声かけたけど、爆ばく睡すいしてて気がつかなかっただけかもしれないが。

　学校が違う士郎さんと亨さんは、マネージャーさんのバンでとっくに出発している。

　シャンプーする時間さえない。

　コンビニのおにぎり（税ぜい込こみ１２０円）をかじりながらスケジュール表で今日の予定を確かく認にんし、戸と締じまりをしてから飛び出す。







　学校　正門前

　８・５７　ＡＭ




　駅からダッシュしたが、ムダだった。

　こっそりと教室に向かう。

　なぜだろう？

　いつもより学校が静かな気がする。







　学校　教室

　９・０１　ＡＭ




　ボーゼン。

　教室はもぬけの殻から。

　誰だれもいない。

　よくよく見ると、隣となりの教室も、その隣も、その隣も、その隣も、その隣も、その隣も、だ～れもいない！

　休校日だろうか？

　な訳わけがない。

　確かに、仕事が忙いそがしくて学校の行事の予定は確認してなかったけど、大地くんも宏太も学校に向かったのだ。

　だいたい、休校だったら、美紗か夏紀が教えてくれるはずだ。

　……大地くんは信用できないにしても。







　学校　教室

　９・１６　ＡＭ




　もう、どうしていいか分からない。

　とりあえず、寝る。







　学校　廊ろう下か

　１０・３２　ＡＭ




　１時間ちょっと寝たので、頭はスッキリ。

　だが、事じ態たいは深しん刻こくである。

　中等部も含めて、全校生徒が消えているのだ。

　誘ゆう拐かいだろうか？

　でなきゃ超ちよう大量殺人？

　もしかして、ここはバミューダ・トライアングル？

　それとも、八やつ墓はか村むら？

　もはや、『怪かい奇き！　絶ぜつ叫きよう！　芸能人が語る真夏の夜の恐きよう怖ふ特とく番ばん』か、『激げき撮さつ！　続・世界の最新ミステリー・スペシャル百選！　パート５』の世界である。

　警けい視し庁ちようの乾いぬい警けい部ぶ補ほか結ゆう城き警けい視しに連れん絡らくしようかとも思ったけど、こんな話をしても信用してもらえないに決まっている。

　自分の力で、この謎なぞを解とくしかないのだ。

　……って、無む理りじゃん。

　誰か助けてよぉ～！

　大地くん、なんでいないの～っ!?







　学校　玄関ロビー

　１０・４５　ＡＭ




　真ま面じ目めな話、大地くんや美紗や夏紀に何かあったら、って考えると、胸が締しめ付けられるような感じがした。

　こうなったら、頼たよりになる人はあの人しかいない。

　屍し桜ざくら屋や敷しきに電話。（……この電話代、経けい費ひで落ちるんだろうか？）

　可愛かわいげのない玲れいさんの妹、ニコちゃんが出る。

　すっっっっっごく面めん倒どう臭くさそうな声で、玲さんに取り次いでくれる。

　事情を話すと、

「手近なところから、よく調べてごらん。きっと何か手がかりがあるはずだから」

　と、玲さんは言ってくれた。

　いつもの冷静な声。

　あたしもホッとする。







　学校　教室

　１０・５１　ＡＭ




　玲さんのアドバイス通り、まず自分の教室、それも机つくえのまわりから調べてみることにする。







　学校　教室

　１１・０８　ＡＭ




　大地くんの机の中をのぞいて、メモを発見。

　折りたたまれたその紙には、鉛えん筆ぴつで、




　５０×５０×５




　と、書いてある。

　こんな暗あん算ざん、あたしでもできる。

　１２５０だ。

　でも、それが何？







　学校　教室

　１１・０９　ＡＭ




　……間ま違ちがえた。

　１２５００である。







　学校　教室

　１１・１４　ＡＭ




　続いて、美紗の椅い子すの裏うらに、チョークで書かれた文字を発見。




　１１×４２×１＝ＥＢＯＮＹ＆ＩＶＯＲＹ




　辞じ書しよ（夏紀の机から拝はい借しやく）を引いてみる。

　ＥＢＯＮＹは黒こく檀たん。

　ＩＶＯＲＹは象ぞう牙げ、だそうだ。

　なんじゃ、こりゃ？







　学校　女子更こう衣い室

　１１・１９　ＡＭ




　夏紀のロッカーの扉とびらの裏の鏡に、ルージュで書かれた新たなメッセージ発見。

　夏紀、校こう則そく違い反はんのコスメとか、ロッカーに隠かくしてる。

　にしても、何だろ？

　このセクシー系けいの下着とか、パンプスの類たぐいは？

　学校に置いとく必然性は？

　……まっ、それはそれとして、この二日、お風ふ呂ろに入ってなかったから、無む断だんでデオドラントを借りることにする。

　必要以上にたくさん使ったりして。

　……ファッション雑ざつ誌しもあった。

　これもあとで借りよう。

　けど、女子のロッカーをこっそり調べるなんて、変へん質しつ者しやになった気分。

　で、問題のメッセージは、




　３６×４６×３＝ＨＵＭＡＮ　ＢＯＤＹ




　このくらいの英語なら分かるぞ。

　ＨＵＭＡＮは人間の、という形けい容よう詞し。

　ＢＯＤＹは身体からだ。

　つまりは人体だ。

　……だから、何なのよ？







　学校　下げ駄た箱ばこ

　１１・２８　ＡＭ




　自分の下駄箱で新たなメモ発見。

　だんだんお腹なかが空すいてきた。




　８×２９×４＝ＧＯＡＬ！




　……あたしの胃い袋ぶくろは、大脳と直結しているようだ。

　空くう腹ふくで頭ず痛つうがしてきた。







　学校　玄げん関かんロビー

　１１・３６　ＡＭ




　もう一度、玲さんに電話。

　けど、出たのはまた、可愛げのないニコちゃん。

「レイは今忙しいの。話ならワタシが聞くわ」

　いつもより、も～っと冷ややかな、可愛げのないニコちゃん。

　取り次いでくれない。

　メチャクチャ×２、心こころ許もとないけど、仕し方かたなしにこれまでのことを説明する。

　全校生徒が行方ゆくえ不ふ明めいになったこと。

　大地くんたちに何かあったかも知れず、謎なぞのメッセージが残されていたこと。

「……オミナエシ・アカネという人間は、中学校をちゃんと卒そつ業ぎようしたのかしら？」

　あたしの説明を聞き終ると、可愛げのないニコちゃんは言った。

「したわよ！　でなきゃ高校生になれる訳わけないでしょ！」

　と、必要かつ十分な反はん論ろん。

「それなら分かるはずよ。関かん数すうのグラフの書き方、覚えている？」

「……すみません。もう一度図書室で復習してきます」

　これは反論不ふ可か能のう。

「あなたが学習し直すのを待ってるほどヒマじゃないの。説明するから聞きなさい」

「はい」

　まったく、どっちが年上か分からない。

「学校内の案内地図はあるかしら？」

　可愛かわいげのないニコちゃんは尋たずねた。

　それならこの玄関ロビーにあるので、あたしはそう告げる。

「じゃあ、物差しとマジックを持ってそこに移い動どうして、よくながめてみることね。ヒントをあげる。ＥＢＯＮＹとＩＶＯＲＹは黒こつ鍵けんと白はつ鍵けん、つまりピアノの鍵けん盤ばんを表すのによく使われる言葉よ」

「ほうほう」

　うなずくあたし。

　だが、電話はそのまま切られた。

　ブチッ。

「……って、今のでヒントは終りかいっ？」

　しょうがないので、あたしは可愛げのないニコちゃんに言われた通りにマジックと物差しを取ってくる。

　で、学校の地図とにらめっこ。







　学校　玄関ロビー

　１１・５０　ＡＭ




　可愛げのないニコちゃんは、関数やグラフがどうとか言ってた。

　あたしはもう一度、残されたメッセージを並ならべて見み比くらべる。




　５０×５０×５




　１１×４２×１＝ＥＢＯＮＹ＆ＩＶＯＲＹ（これは可愛げのないニコちゃん説だと、ピアノ）




　３６×４６×３＝ＨＵＭＡＮ　ＢＯＤＹ（人体、である）




　８×２９×４＝ＧＯＡＬ！（ゴールは、どう考えてもゴールだろう）




　大地くん、４時には渋しぶ谷やで雑ざつ誌しの取材が入ってる。

　早く見つけないと。







　学校　正面玄関ロビー

　００・０３　ＰＭ




　メッセージを見ていると、四つの式の、それぞれの３番目の数字だけが１桁けたなのが気にかかる。

　最初が５。

　次が１。

　で、３と４。

　順番に意味があるのだろうか？

　それに、学校の地図と何の関係が？







　学校　正面玄関ロビー

　００・０７　ＰＭ




　頭が疲つかれた。

　つくづく、ミステリー向きの性せい格かくじゃないと感じる。

　どちらかというと、恋れん愛あいドラマのヒロイン？

　……すいません、夢ゆめ、見てました。

　日誌に記録するのもダルくなってきた。

　壁かべの地図もメッセージも、もうたくさん。

　……と、思ってトイレに行こうとしたら、ちょっと思いついたことがある。

　これから、その思いつきが正しいかどうか、試ためしてみる。







　学校　正面玄関ロビー

　００・２３　ＰＭ




　すごい。

　あたし、天才。

　たぶん、これ、合ってる。

　あたしは学校の敷しき地ちを表す地図に、縦たて横よこ49本ずつ線を引いてみた。

　５０×５０×５

　というのは、学校の内の位置を表す座ざ標ひようではないか、とあたしは推すい理りしたのだ。

　うちの学園の校こう舎しやは４階建て。

　屋上を勘かん定じように入れると、５層そうである。

　すると、ピアノのある音楽室は、南西の端はしから横に数えて11番目、縦に数えると42番目のマスに入った。

　階数は１階だ。

　今度は横36番目、縦46番目のマスを見てみる。

　階数は３階。

　その場所にあるのは生物室だ。

　生物室には、確かに〝人体〟模も型けいがある。

　この二つがヒントだとすると、最後の、

　８×２９×４＝ＧＯＡＬ！

　の場所に答えが待っているはずだ。

　地図で確認すると、そこは４階の生徒会室。

　大地くん、美紗、夏紀、待ってて。

　きっと助けだしてあげる。







　学校　生徒会室

　００・３０　ＰＭ




　武ぶ器き代わりにモップを持って、あたしは生徒会室に飛び込んだ。

　カーテンが締しめ切られた真っ暗な部屋。

　大おお勢ぜいの人の気け配はい。

「大地くん！　いるの!?」

　あたしは叫さけんだ。

　その瞬しゆん間かん。

　パッと明かりがつく。

「……へっ？」

　そこには見知った顔が集まっていた。

　夏紀と美紗。

　クラスの連中。

　宏太。

　士郎さんと亨さん。

　それに二ふ美み花かちゃん。

　マネージャーさんに、社長さん。

　上かみ川かわ理さと子こさんと弓ゆみ塚づか亜あ希き美みさん。

　乾警部補と結城警視、それに大地くんのお母さんのかおるさん。

　携けい帯たいを持って笑ってる、可愛げのない（いい加か減げん飽あきてきた）ニコちゃん。

　それと……大地くん。

　みんなが、机をくっつけたテーブルを囲んで、モップを振ふり上げたあたしを見ていた。テーブルの上には、超ちよう豪ごう華かな食事と飲み物。

　そして、教室中を飾かざる花。

　みんな、さらわれて監かん禁きんされているようには見えない。

　犯はん人にんらしい人間の姿もない。

「ど、ど、ど、ど、ど、ど、ど、どういうこと!?」

　あたしは夏紀を問い詰める。

「どういうことって、ねえ？」

　夏紀は美紗を見る。

「ちょうど、今日は休校日でしたから～」

　ニコニコと、とんでもないことを言う美紗。

「きゅ、休校日!?　あたし、聞いてないわよ！」

　確かに、生徒手帳を見ると休校日と書いてあるが、これは変へん更こうになったと生徒会副会長である夏紀が前に教えてくれたのだ。

「当然でしょ」

　と、夏紀。

「みんなで一か月も前から計画して、黙だまってたんだもの」

「生徒会の通達で部活もみ～んな、午後からにしてもらいました～」

　美紗は茫ぼう然ぜんとするあたしの手を引き、大地くんの隣となりに座すわらせる。

「面おも白しろいゲームだったでしょ、先せん輩ぱい？」

　無む神しん経けいにも宏太がほざいた。

　こっちは本当に事じ件けんだと思ったんだぞ！

「ごめんね、これ、イッシンが考えた趣しゆ向こうだから」

　士郎さんが謝あやまる。

「けど、何かしてやりたいと思ったのは、みんな同じだな」

　亨さんがコップにジュースを注いでくれた。

「まっ、自分らヒマだし」

　乾さんが言うと、隣の結城警視が立ち上がってその頭をペチンと叩たたく。

「馬鹿者！　警視庁のスーパーエリートに、ヒマな時などない！」

「じゃ、なんで警視は来てんスか？」

　涙目になって抗こう議ぎする乾さん。

「それは……かおるさんが……」

　結城警視は真まっ赤かになって口ごもる。

　この人、とっても分かりやすい。

　本当にエリートなんだろうか？

「みんな、この日のためにスケジュールをやり繰くりしたんだから」

　二美花ちゃんがウインクした。

「こういう時、フリーになって良かったと思うわね」

「あたしは夜や勤きん明あけで辛つらいです～」

　とは、フリーアナウンサーの理子さんと局アナの亜希美さんだ。

「まあ、日ひ頃ごろこき使ってるってこともあるし」

「あら～ん、人聞きの悪い。あたしはアカネちゃんをこき使ったことなんかないわよ」

　マネージャーさんの言葉を、社長さんは身をくねらして否ひ定ていする。

　どうやら、社長さんの感覚では、月給百円で一日15時間働かせるのをこき使うとは言わないらしい。

「……あの～、まだ事じ情じようがよく吞のみ込こめないんだけど？」

　もう、何が何だか分からないあたし。

　本来なら、マジで怒おこってもいい立場のはずだが、あまりの急展てん開かいに感情がついていかない。

　ただ、大きく口を開けて、間ま抜ぬけな顔をさらすのみである。

（この時の顔を写真に撮とられないで、本当に良かった）

「ふふふ、実はね」

　マネージャーさんがあたしの顔を見る。

「アカネ、このところ『Ｓ＆Ｓ　世界征せい服ふく！』に、ほとんどレギュラーって感じで出てるでしょ？」

「……確かに」

　けど、罰ばつゲームのコーナーだけである。

　それもモザイクをかけられたり、着ぐるみだったりして、顔がまともに映うつったことはない。

　……映っても困こまるシチュエーションがほとんどだけど。

　だいたい、いっつも思うんだけど、なんで大地くんが遅ち刻こくすると、あたしがこっぴどい目に遭あうんだか？

　昨日の夜だって、局裏の駐車場で、酩めい酊てい宇宙怪かい獣じゆうグデングデンの着ぐるみ着せられて、十二頭の警けい察さつ犬けんに追っ掛かけられたのだ。

　ううっ！　このくらいのことは、平気に感じられるようになってきた自分がイヤだ。……ごめん、訂正。

　正直、あんまし自分はイヤじゃないかも知れない。

　どっちかって言うと、大好き。

「でさ、出たんだよね、ギャラ」

　マネージャーさんは続けた。

「…………………………………………………………………はあ？」

　理解できないあたし。

「あんたに出たの。少しよう額がくだけど、ギャラがね」

「うっそーっ！」

　あたしは23・５センチほど椅い子すから飛び上がる。

「それでだな」

　大地くんが咳せき払ばらいをする。

「非常に不本意ではあるが、Ｓ＆Ｓメンバーの多た数すう決けつにより、付き人、女郎花おみなえし茜あかねの慰い労ろう会かいを開くことになったんだ」

　……ちょっと待て！

　四人の多数決で不本意だったってことは、大地くんだけが反対した訳かいっ!?

「ほんのささやかなものだけど、ね」

　士郎くんがいつもの優やさしい笑え顔がおを見せる。

　一度でいいから、大地くんのこういう顔を見てみたいものだ。

「ということは、あのメッセージって……」

　あたしをここに呼よび寄よせるためのものってこと!?

「やっと理解したみたいね」

　可愛かわいげのない（まだ引っ張る）ニコちゃんが肩かたをすくめた。

「ごく簡かん単たんな謎なぞ解ときのつもりだったのに、答えを聞かれて困ったわ」

「じゃあ、あの電話の時は!?」

「ええ。もうこっちにいたの。屋や敷しきにかかった電話は、この携けい帯たいに転送するようにしてもらって」

　可愛げのないニコちゃんは、携帯を振ふってみせる。

「じ、事件じゃなかったんだ～」

　ようやく事じ態たいの全ぜん貌ぼうを把は握あくしたあたしは、テーブルに突つっ伏ぷした。

「そもそも本当に誘ゆう拐かいだったら、誰だれがあんなクイズっぽいメッセージを書き残すというのかしら？」

　可愛げのないニコちゃんは容よう赦しやがない。

「その一点を考えただけでも、事件性がないことは分かるはずだけど？」

　そりゃまあ、そうである。

　犯はん人にんがわざわざ潜せん伏ぷく場所のヒントを残してくれる訳がないし、誘拐された人にしても、あんなに凝こったものを考えるヒマも余よ裕ゆうもないはずだ。（その上、犯人がそれを見み逃のがす可能性もメチャクチャ低い）

　……けど、普ふ段だんでさえ沈ちん着ちやく冷れい静せいからほど遠いあたしが、そんなことに気がつく訳ないでしょ！

「レイから伝言。残念ながら欠席するけど、勘かん弁べんしてほしいって」

　可愛げのない（これで最後にしよう）ニコちゃんは視し線せんで示しめした。

　テーブルの上に花束。

　レイさんのカードがついている。




　いつもイッシンのためにありがとう




「……玲のヤツ、何だって？」

　大地くんがカードをのぞき込もうとする。

　あたしはさっとカードを隠かくした。

「……まあ、いいや」

　大地くんは席から立ち上がった。

「毎日ご苦労さま、アカネ」

　ちょっと視線をそらしながら、コーラの入ったグラスをあたしの方に差し出す。

　あたしもうつむいたまま、カチンと自分のグラスを打ち合せた。

「いつもありがとう」

「感かん謝しやしてるよ」

「ありがとうございます、先せん輩ぱい」

　みんなの声。

　あたしのために、集まってくれた大切な人たち。

　涙なみだがこぼれそうになる。

　けど、その時。

　あたしはふと思いついて、社長さんに尋たずねてみた。

「ところで、あたしのギャラっていくら出たんです？」

「すごいわよ～」

　社長さんはあたしの手を握にぎる。

　……正直言って、やめて欲ほしい。

「なんと、半年分で30万！」

　半年分で30万というのは、ある意味、ＴＶのギャラとしては超破は格かくのビックリドッキリプライスだと思うけど……。

　でも、いいもんね。

　これで月給百円女という屈くつ辱じよくの呼び名ともおさらば、である。

　明日からは、コンビニのおにぎりも１３０円のが買える。

　それも、ウーロン茶付きで。

　デザートに、チーズケーキさえつけられるのだ。

　……いやいや、けち臭くさいことを言うのはよそう。

　正月のお年玉を使いきって以来買ってない、新しい服も揃そろえられる。

　エルメスのバッグだって、アウトレットなら買えるかも知れない！

「ちょーだいっ！　今すぐそのお金、ちょうだいっ！」

　あたしは事じ務む所しよに使い込まれないうちにギャラを自分の財さい布ふに入れようと、社長の襟えり首くびをつかむ。

　しかし、この後、あたしには驚きよう愕がくの事実が待っていた。

「お金？」

　社長は目をそらす。

「……残ってないわよ」

「はあ？」

　あたしは訊きき返した。

「だから、残ってないの」

　社長は繰くり返す。

「この慰労会、結けつ構こう金がかかったんだ。花代とか料理代で」

　と、大地くん。

「シェフはシローの家から呼び寄せた一流だし、食材も名産地からの空くう輸ゆ。そうそう、事務所のスタッフにもご祝しゆう儀ぎ出したりとかしたしな」

「……大地くん、正直な話、聞いていいかな？　それであたしのギャラ、いくら残っているの？」

「だから、実際は赤字。不足分はシローのポケットマネーだって」

「ほりゃりゃりゃりゃ～」

　あたしの口から、聞いたこともない言葉が漏もれていた。

　全身の力が、サメに嚙かまれた救命ボートの空気のように抜ぬけてゆく。

「先せん輩ぱい、泣いてるんですか？」

　宏太が言った。

　気がつくと、涙がこぼれていた。

　マジ泣きである。

　これがドラマかアニメなら、みんながお祝いしてくれました、メデタシメデタシ、で終わるとこじゃない！

　なんでこういうオチがつくのよ、あたしの人生！

　と、その時。

　ちょんちょん。

　机の下で、大地くんがあたしの脇わきを突つっついた。

「？」

　そっちを見るあたし。

「……ほれ」

　大地くんは、あたしの手の中に紙かみ袋ぶくろを押おし込こんだ。

「何、これ？」

「別に。うるせえから、他の連中に見せんなよ」

　もしかして、プレゼント!?

　あたしはガサゴソと袋を開けてみる。

　中身は……薔ば薇らの花を象かたどったブローチだった。

「……これ、高かった？」

「いや。買う時、ものすっごく恥はずかしかっただけだ」

　小声で答える大地くん。

　あたしはそのブローチを握にぎり締しめた。

　困ったな。

　あたし、これに似に合あうような服、持ってないよ。

　でも、とっても嬉うれしい。

　たとえ、１億年分のギャラをもらっても交こう換かんしたくない、大地くんからのプレゼント。

「……先せん輩ぱい、まだ泣いてるんですか？」

　宏太の呆あきれるような声が聞こえる。

　頰ほっぺたが熱い。

　さっきとはちょっと違ちがう涙。

　涙でかすんで、みんなの顔が良く見えなかった。





The End












「……くだらない」

　ニコルはノートをゴミ箱に投げ入れた。

「執しつ筆ぴつ者しやの知性の低さが露ろ呈ていしているわ」

　だが、ちょっと考えた後で、

「……でも、ここに書かれているネタを使って、アカネをからかうのも悪くないかも」

　と、ノートを拾ひろい上げる。

「もう、どうして眠ねむくならないのかしら？」

　少女は身体からだをひねり、恨うらめしげに柱の時計を見上げた。

「もう３時半。このまま、起きていた方がいいかも知れないわね」

　そう決心したニコルは背せ筋すじをピンと伸のばしてデスクと向かい合った。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　時計の短針は４時を指さしていた。

　ファイルに埋うもれた少女はデスクに突つっ伏ぷし、いつの間にか小さな寝ね息いきを立てている。

　階かい段だんを下りてくる足音。

「こんなところで……」

　足音の主は机を見下ろし、微笑ほほえみを浮うかべた。

「風か邪ぜをひかないようにね」

　玲はそっとニコルを抱だき上げると、スタンドの明かりを消して寝しん室しつに向かう。

「……グッナイ、ダークネス」

　眠ったふりをしていたニコルはほんの少し目を開け、小さくつぶやいた。







　らいなあのおと







　ど～も。お待た～！（澤さわＰプロデユーサー調）

　約半年ぶりのハード・デイズ・ナイツで～す。

　と、ハイになってる場合じゃない。

　いやあ、出ませんでしたねえ、本。

　言い訳（得とく意い技わざその１）すると、ドラゴンマガジンでの連れん載さいの準じゆん備びやら、学研の『六年生の学習』（略りやくしてＧ６。おおっ、まるで警けい視し庁ちよう開発の仮か面めんライダーみたいだ）で連載が始まった『トリシア、ただいま修しゆ業ぎよう中ちゆう』の準備やら、Ｗ杯観戦で胃も痛くなるし（……これはあまり関係ないか？）で、去年の冬ぐらいから殺人的に忙しかったんですよ。

　おかげで、いつもはちゃんと出しているファンレターへの返事も出せない現状。

　いや、マジでビンボー暇ひまなしですねえ～。（この前、たまに普通預金の残高を見てみると、気がつかぬ間になんとマイナス！　この世に負ふの貯金というものがあるとは……。知らなくてもいいことを知ってしまった）

　ちなみに……。

　ドラゴンマガジンの連載は、もちろん、ハード・デイズ・ナイツ。

　麻ま薬やく密みつ売ばい組そ織しきと一いつ心しん、玲れいの対決がメインのストーリーで、茜あかねの付き人悲ひ惨さん度も１２０％アップ。

　新キャラ（こいつがまた作者泣かせの……）も登場します。

　イラストの壱いつ河かわさん入にゆう魂こんの茜あかねの着せかえシリーズ（いつからシリーズになったんだ？）も登場予定なので、とりあえず、本誌の方、イラストだけでも見てくださいね。

　Ｇ６の『トリシア、ただいま修業中』の方は、ファンタジア文庫の『トリシア先生』シリーズの番外編。

　実は、トリシアの修業時代のお話だったりします。

　もしかすると、アムリオン王国の地図（初公開！）が載のったりするかも知れないんで、手に取るチャンスがある人は是ぜ非ひ、見てみてね。




　で、肝かん心じんのこの短たん篇ぺん集についてですが……。

　担当のＨさんに、

「あとがきって、普通はそこに載ってる短篇を書いた時の状じよう況きようなんかを書くものなんですよ～」

　と言われたものの……。




　あんまりいそがしかったんで、な～んにも覚えてませ～ん。（←打ち合わせの時に多た用ようする得意技その２、〝開ひらき直り〟）




　まあ、前の『月げつ蝕しよく紀き列れつ伝でん』の短篇集の時も、そんなこと一行も書かなかった（ような気がする）し、いいかな～って？




　それはさておき。

　今度の短篇集では、かなり思い切ったお遊びを取り入れてます。

　だいたい、タイトルも単なる短篇集じゃなくて、ＣＤ風にＳＩＮＧＬＥＳシングルズ。（だから今回は〝あとがき〟じゃなくて、〝らいなあのおと〟）

　内容のお遊びについては……、是非、買ってから読んでくださいね。

　作品としては、もちろんドラゴンマガジン本誌や増刊号に掲載されたものが中心（書き下ろしは二本。うち一本は、ほとんど中編……になってしまった）なんだけど、今になって読み返してみると、これは……。




　……いや、ほとんどイラストの壱河さんを困らせるためにやってるとしか思えないな。

　ニコルは変にお洒落しやれするし、出てくる銃は資料の少ないものばかりだし、茜の着ぐるみは描写してる本人だってワケ分からんものばっかし。

　がんばってくださいね。




　てなわけで、次は舞ぶ台たいをヨーロッパに移した『ハード・デイズ・ナイツ』、アレクセイ編の第二弾でお会いしましょう。




　付ふ記き１

　え～、ここでお便たよりの返事を出せなかったみんなに謝あやまっちゃいます。

　北海道の常とこ呂ろ郡ぐん（カーリングが盛さかんなとこだよね？）の藤田朋美さん。名古屋の小俣友紀さん。京都市左京区の渡辺貴美子ちゃん。クラブの男子が一心に似ているっていう、尼崎の山本香奈枝ちゃん。

　他にもまだたくさんの読者の方々、本当にゴメンね。

　その分、真ま面じ目めに仕事やります。

　時間に余よ裕ゆうができたら返事書きますから、またお手紙くださいね。







　付記２

　トリシアの方の新刊も、年内には出る予定です。で、こっちは『黄おう金ごんの鹿しかの闘とう騎き士し』メンバーが多数ゲスト出演。『月蝕紀列伝』シリーズからもある人が出るので、まだ読んでいない人、そっちの方も読んでみてね。
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